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国民体育大会マーク

昭和22年に国民体育大会のシンボルとして制定され、第 2回大
会から使用されることになった。30度右傾斜の赤色の火炎の直径

10分の 1巾 の紺青色の円帯で囲んである。
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び転てそせ「山 団体
元気あふれる山口へ、ようこそ。

仝国から集 う人々を、150万県民一人ひとりが温かくお迎えします。
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力と技を競 うアスリー ト

見守 り応援する観客

大会を支えるボランティア

みんなの一生懸命がきらめく、夢と感動にあふれる大会を日指 します。

ちょるる

心やさしく、体を動かすことが大好き。

山口の豊かな自然の中で、元気いっぱい

に育ちました。
ちょっと不思議な髪型は、人や自然か

らあふれるエネルギーをキャッチするア

ンテナでもあります。

皆さんの元気みなぎるパワーが発揮さ

れるところに現れ、応援します。

山口弁の会話の語尾に使われる
「ちょる」をアレンジしたもの。

総合開会式・総合開会式会場   「維新百年記念公園陸上競技場」

愛称

マスコット

スローガン
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第 66回 国民体育大会会長 公益財団法人 日本体育協会会長

文部科学大臣

公益財団法人 日本バ ドミントン協会会長

おいでませ !山 口国体・山口大会実行委員会会長 山口県知事
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第 66回 国民体育大会会長

公益財団法人日本体育協会

会 長  張   富士夫

はじめに、この度の東日本大震災によりお亡くなりになられた方々のご冥福

をお祈り申し上げますとともに、被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げ、

一日も早い復興と皆様のご健康をお祈りいたします。

さて、錦帯橋や秋吉台など趣深い景勝の地を有し、明治維新をはじめ歴史の

鼓動が今も息づくここ山口県において、天皇陛下・皇后陛下のご臨席を仰ぎ、

東日本大震災復興支援 。第 66回 国民体育大会が開催されますことは、誠に意
義深いことであります。

戦後まもなく、広く国民に夢と希望を与えることを目指してスター トし、こ

れまで発展を遂げてきた国民体育大会が、震災から再び立ち上がろうという皆

様の力となることを、本大会に関係する方々とともに主催者の一員として強く

願っております。

また、本年は、嘉納治五郎先生が日本体育協会の前身である大日本体育協会

を創立してから100周年にあたり、日本のスポーツが新たな 100年 に向け
てスター トする節目の年です。

今やスポーツは世代や国境を越えて大きく広がり、私たちが豊かに生きてい

くための不可欠な文化として生活に深く根差したものとなっています。

このような中、「おいでませ !山 口国体」のテーマのもと開催される本大会は、

昭和 38年の第 18回大会以来、48年ぶりの山口県での開催であり、 145
万県民の皆さんが心のこもった山口県ならではの国体を体現するため、その準

備に万全を尽くされた大会です。

全国から厳しい予選を勝ち抜き、栄えある郷土の代表として参加された選手

の皆さんは、フェアプレイ精神のもと日頃鍛えた力と技を存分に発揮されると

ともに、山口県の皆さんとの交流の輪を広げられ、実り多い大会とされるよう

切望いたします。

終わりに、「おいでませ !山 口国体」の開催にあたり、長年諸準備にご尽力を

いただいた地元山口県をはじめ、ご関係の皆様方のご支援、ご協力に対し、心

から感謝の意を表し、併せて大会の成功をお祈り申し上げます。
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文部科学人臣

高 木 義 明

はじめに、 3月 11日 に発生 した東日本大震災によつて、お亡 くなりにな

られた方々に深 く哀悼の意を表 しますとともに、御遺族 と被害に遭われた

方々に心からのお見舞いを申し上げます。

豊かな自然、明治維新の志士たちが刻んだ歴史や文化、ふぐやみかんをは

じめとする豊富な海の幸・山の幸など、たくさんの魅力あふれるここ山口県

において、天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、第 66回 国民体育大会「おいで

ませ !山 口国体」が盛大に開催されますことを、誠に喜ばしく存 じます。

山口県での開催は、昭和 38年 の第 18回 大会以来 48年 ぶ りとなり、こ

れまで熱心に準備に取 り組んでいただいたところです。大会成功に向けた山

口県民の御尽力に対 しまして厚 く御礼申し上げます。

また、東日本大震災の発生を受けて、今回の国体は「東日本大震災復興支

援」大会と位置づけて開催されることとなりました。ここ山口から被災地、

さらには、日本中に向けて、元気を発信する大会として成功を収めることを

願っております。

予選を勝ち抜 き都道府県の代表として参加される選手の皆さんには、練習

の成果を遺憾なく発揮 して、観る者に感動を与えていただくとともに、全国

の仲間や山口県民との交流の輪を広げ、思い出に残る大会となるよう期待 し

ております。

今回の国民体育大会は、 6月 のスポーツ基本法成立後、初めて開催される

意義深い大会です。この大会を通じてスポーツの素晴らしさ、楽しさを改め

て感じていただければ幸いです。

開催に当たり、県民総参加で諸準備に当たられた地元山口県、会場 となる

各市町をはじめとする関係の皆様の御支援・御協力に対 し、心から感謝の意

を表 しまして、御挨拶といたします。

(平 成 23年 7月 15日 )
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公益財団法人日本バドミントン協会

会 長 綿 貫 民 輔

本年 3月 に発生 しました東 日本大震災においてお亡くなりになった方々に心より

お悔やみ申し上げますとともに、被災者の皆様方のご健勝 と被災地の一 日も早い復

1日・復興を祈念 してお ります。

さて、東 日本大震災復興支援 第 66回国民体育大会、「おいでませ !山 口国体」
バ ドミン トン競技会が 「たちあがれ !東北 がんばろう !日 本」の合言葉のもとに、
山口県光市において開催されますことは、誠に喜びに堪えないところであり、心より

お祝い申し上げます。

バ ドミン トン界では、本年 3月 に開催 されました全英オープン選手権大会において、

女子シングルスの広瀬栄理子選手、女子ダブルスの藤井瑞希選手・垣岩令佳選手のペ

アがともに銀メダルを獲得 し、昨年の田児賢一選手の男子シングルス銀メダルに続く

快挙となりました。来年はロン ドンオリンピックの年でもあり、オリンピック出場を

目指 した世界大会においての優秀な成績を期待されている選手も数多く、盛 り上がり

をみせているところです。

このような状況の中で、都道府県の代表として参加される選手の皆様には、平素、

日夜を問わず鍛えられた技量を遺憾なく発揮され、郷上の名誉と栄光を目指 して全力

で戦つていただくとともに、観戦される皆様の思い出として残るプレーを見せていた

だけることを期待 してお ります。また、この山口の地においてお互いの交流を深め、

友情の輪を広げていただきたいと願っています。

終わりになりましたが、第 66回国民体育大会開催にあたり、誠心誠意ご尽力いた
だきました山口県及び光市の関係者並びに地元協会の皆様に対 し心から感謝を申し

上げ、開催にあたつてのご挨拶 といたします。
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歓迎のことば

おいでませ !山口国体・山口大会実行委員会会長

山口県知事 三 井 関 成

はじめに、3月 11日 の東日本大震災によりお亡くなりになられた方々に深く哀悼

の意を表するとともに、被害に遭われた方々に心からお見舞い申し上げ、被災地の一

日も早い復興をお祈りいたします。

さて、天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、全国から多くの選手及び役員の皆様をお迎

えして、東日本大震災復興支援第66回国民体育大会「おいでませ !山 口国体」が開

催できますことは、この上ない喜びであり、山口県民を代表して心から歓迎申し上げ

ます。
「おいでませ !山 口国体」は、戦後復興の中でスタートした国体の原点に立ち返り、

「たちあがれ !東北 がんばろう !日 本」を合言葉に、被災地のみならず、全国に向
けて勇気と希望、そして元気を送る大会として開催いたします。

本大会に、栄えある郷上の代表として参加される選手の皆様には、「君の一生けん

めいに会いたい」のスローガンのもと、日頃鍛えた力と技を存分に発揮されることを

期待いたします。

また、本県では、県民の英知と情熱を結集し、全国から山口に集う方々の心にいつ

までも残る、夢と感動にあふれる大会となるよう、県民総参加で準備を進めてきたと

ころであります。選手はもちろんのこと、大会運営に携わる役員、ボランティア、応

援の皆様にも、多くの出会いと交流の中で、喜びと感動を分かち合う大会となること

を願っております。

そして、御来県の皆様には、どうかこの機会に、本県の豊かな自然や歴史、文化、

食など多彩な魅力を存分に味わい、温かいおもてなしの心に触れていただき、山口県

のファンになっていただくことを期待しております。

終わりに、本大会の開催に当たり、多くの御支援と御協力をいただきました関係者

の皆様に心から感謝を申し上げ、「歓迎のことば」といたします。
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歓迎のことば

おいでませ !山 口国体光市実行委員会会長

光市長  市 り|1   熙

第 66回 国民体育大会 「おいでませ !山 口国体」バ ドミン トン競技会が、全
国各地か ら選手・監督並びに多 くの関係者の皆様をお迎えし盛大に開催できま

す ことは、誠に喜ば しく、光市民を代表 して心か ら歓迎申し上げます。

光市は、白砂青松の室積・虹 ヶ浜海岸、市民や水鳥の憩いの場の島田川、原

生林の峨帽山や神籠石のある石城山な ど、海・山・川か らの贈 り物に恵まれ、

初代内閣総理大臣伊藤博文公の生誕のまちです。

さて、本市におきま しては、昭和 38年 の第 18回 大会以来、 48年 ぶ りの
国体開催 となる 「おいでませ !山 口国体」の開催に際 し、全国各地か らお越 し

いただく皆様を温かいお もてな しの心で迎えられるよ う、「君の一生けんめいに

会いたい」のスローガンの もと、夢 と感動にあふれる大会の実現を目指 して開

催準備 を進めてまい りま した。

また、本年 3月 に発生 した 「東 日本大震災」で未曾有の被害を受けられた東

北地方か らも選手団をお迎えできましたことは、誠に喜ば しく心か ら歓迎いた

します とともに、「たちあがれ !東北 がんばろ う !日 本」を合言葉に開催 され
ます 「山口国体」の本競技会関係者を代表 して心か らのエールを送 りたい と思

います。

選手の皆様には、 日頃の練習の成果を十分に発揮 され、白熱 した試合を繰 り

広げていただきます とともに、勝敗を超えて相互の親睦 と交流を深められ、ア

ス リー トの友情の輪が広がる素晴 らしい大会 とな ります よう願ってお ります。

終わ りに、本大会の開催にあた り、多大なご支援 とご協力を賜 りま した 日本

バ ドミン トン協会、山口県バ ドミン トン協会をは じめ、関係者の皆様に深 く敬

意 と感謝の意を表 します とともに、大会の成功 と選手の皆様のご健闘、バ ドミ

ン トン競技のさらなるご発展を祈念いた しま して、歓迎のことばといた します。
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歓迎のことば

山 口県バ ドミン トン

会 長 林

この度の東 日本大震災により甚大な被害を受けられた被災者の方々に、心か

らお見舞い申し上げます とともに、被災地の一 日も早い復 旧・復興をお祈 り申

し上げます。

東 日本人震災復興支援 第 66回 国民体育大会、「おいでませ !山 口国体」バ

ドミン トン競技会が全国か らの精鋭を迎え、ここ山口県光市で開催 されます こ

とは、誠に喜びに堪えない ところであ ります。山口県バ ドミン トン協会を代表

して心か ら歓迎申し上げます。

振 り返 ります と、第 18回 国民体育大会バ ドミン トン競技会が下関市で開催

されま したのは、東京オ リンピックの前年、昭和 38年 10月 で した。それか

ら48年 、再び本県で熱戦が繰 り広げられ ると思 うと期待で胸がふ くらみます。

光市は、瀬戸内海に面 した温暖かつ風光明媚な地であ り、明治維新に活躍 し

た初代内閣総理大臣伊藤博文公誕生の地でもあ ります。

選手の皆様におかれましては、監督の指導のもと日頃の厳 しい練習で培われ

ま した体力、技術力そ して精神力を心おきな く発揮 され、一選手 としてはもち

ろん、全国各地区の代表 として勝利 を目指 して、すば らしい試合が繰 り広げ ら

れることを期待 してお ります。

終わ りに、本大会の開催にあた りま して、山口県及び光市、さらに全国か ら

のご支援 とご協力を賜 りま した役員、関係各位 に深 く感謝 申し上げます ととも

に、選手、監督の皆様のご活躍 と本大会を機にバ ドミン トン競技が益々発展を

遂げることができます よう心から祈念いた しま して、簡単ですが歓迎のことば

といた します。

正

△
〓協
芳
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天 皇 杯 杯

国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規程

天皇杯は、男女総合成績第 1位の都道府県、皇后杯は、女子総合成績第 1位の都

道府県に授与する。

第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。

天皇杯及び皇后杯は、総合閉会式に授与し、次回の総合開会式において返還する。

天皇杯又は皇后杯を授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。

信託会社又は確実な金庫に保管する。

破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任とする。

公益財団法人日本体育協会が優勝都道府県名刻印のため又はその他の必要により

一時返還を求めた場合は、これに応じなければならない。

本規程は、昭和 41年 4月  1日 制定

昭和 45年 1月 22日 一部改訂

昭和 48年 7月 10日 一部改訂

昭和 54年 5月  9日 一部改訂

平成 17年 6月 16日 一部改訂

平成 22年 3月 17日 一部改訂

本規程は、公益財団法人日本体育協会の設立の登記の日(平成 23年 4月

施行する。

后白〓

第 1条

2

第 2条

第 3条

(1)

(2)

(3)

附 則
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大会会長 トロフィー

国民体育大会会長 トロフィー授与規程

第 1条  国民体育大会会長 トロフィー (以下 「大会会長 トロフィー」とい う。)は 、正式
競技別男女総合成績第 1位 の都道府県に授与する。

2 第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。
第 2条  大会会長 トロフィーは、競技会表彰式に授与し、次回競技会において返還す
る。

第 3条  大会会長 トロフィーを授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。
(1)責任をもって保管する。
(2)'破損、紛失等の場合は当該都道府県の責任 とする。

(3)優勝の刻印を次回大会までに行 うものとする。ただし、第 1条第 2項の
場合は、当該都道府県で協議 して決めるものとする。

(4)公益財団法人 日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場合は、これ
に応 じなければならない。

降1 貝|」 本規程は、昭和 41年 4月  1日 制定
昭和 45年 1月 22日 一部改訂

昭和 48年 7月 10日 一部改訂

昭和 54年 5月  9日 一部改訂
平成 17年 6月 16日 一部改訂

本規程は、公益財団法人 日本体育協会の設立の登記の日

日〉から施行する。

(平成 23年 4月 1
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名 誉 会

副  会

高 木

張

佐 治

布 村

猪 谷

臼 井

坂 本

田 中

福 島

ホ寸   田

内 山

岩 満

義 明

富士夫

信 忠

幸 彦

千 春

秀 明

祐之輔

道 博

修

芳 子

勝

一 臣

員

弘

敬 三

寛

俊

守

一 也

東 一

光一郎

研 一

英 壽

嘉 雄

修 二

二 郎

武 彦

勝

久 平

和 夫

かおる

博 俊

仁

三千雄

嗣 廣

敏 夫

和   明

義 己

秀 樹

信

皓 久

光 隆

」い
′ヽ

=̀

森   正 博

役

(順不同・敬称略)

長

長

長

順 間

前 田 彰

前 原  正

山 本 秀

吉 本 清

真 下

栗 原  茂

佐 藤  直

萩 原 俊

宮 本  英

中 山 正

武 田 哲

佐 藤  通

野 田

島 田 徳

竹 原 悠

橋 詰 澄

日比野  幹

久保田 文

刈 谷  好

渚   洋

吉 田 秀

帖 佐

宇津木

坂 口

橋 本

青 木

木 村

岡 本

牧 野

小野沢

来 栖

内 藤

君 塚

塚 田

遠 藤

村 越

衣 笠

佐々木

国 井

石 原
~F 
オ寸

ホす  木

岩 崎

,由  野

岡

相 良

廣 田

塩 田

寛 章

妙 子

和 隆

俊 和

実

勝 行

弘 史

行 正

順 造

日

芳 樹

容 弘

真

円」

正 春

裕 一

春 男

修

啓 作

清 彦

利 博

興 司

哲 朗

彰

壽 久

日比野

大 野

霜 筋

原 田

安 井

福 井

永 井

堀 内

大 島

田 中

笹 田

福 本

藤 田

川 井

後

村 岡

園 山

知 念

佐 藤

市 村

望 月

柱 山

田 中

吉 井

和 田

分 木

高 谷

末 永

黒 川

一

　

宏

昭

和

子

彦

雄

誠

司

夫

樹

雄

孝

男

子

昭

厚

雄

穂

一

一

進

夫

登

雄

守

裕

二

伸

琴

助

　

　

芳

恒

久

正

雅

　

裕

達

英

義

由

晴

恭

敏

　

敏

俊

洋

守

　

治

　

基

　

孝

洋

正

員

崎

　

崎

尾

田

口

村

　

崎

田

井

内

根

本

田

村

　

藤

田

髭

木

納

橋

羽

田

井

井

亀

木

皿

橋

岡

　

尾

神

竹

樋

中

谷

寺

高

笠

山

関

木

島

木

東

佐

永

白

鈴

安

棚

丹

町

福

松

大

国

仲

高

監 物 永 三

三 井 関 成

不 老 浩 二

剛

　

新

二 木 英 徳

一

浩

雄

信

昇

夫

亮

次

尚

夫

郎

隆

伸

一

子

雄

生

也

孝

行

博
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小 野

松 本

鈴 木

森 口

河 村

岸

村 上

中 谷

佐 野

吉 田

橋 本

渡 邊

岡 部

山 崎

武 安

笹 川

武 部

蝦 名

角 田

森 田

馬 場

吉 田

田 口

井 戸

石 井

西 山

甲 斐

仲井員

藤 原

長 登

清 子

好 雄

寛

泰 孝

建 夫

信 夫

智 真

司 朗

和 大

大 十

聖 子

佳 英

英 男

拓

義 光

尭

勤

武

芳 夫

健 作

潤一郎

哲 也

義嘉壽

敏  三

正 弘

昌 男

隆 博

弘 多

誠

健

久 保  博  寺 澤 正 孝  日 伎  久

笹 木 竜 三石 黒 克 巳三 田 清  一

竿

金

尚

林

`曰

山

小

山

サぃ
ヨヽ

昌

松

綿

森

奥

安

達

福

石

F可

斉

1可

モ
=

力u

上

広

潔

　

三工Ｈ

浩

越

正

芳

孝

良

森
　
村
　
　
　
水
　
谷

文
　
弘
　
室

林

上

高

藤

井

岡

畔

中

河

林

千

泰 三

博

　

敏

　

玄

忠

利

孝

義

英

泰

隆

秀

義

男

将

康

弘

一

裕

一

章

明

崎

原

島

森

田

下

井

村

岡

神

藤

奥

金

横

山

石

大

桝

住  恒  二

西  孝 之

増  拓 也

田  富 一

原  慎太郎

部  守 一

藤  斗志二

本  英 典

井  正 吾

藤  義 明

田 憲 幸

瀬  勝 貞

清 水

安 倍

平 岡

柳 居

古 木

河 野

大久保

麻 生

飛 田

大 林

上 村

坂 本

福 田

官 川

堀

佐 藤

上 田

横 内

谷 本

岩 名

町 田

溝  口

飯 泉

中 村

伊 藤

秀 夫

俊 学

哲 夫

洋 平

尚 武

太 郎

秀 一

日ll  ttБ

春 樹

岡ll 二

康 夫

祥 子

達 也

雄 平

清 司

正 明

正 憲

秀 樹

勝 彦

善兵衛

嘉 門

法 道

祐一郎

倉   岡1

藤   博

藤  寿 彦

田   有

藤 生 通 陽

末 貞 伴治郎

多田野   榮

古 り|1   康

佐 藤 勇 夫

口   敏

井  利 行

哲 也

城  憲 尚

泉  利 治

浦  のぼる

嶋  裕 作

史

哉

彦

正

子

数

屋

巴

谷

川

本す

彬,

里予

野

久美子

定 之

勉

光 信

成 正

豊太郎

信 雄倉  純 二

根

田

原

尾

貫

明

昭

夫

吾

輔

朗

富

忠

新

民

喜

鈴 木 三 成

仁 坂 吉 伸

参 与 有 松 育 子  山 嶋

伊

加

友

新 谷 和 彦 吉

林

先

小

三

西

吉 田 和 幸 塩 満

木佐木

佐々木

藤 本

△  士

久 雄

大 助

明 美

一 規

栄 一

有 福  精一郎

田 聡

治

卓

岡 本す 精 二

二 木  健

曽

松
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」し

石

山

橋

星

友

竹

,青

田

F5

4ヽ

里

柏

田

林

ネロ

原

林

原

泉

川

半

荒

勝

豊

山

太

中

中

森

中 サ||

佐久間

末 木

斎 藤

神 田

国 井

畑 原

河 野

,可  ホす

上 岡

岡 田

山 縣

藤 井

森

高 木

'可

 ホす

祝

川 野

中 原

大 谷

上 田

吉 光

藤 井

義 満

益 雄

基 成

―r

敏 夫

康 彦

実

俊 郎

哲 男

敏 明

邦 生

忠 昭

光 雄

あきら

茂 明

峰 一

俊 成

純 也

俊 彦

島 田

守 田

井 原

大 西

藤 井

新 藤

藤 部

岡 野

山 部

松 永

多 湖

渡 邊

水 上

村 田

教 明

宗 治

寿加子

倉 雄

律 子

精 二

秀 貝」

芳 子

セ雪
.凛
F

貞 昭

令

孝 夫

哲 彦

哲 雄

下 敬 介

田 敏 雄

公

追  克 己

孝 介

田  ,告  一

昌 克

登季子

田  憲 治

正 文

口 夫

田

九

手

本

出

広

本

水

邊

田

口

神

田

井

槙

秋

森

戸

西

稲

宏

子

男

理

也

巌

夫

一

美

司

浩

直

充

典

卓

尚

拓

貞

!lll

恒

イ(

枠鷹一　　　一　一　
　
（日一

幸
　
修
　
光

尾
　
邊
　
田

平
　
渡
　
太

中 文 夫

上   岡1

本  利 光

野 哲 範

中 克 彦

倉  多香子

村   亘

野 靖 枝

暴

青目

矛リ

不り

英

飯 坂 尚 登

金 子 工 子

篠 官   稔

林   辰 男

ヨーコセツターランド

新 井   忠

西 田 晴 之

竹 下 隆 信

鈴 木 浩 二

堤   雅 明

梅 野 哲 雄

菊 地 俊 美

若 尾 輝 夫

岩 城  精 二

原  仲 二 赤

中

藤

齊

藤

尾

村

村

藤

田

文

夫

夫

彦

二

齋 藤 宗 房

木

イヽ

宮 |||    カ彦
　
泰

行
　
俊

瀬
　
島

吉
　
中

委  員  長

副 委 員 長

総 務 委 員

委

||1   昇

||1 島 雄 二 芦 立   訓   氷見谷  直 紀
回  " 一
L■1                       に                  _

之

史

朗

徹

生

弘

行

　

利

健

一

伸

巳

詔

貴

哲

　

信

鉄

秀

　

日口

　

孝

元

豊

博

内

原

林

嶋

藤

地

　

田

木

澤

成

像

石

木

菅

福

横

武

菊

　

植

荒

入

江

宗

市

菊

杉

山

′」ヽ

皆

=L

山

口

野

川

岡

原 貝」 之

幸隆
　
嘉
　
博
　
悦

一
　

士
口
　
征

田
　
戸
　
島
　
本

一

茂

香

力

次

志

　

吉

孝

治

裕

男

重

尚

　

清

芳

豊

信

和

田
　
野
　
村

光 宣

英 則

充 範

泰 夫

康

裕 司

創 造

九 二

員 森

イヽ

大

松

安

泉

矢

倉

井
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伊 藤

鹿 野

山 口

衛 藤

山 口

松 村

久保 田

田 口

森

野 津

有 冨

平 藤

根 本

石 渡

学

雅 紀

文 哉

麻 衣

均

得

聡

敏 温

長 尾

溝 井

小 野

山 倉

′
1ヽ  田

朝 倉

瀬 倉

向 坂

松 浦

佐 竹

山 内

橋 本

篠

濱 辺

鈴 木

渡 邊

木 下

林

遠 藤

村  山

加 藤

有 澤

英 宏

利 和

あヽ  [子‐

禾口  ′ジタ

聖 子

博 美

信 康

嘉 一

孝 和

博

憲 幸

健 一

祐 次

正 実

賢 治

孝

一 朝

博 子

雅 己

岡1

久 雄

寛

関

上 屋

森 岡

星

古 原

田 中

石 畠

増 田

奥 山

吉 田

茂 木

一 瀬

村 木

芦 田

長 尾

梅  田

日日  本寸

千 葉

大 西

山 本

敏  博

耕 亮

裕 策

香 里

誉 夫

佑一郎

克 幸

あけみ

雅 信

正

暢 雄

文 昭

輝 行

光 巨

隆 史

保 人

司

仲 洋

孝

巖

誉 之

淳 司

充

譲

博

芳 樹

慶 一

和 子

憲一郎

敬  二

和 樹

員 治

文 昭

益 孝

孝 人

芳

　

降

宏

洋

直

嶋

田

竹

根

原

山

部

二 宮  禾口 弘人

郎

正

輔

生

大

藤

橋

橋

藤

子

川

豊

有

関

栗

平

岡

山

返

高

凸

齊

金

中

1ヒ

松

」ヒ

細

福

城

鷹

柴

宇

井

川

田

田

長

肯

田

山

今 井  茂  満

(申

徹

敬

雅

広

彰  高 山 雅 夫

佐   谷 田  |1頂  一

一
　

和
　
子
　
渉

村  研  二

伊

原

東  与 二

金 山  昭

吉 田 晴

森 鳩  勝

澤 山  忠

鵜 木  親

片 野

川  ロ ー

樹

夫

行

也

澄

志

裕

彦
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名 誉 会 長

会    長
●1[    本     r
口]」     =     =

顧 間  森

ホす

橋

原

毛

牧

福

今

里

?由

川

栗

金

磯

官

上

,畢

石

田

喜 朗

忠 治

角 市

二三雄

清 志

武

幸 一

基 夫

光 徳

秀 男

一 郎

進

義 弘

貞 夫

忠、 和

忠

長 壽

真 敏

興 造

浩

芳 雄

庸 右

和  :文

航

キ  昔
■= ,C

関 谷

八木橋

権 田

清 水

内 多

村 山

伊 豆

菊 地

山 根

木 村

板 垣

中 村

吉 田

有 瀬

山 田

末 岡

田 中

加 藤

松 浦

本 田

近 藤

秋 草

小 野

加 藤

真 壁

津 守

勝 嗣

伸 夫

正 一

規矩雄

4ヽ五郎

幸 雄

晃

利  明

怜

寛

隆 房

弘

邦  男

浩 一

熙 章

田鶴子

博 司

稔 明

正 寛

稔

直 之

理

寛 治

幹 雄

幸 介

森 田

佐 藤

九 山

平 田

小 官

戸 田

岡 本

野 村

佐 藤

遠 井

星 野

菅 原

手 塚

杉 田

高 澤

金 森

瀬 川

成 相

西 野

中 尾

相 澤

関 場

中 本

原

築 地

岸 野

保

嘉 久

登志郎

淳 宏

清 一

武 利

嘉 明

芳 朗

稔 男

忠 男

周 一

克 彦

博

基

正

鉄 也

安 信

昌 明

昌 由

潔

武

和 行

紀 征

孝 彦

保 則

(順不同

市 川

綿 貫

三 宅

籾 井

林

山 本

梅 永

市 川

塩 川

植 田

青 木

吹 田

漬 中

本 郷

渡 辺

竹 林

岡 村

藤 本

斉 藤

日 野

保 坂

中 嶋

神 谷

谷 口

岡 崎

瀧 山

里 脇

池 田

帰 山

矢 野

鈴 木

漬 中

蔵 成

敬称略)

配

民 輔

祐 司

勝 人

芳 正

幸 伸

敏 博

一 朗

甫

博 宣

昭 二

修 一

誠

節 生

成 雄

克 彦

英 男

滋

永 吉

昇

和 也

光 司

哲 郎

章

彬

一 甫

清 隆

徹

好 和

,告

勝 之

勉

秋 次

競 技 会 役 員

山口県光市長

公益財団法人日本バ ドミントン協会会長

公益財団法人日本バ ドミントン協会副会長

公益財団法人日本バ ドミントン協会副会長

山口県バ ドミントン協会会長

光市体育協会会長

おいでませ !山口国体光市実行委員会事務局長

上

本

本」

野

岡

」ヒ

見

井

島

原

森

井

川

野

田

村

西 森  潮 三

冨 田

金 城

藤 田

藤 原

藤 原

石 崎
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尾 上    忠   植 田  久 昭   嘉 村

河 野    亨   松 本  修 二   木 村

土 橋  啓 義   西 村  憲 治   笠 井

阿 部  克 己  磯 部  登志恵   熊 野

森 重  明 美   森 重  定 昌  林

森 戸  芳 史  四 浦  順一郎   大 葉

木 村  貝」 夫   笹 井   琢   渡 邊

永 岡 榮 之   津 村  秀 雄   能 美

藤 本  竹 登   水 井  照 久   寒 川

中 村  四十三  富 永  泰 壽   藤 井

大 石  壮 祐   末 廣  秀 樹   中 村

今 本   裕   廣 中 典 夫   吉 田

東 畝  宏 明  兼 清  照 久   藤 本

西 川1 公 博   植 村  芳 弘   増 本

福 島   正   小 松  和 司

公益財団法人日本バドミントン協会専務理事

公益財団法人日本バ ドミントン協会総務本部 本部長

山口県バ ドミントン協会理事長

光市バドミントン協会会長

ぉいでませ !山口国体光市実行委員会事務局次長

阿 部  秀 夫   今 井  茂 満   '可 崎

神 戸    照   木 戸  純 一   佐 竹

高 橋  英 夫   中 山 紀 子   西 村

野 村  安 忠   村 元  英 美   山 田

浅 岡    武  上 原 信 彦   末 廣

松 本  克 芳   棟 居  秀 行   沖

利 行  好 男   内 山 正 也   田 内

福 田 光 博   吉 り|1 直 樹   中 村

杉 山    覚   山 下 新 一   田 中

松 村  雄 之   石 永  裕 記   河 村

清 水  隆 行   岡    健 一   '可 野

重 永  光 弘   大 石  清 二   泉

末 岡 通 典   久 次   優

悦 男

信 秀

弥太郎

庄 悟

負街  :子

俊 明

トヱ子

龍 文

哲 男

勝

光 恵

和 正

茂 樹

佳 治

秋 野

加 藤

縄 重

中 村

加賀美

大 田

,可  ホす

形 岡

'可

 山奇

寺 崎

熊  野

小 林

熊  野

小 林

哲 範

正 道

進

賢 道

允 彦

敏 司

博 明

仲 子

要 助

益 朗

茂 公

敬 治

栄 治

冨 江

競技会委員長

競技会副委員長

競 技 会 委 員

関 根

千 葉

三 井

吉 谷

岡 本

河 野

銭 谷

能 登

福 田

松 村

原 本

三 井

河 野

室 井

西 本

稲 津

田 村

義 雄

健 夫

裕

武

省 三

幸 男

欽 治

則 男

武

和 美

俊 也

房 子

強 志

伸 夫

剛

孝 秋

弘 責

正 紀

養 一

健 二

順一郎

秀 樹

貞 雄

正 彦

健 太

博 美

則 彦

敬 三

隆 義
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濱 中

三 井

松 本

今 井

末 廣

千 葉

石 永

谷 口

松 村

三 好

淵 上

藤 井

佐 藤

河 野

大 段

松 村

森 永

木 本

杉 山

野 村

増 原

久 次

山 本

柏 崎

木 付

吉 川

松 尾

水 崎

梅 林

三 芳

水 崎

山 下

守 田

競

勉

裕

克 芳

茂 満

秀 樹

健 夫

裕 記

政 治

峰 子

晴 視

句 子

美 雪

悦 郎

強 志

宏

雄 之

雄 二

曇置1 凛Б

覚

義 徳

麻 美

優

和 義

達 美

大 輔

直 樹

晃

円」

一  郎

隆 資

敏 明

新 一

健 二

松 尾

坂 井

草 谷

広 川

谷 回

田 村

真 澄

員佐子

厚 江

あゆ美

良 子

恭 子

兼 末

坪 根

木 村

徳 長

中 田

恵 子

彰 子

美智子

込 7
'■
  ■
~

昌 子

加 納

山 根

合 田

木 村

高 松

駒美子

康 夫

和 子

清 彦

久美子

技

久 次   優

末 贋  秀 樹

役 員

競 技 役 員 長

総 務 部 長

競技審判部長

総合成績計算
委  員  長
総合成績計算
委    員
総 務 副 部 長

総 務 主 任

総 務 副 主 任

総 務 委 員

競 技 主 任

競 技 委 員

進 行 主 任

進 行 委 員

記 録 主 任

記 録 副 主 任

記 録 委 員

会 場 主 任

コ ー ト委 員

シャ トル主任

シャ トル委員

(順不同・敬称略 )

松 村  和 美   田 内  正 彦

山 下  亜 純

山 崎  日青 子

堂 原  美 穂

柳 澤

藤 田

松 井

秀 明

充 宏

幸 司

田 中

河 野

原 本

秀 幸

立 子

俊 也

川 副  良 子   上 田  治 則

林   智 貝」  末 政  真由美

山 村  稔 広

吉 岡  康 典   久 次  由貴子   前 寺  範 子

藤 次  友 昭

通 山  光 夫

田 村  耕

萱 原  和 男

日ヨ  十す
●
人

松 永  由香里   万 谷  博 史  清 水  和 代

富 田

山 本

尾 崎

三 輪

曽 我

豊

真 也

康 弘
林件 日
り 、 |ヨ

則 夫

松 浦

松 田

津江田

市之瀬

浄 枝

登志枝

克 芳

秀 樹
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掲 示 主 任

掲 示 委 員

報 道 主 任

報 道 委 員

放 送 主 任

放 送 副 主 任

放 送 委 員

招 集 主 任

召 集 副 主 任

招 集 委 員

点 示 主 任

点 示 委 員

河 野

木 本

浜 田

末 岡

山 根

田 中

森 安

利 行

魚 本

北 村

内 山

,可  ホ寸

木  村

丸 岩

西 本

'可

 本

稲 井

利 行

高 橋

古 城

塩 路

関

百 野

片 岡

堀 江

小 田

関

蒲 池

広 田

宮 崎

池 田

槙 本

室 井

中 山

三 井

敬 三

秀 男

聖 子

通 典

良 治

博 美

さかえ

好 男

恵 子

洋 子

正 也

則 彦

晴 子

美 鈴

剛

泰

桃 子

好 男

和 也

周 子

恒 生

日召

郁 子

俊 之

隆 典

肇

辰 夫

一 美

玲 子

邦 雄

素 子

恵 子

伸 夫

整

房 子

川 津  久 恵   吉 原  由 美   イヽ 澤 た

奥河内  信 子   吉 松  美由紀

藤 田  真 司

岡 崎  ,京 子

長 末  政 志松  ホす

坂 本

祥 子

知 子

水 地

村 田

理 恵

章 博

得点表示主任

得点表示委員

競技審判副部長

審 判 主 任

審 判 副 主 任

審  判  員

伊 川

田 中

,中

孝 慈

悦 子

貞 雄

達 矢

猛

英 治

一 郎

敦 司

智 美

峰 子

浩 二

泰 己

幸

恵 子

和 正

長 美

雄 一

羽 ホす 文 彦  松 井 純 子

多 田

五十嵐

武 智

水 舟

富 山

多 田

山 口

山 本

ホ十  日日

岡 本

長 嶺

江 口

黒 木

木 村

堀 口

小 原

:賓 野

米 田

戸 田

斉 藤

須賀崎

末 永

品 川

鈴 木

磯 部

吉 村

官 岡

千 同

節 子

正 一

貢 揮

伸之介

敬一郎

清 美

敏 幸

文 男

由香里

智 子

良 子

剛

層|

英 治

松 山
‐  +
ヵL ブr

福 永

米 田

鷲 見

古 沢

西 村

廣 兼

讃 井

上 野

田 中

重 村

陸 美

英 男

篤

博 之

高 雄

千 世

厚

子

敏志子

典 子

富 江

康 行

泉

三 隅  章

線 審 主 任
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線 審 副 主 任

線  審  員

星 野

鍵 村

林

田 中

弘 中

徳 万

大 野

木 村

猪 俣

村 田

野 村

勝 間

戸 村

林

泉

松 村

義 松

義 松

西 本

牛 嶋

塩 谷

柴 原

小 林

近 間

松 岡

曽 田

武 石

藤 嶋

南

角 廣

戸 村

森 川

山 下

洋 子

佳栄美

真由美

信 子

美智子

智恵子

友 美

潤 子

礼 香

尚 美

房 子

幸 恵

進

涼 子

裕 子

美千代

秀 子

信 昭

典 子

由紀子

昌 子

千 春

節 子

淳 子

敬 子

佳 子

スミカ

美 幸

佳 子

佳 代

敦 子

明 美

亜 純

松 田

田 中

米 田

吉 本

山 中

川 本

足 立

笹 川

石 井

近 本

渡 辺

三 好

篠 田

三 輪

山 辺

福 江

桑 田

古 谷

岡 崎

藤 井

岩 本

藤 井

奥 屋

松 並

逸 見

岡 村

末 長

網 本

山 本

森 永

福 井

達 也

悠 貴

真佐子

直 樹

佐知子

ゆきみ

早 苗

千代子

畠 子

裕美子

人恵子

能 子

由紀恵

純 子

三由紀

有樹子

珠 美

祥 子

君 江

忠 雄

厚 子

菊 代

幸 子

美代子

美千代

美由紀

千恵子

緑

小百合

大 介

雅 俊

江 後

森 田

志 間

末 長

末 長

国 木

平 井

松 尾

松 田

中 村

宮 本

宮 本

新 谷

濱 田

津江田

吉 村

神 徳

田 中

鈴 木

合 田

利 行

井 上

成 田

,可  ホす

武 居

藤 井

河 村

原 田

稲 田

河 村

末 野

孝 寛

桂 子

真 琴

夏 樹

南

優 子

寿美子

杏 澄

直 美

弘

良 子

淳 子

真 由

有希子

弘 美

千 穂

恵 子

弘 章

瑛 裕

由香里

多賀子

裕 子

美智子

敬 子

静 枝

美 枝

文 子

智 子

宏 子

美千子

歩

藤 田

秋 友

田 村

山 本

河 村

角

古 賀

秋 友

河 村

山 本

吉 崎

岩 崎

丸 田

柴 北

津 田

高 木

西 村

宮 本

山 口

国 井

河 野

高 下

原 田

橋 本

三 嶋

片 山

一 瀬

久 楽

中 村

石 田

合 田

美智子

裕 太

光

昌 輝

冴依子

和 浩

隆 博

和 洋

友 子

美 幸

貴 子

明 美

夕 子

美代子

幸 子

恵 子

ゆきえ

美佐江

裕 子

和 子

茂

義 則

優 子

稚 己

直 義

光 昭

栄

孝 子

和 美

真理子

和 子
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競 技 補 助 員

(順不同・敬称略 )

山口県立椰井商工高等学校

脇 ホす 翔 太   中 本

福 本  詩 歩   中 伊

森 田 敬 竣   惣 田

兼 光  伸 弥   古 川

山口県立光丘高等学校

河 本す 悠 香   磯 辺

藤 重  美 咲   河 野

西 村  七 実   梅 地

田 中  莉 緒   木 村

井 上  綾 香   :可  村

山口県立熊毛北高等学校

伊 藤  夕 貴  橋 本

山口県立華崚高等学校

水 津  ありさ  古 賀

高 松  春 香   寺 本

山口県立徳山高等学校

菊 谷  美 咲   山 本

河 本寸 美 里   原 田

林    有 希   松 坂

山 本  竜 也   松 田

重 田 圭 敬

山口県立億山商工高等学校

玉 野  修 平  佐 村

山 本 勝 史  兼 重

山 本  尚 幸   藤 川

安 田   遥

山口県立新南隅高等学校

相 本  桃 香   岡 本

田 中 亜佑美   月 谷

前 田 穂乃佳   松 岡

麻 央   山 口 桐 佳   石 田  雅 夢

童 大

佳 奈

美 里

優 太

幸 恵

麻衣子

ひかる

文 香

美 枝

愛

彩 加

侑 季

宏 樹

一 真

琢 磨

恭 輔

真 菜

愛

慧 見

美 帆

桐 田

長 村

松 村

森 永

啓 吾

竜 也

佳 奈

理恵奈

本  裕

哲

晃

穂

優 美

真 衣

志 歩

裕 美

七 海

酒 井

石 永

平 井

真 衣

拓 也

美 穂梨

本

崎

近
　
西
　
士
ロ

岡

伊 藤

田 熊

松 岡

桑 幡

愛 里

茜

沙 織

里 奈

真 弓

住 田

浅 谷

武 居

古 城

松 富

竹 本

西 島

小 山

伊 藤

璃 子

奈 穂

倉」

杏 奈

希

　

結

吉 岡  真 実 佐 保  菜津美   田 熊  咲 希

上 野  貴 瑛

中 嶋  R青  香

山 村  彩 歌

中 嶋  勇 貴

福 田 悠 太

王 木

河 本

金 井

笹 本

優 貴

絵里香

暢 孝

昂 宏

木 下

安 田

渡 辺

村 上

舞

桜

祐 希

昂 佑

星 野

蔵  本

福 永

亮 介

尚 史

真 理

厚 東

竹 内

人城戸

京 将

啓 真

典 子

道 源  友 陽

西 村  真 矢

矢 吹  明 里

国 田  夏 織

原 田 早 希

山 本  和香奈

河 村

中 本

松 村

紫 穂

玲 子

綾 乃

竹 林

藤 井

美 苗

美 咲
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徳山工業高等専門学校

家 重  直 也

西 本    顕

武 居  弘 樹

山口県桜ケ丘高等学校

石 丸  佳 苗

徳 久  拓 海

宇都官

藤 山

佐々木

今 井

藤 田

優

瑛里夏

純 那

清 水  貴

小 濱  琴

三奈木  梨

崎

　

野

上

　

河

公

博

貴

康

成

幸

希

紀

日

帆

崇

皓 貴

基弘

森 重  I{出 坂 本  将 士   辻 井 藤 井  智 也
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実 施 本 部 員

本  部  長

副 本 部 長

総 括 部 長

総 括 班 長

総  務  係

競  技  係

行 幸 啓 担 当

競技会場総務
部    長
総務式典班長

会 場 総 務 係

式 典 記 録 係

記録広報部長

記録広報班長

記  録  係

広  報  係

総合案内部長

総合案内班長

総 合 案 内 係

輸 送 交 通 係

医療救護部長

医療救護班長

医 療 救 護 係

競技会場部長

会場接伴班長

津 村

能  美

梅 永

岡 本

川 部

寺 田

清 水

山 本

植 本

海老本

田 原

近 藤

中 村

ホ寸  崎

福 谷

4ヽ  11」

西 島

森 重

雄

文

博

三

秀

龍

敏

省

(順不同・敬称略 )

守 田 義 0召   松 河  博 美洋 二

正 示

俊 宏

直 樹

一 彦

卓 也

寿 美

俊一郎

智 行

一 生

怜 佳

昌 義

知 子

正 一

繁

義 明

孝

大 泰

諄等 ホ寸

山 根

森 下

坂 本

邊 見

,中  サ票

山 本

吉・ ■+
[可   1」

今  津

秋 人

武 憲

亜紀子

真希子

清 貴

典 子

貴 久

美由紀

雄

子

夫

彦

昭

泰

陽

哲

和

圭

津
　
治
　
木

今
　
萬
　
有大 紀

泰 己

山
　
村
　
井

久

　
西
　
藤

弘 中  道 夫   宮 本  忠 重   田 村  直 子

高 木  真由美   森 下  真由美   西 優

廣
　
橋

貞
　
高

江 後

大 i賓

酒 向

石 川

謙 二

貴 之

教 夫

涼 子

都 野

有 木

中 田

悦 弘

美由紀

由 紀

菅 岡
;生  ―ル

`日

  ′」`

千 晴

円」渡 辺

野 村

形 岡

小 田

縄 田

松 村

本 間

田 村

小 田

高 山

坪 井

宮 本

中 邑

子
　
止
（　
洋

伸
　
康
　
光

志
　
展

保
　
康

野  ホ寸

豊 田

日  ′+
口    :ヽ

龍  治

増 岡

`皿

 ロロ

佐 依

大 輔 北 ||1 宜 孝

教 員

,台

富美夫

元

直 泰

賢 治

田  ホす

′■   ―+‐
l笙  ロ

山 本

吉 則

敏 行

栄 治

7コ  ホ寸

中 本

徹 雄

信 一

田 部

田 中

恵 子

工 志
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受 付 案 内 係

休 憩 所 係

競技会場施設
部    長
会場施設班長

練 習 会 場 係

環 境 美 化 係

駐 車 場 係

清 水

増 岡

穐 山

岡 田

竹 本

杉 本

矢 野

吉 本

田 中

高 橋

古 田

辰 朗

悠 一

卓 夫

憲 二

稔

光 男

光 亮

真 也

正 美

浩

壮 史

守 田

村 上

奥 田

荒 り|1 秀

山 根  裕

曽 根

櫻 井

純 一

雅 和

周 田  祐 子   古 城  佳 子   石 黒  北 斗

梅 本    修   影土井  洋 治   桑 原  裕 弥

正 之   松 本  僚太郎

巧   鍵 本    瞬

稔   廣 田 洋

廣 本  史 恭

三 好  知 弘樹

　

之

松 永

森 永

山 根

宇 史

真 盛

雅 史
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口員助補△ム
一文
４
ｆ曇既

(順不同・敬称略 )

尚 登
三千代

康 司

マリ子

伊津子

延

保

園

昭 子
恭 子
恵美子

美千代

秀 子

キヌ子

サ ト子

椿

ブラ
　

警́

ク

尾

ド
ヽ
．
ン
　

一
Ｌ

ン

　

．
１

オイ

本

ラ光

守

石 丸  幸 枝   山 田 孝 子

村

井

林

田

藤

賢

孝

幸乗
，

田

中

本

藤

田

松

伸

保

夫

幸

美

哲

本

森

本

山

下

山

孔

豊

美

典

隆

武

谷

田

神

長

′―「
美清来瀬

清 神  行 宏   山 根

清 水  敏 昭
光市母子寡婦福祉連合会

中 ホす 恵美子   田 村

勝 岡 和 代   後 藤

光市連合婦人会

秋 本  玲 子   大 出
林′

―
●子晃・水松

守 田 信 枝   杉

岡 部  浦 子   大 町

猪 狩  由紀子   高 橋

寺 尾  昌 子   吉 原

中 村  美津子   森 本

山 本  智 美   網 本

坂 本  照 子   末 岡

小 サll 月月 華   西 岡

田 村  幸 子   森 内

平 山  ゆかり  重 松

子

子

江

枝

津

木

山

川

水

吉

田

　

西

並

楽

浦

福

林

中

松

大

三

美津子村

木

岡

田

野

山

々

見

佐

藤

河

中

穐

子

子

子

子

乃

澄

代

成

敏

芳

千

竹

真

田

村

本

津

津

田

村

村

山

原

本

野

倉

川

川

岡

片

福

山

河

白

小

恵
子
イ
枝
代
子
枝
好

一

正

レ

初

佳

友

珠

美

木

中

部

村

延

井

本

井

名三

弘

磯

戸

有

坂

山

藤

子

子

子

代

子

子

枝

子

磨

敦

洋

和

寿

素

勝

幸

克

崎

輪

　

田

沢

田

田

木

岩

三

隅

重

有

岡

山

平

子

子

紀

美

星

由

恵

咲

美

直

志

木

林

　

本

本

本

井

本

清

小

森

藤

山

正

吉

秋

恵

子

月

穂

美

子

香

昌

代

　

　

恵

美

佐

五

奈

千

純

美

市

むつみ

純 子

栄 子
かづみ

恵美子

倭久代

千 里

かずみ

和 子

子

江

代

子

子

子

津

さ

龍

冨

雅

栄

多

ま

△〓議協進
子
雛
ケ
＾

百
ス
　

コ
』

川

活生

橋

食市

高

光

美

子

明

歳

キ
ー野

堀

岡

社

末

天

子

子

慶

悦

田

好

原

三

由美子

悦 子
澄 子
みどり

雅 子
玲 子
冨美子

秀 子

智恵美

志津恵

泰 宏

子

憂

美

子

絵

み

子

隆

俊

づ

智

京

　

里

順

糸

い

美

　

忠

本

本

岡

澤

谷

広

近

友

村

山

竹

丸

友

水

枝

棟

秋

中

美

子

江

子

み

ミ

み

勲

明

由

　

　

　

る

卜

と

沙

雅

伸

和

は

ヒ

ひ

　

好

子

子

子

代

恵

秀

節

晶

正

咲

谷

井

田

村

田

光

信

谷

　

本

本

河

酒

藤

中

隅

森

山

中

　

梅

松

重

村

尾

子

野

山

城

更

野

中

中

林

松

河

長

金

天

秋

宝

光

桝

廣

田

冨美子

伊勢子

和 子
美江子

フサヱ

加代子

ミチ子

治 枝
生保護女性会

文 子
登世子

信 子

本

本

崎

村

賀

熊

川

原

松

官

岩

磯

古

田

守

吉

橋石

〈
富
協―′

　
　
＾
〓
ヽ

　̈
　
自
ブ

一ボ

与

一
　
町

レバ

政

市光

廣

本

本

呂風

山

み
　
一

め

浩

村

崎

中

岩
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勝

子

環

子

敏

昭
　
　
俊

田

木

玉

永

々

上

佐

児

家

人

人

子

宏

吉

安

政

悦

元

賢

田

　

下

村

崎

原

原

山

吉

岩

之

功

江

子

一

知

　

孝

道

順

村

中

下

本

田

小

田

大

山

守

知

国

栄

美

子

佐

み

和

忠

　

比

た

会

原

原

尾

王

本

協フ

田

桑

山

児

岡

．コ

駿

成優

井

中

石

田

輔

地

隼

大

田

本

小

山

作

之

貴

俊

哲

俊

＝

賓

達

大

轟

大

大

士

　

幸

昂

雄

峻

　

隆

田

本

田

団

本

誠

三

滋

清

孝

康

　

　

　

忠

岡

村

近

本

光

末

中

棟

山

国

司

豊

雄

夫

徳

雄

　

和

敏

光

喜

喜

雄

啓

隆

英

浩

哲

益

竹

田

岡

崎

沼

有

原

末

岡

飯

一

治

実

夫

保

博

始
功
洋
　
達
　
和

ろ

支部

．ヾ

昭

子

三

江

明

託

生

行

―

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

●
ス

”

孝

民

善

雅

敏

口

兼

孝

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

グ

元

井

木

岡

本

Ｃ

弘

田

ツ

原

澤

浦

ボ

根

や

子

本

島

井

岡

井

体

本

　

原

尾

人

　

田

市

　

　

　

　

　

Ｌ

　

　

フ

　

　

　

本

　

江

　

　

　

　

　

土

市

　

　

　

　

個

光

寄

永

柾

片

秋

Ｊ

末

森

光

葛

小

松

日

山

浅

金

山

加

藤

西

小

光

徳

弘

田

寺

‘

林

上

力  磯 嶋  節 子   田 邑   靖末 弘
末 永

トボールクラブ

誠 一   村
智 巳  山
柊 斗   角
―イスカウト光第 2

成 紀   山

育指導委員協議

税

登 一
三 郎
浩太郎

】

`目

カロ

山口県立光高等学校

スポーツNPO法人ひかリクラブ
武田薬品工業株式会社

財団法人光市スポーツ振興会

社団法人光市医師会

カンロ株式会社

磯  嶋

徳 人
満 雄
喜代子

協 力 団 体

美

郎

清

三

福 光
金 森
小土井

り|| ,黍

梶

雄

治

幸

民

幸

武

　

一

夫

彦

夫

良

栄

博

和

秀

　

　

尚

澄

俊

文

山

村

田

村

迫

村

　

原

田

村

岡

多

横

官

上

田

宝

宇

会

吉

池

西

平

昇

斉

姿万水

平  田 稔

(順不同・敬称略 )

日

本

山

森

林

行

匠

美

範
　
　
晴

原

田

村

嶋

濱

田

山

合

林

西

河

啓

輝

道

晃

花

冨

立

守

作

子香

勇

美

村

冨

田

守

子

二

容

功

水

登

男

行

一　
孝

山口県立光丘高等学校

企業組合光中高年事業団

山口県スポーツ交流村

財団法人間南市体育協会

社団法人山口県看護協会周南支部
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総  則

開 催 の 趣 旨

国民体育大会は、広く国民の間にスポーツを普及 し、スポーツ精神を高揚 して国民の健康

増進 と体力の向上を図 り、併せて地方スポーツの振興と地方文化の発展に寄与するとともに、

国民生活を明るく豊かにしようとするものである。

山口県で開催する第 66回 国民体育大会 「おいでませ !山 口国体」は、豊かな自然や歴史
に恵まれた山口の地において、全国から来県される選手、役員等の皆さんを県民一人ひとり

が温かくお迎えし、「君の一生けんめいに会いたい」のスローガンのもと、簡素な中にも、県

民の英知と情熱で創る夢 と感動にあふれる国体を目指 して、力と技を競 うアス リー ト、見守

り応援する観客、大会を支えるボランティアをはじめすべての人々の一生懸命がきらめく大

会となるよう、県民をあげて開催するものである。

実 施 方 針

1 実施競技
正 式 競 技 公開競技

陸上競技、水泳、サッカー、テニス、ボー ト、ホッケー、ボクシング、

バ レーボール、体操、バスケットボール、 レスリング、セー リング、

ウエイ トリフティング、ハン ドボール、自転車、ソフ トテニス、卓球、

軟式野球 、相撲 、馬 術 、 フェンシング、柔道 、 ソフ トボール 、

バ ドミン トン、弓道、ライフル射撃、剣道、ラグビーフットボール、

山岳、カヌー 、アーチ エ リー 、空手道 、銃剣道 、 ク レー射 撃 、

なぎなた、ボウリング、ゴルフ

高 等 学 校 野 球

2 会期及び会場地

3 競技方法
正式競技は都道府県対抗 とし、公開競技については実施要項に示す方法 とする。

4 ドーピング検査の実施
検査は、日本 ドーピング防止規程及び関連規則に基づき実施する。

〈
ム 期 会  場  地 会場地数

平成 23年 10月 1日 (土 )

～10月 11日 (火 )

〔11日 間〕

※水泳・体操・クレー射撃競技会は

下記日程内で実施

平成 23年 9月 7日 (水 )

～15日 (木 )〔9日 間〕

下関市、宇部市、山口市、萩市、防府市、下松市、

岩国市、光市、長門市、柳井市、美祢市、周南市、

山陽小野田市、周防大島町、和木町、上関町、

広島県安芸太田町

山口市、周南市、広島県広島市

13市 4町

3   市
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5 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準
選手及び監督の参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準は、次のとお りとし、この

解釈については公益財団法人 日本体育協会国民体育大会委員会が別に定める。

(1)参加資格
ア 日本国籍を有する者であることとするが、次の者については、日本国籍を有 しない者
であっても、成年又は少年の種別に参加することができる。

ただし、いずれの者についても、継続的に日本に滞在 していることとする。

(ア)出 入国管理及び難民認定法に定める在留資格の うち永住者 (日 本国との平和条約に
基づく日本の国籍を離脱 した者等の出入国管理に関する特例法に定める特別永住者を

含む。)

(イ)少 年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者
a 学校教育法第 1条に規定する学校に在籍する学生又は生徒で、大会実施要項が定
める参加申込締切時に 1年以上在籍 していること。
b 出入国管理及び難民認定法に定める在留資格の うち、就学又は家族滞在 (中学 3
年生)に該当していること。

(ウ)成 年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者
a 参加 しようとする当該年以前に前号 (イ )に該当していた者。
b 出入国管理及び難民認定法に定める在留資格の うち、大会参加時において留学に
該当しない者。

[注]大学等に在籍する成年種別の年齢域に該当する者は、出入国管理及び難民認定法に
定める在留資格の「留学」と同等に扱 う。

イ 選手及び監督は、所属都道府県の当該競技団体会長と体育協会会長が代表として認め、
選抜 した者であること。

ウ 第 64回又は第 65回大会 (都道府県大会及びプロック大会を含む。)に おいて選手及び
監督の資格で参加 した者は、次の場合を除き、第 64回又は第 65回 大会と異なる都道府
県から参加することはできない。

(ア)成 年種別
a 平成 22年度に学校教育法第 1条 に規定する学校を卒業 した者
b 結婚又は離婚に係る者
c ふるさと選手制度を活用する者 (別記 1「国民体育大会ふるさと選手制度」によ
る。)

[注]別記 3「 JOCエ リー トアカデ ミーに係る選手の参加資格の特例」の適用を受け、
ふるさと選手として参加する者を含む。

〈イ)少 年種別
a 平成 22年度に学校教育法第 1条 に規定する学校を卒業 した者
b 結婚又は離婚に係る者
c 一家転住に係る者 (別記 2「 一家転住等」に伴 う特例措置の考え方による。)
d JOCエ リー トアカデ ミーに在籍する者 (別記 3「 JOCエ リー トアカデ ミーに係る選
手の参加資格の特例」による。)

工 選手及び監督の兼任は、同一種別内に限る。
オ 選手及び監督は、冬季大会及び本大会にそれぞれ 1競技に限り参加できる。
力 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、異なる都道府県から参加すること
はできない。

キ 上記のほか、選手については次のとお りとする。
(ア)健 康診断を受け、健康であることが証明された者であること。
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(イ)都 道府県大会及びプロック大会に参加 し、これを通過 した者であること。
(ウ)ド ーピング検査対象に選定された場合は、検査を受けなければならない。
(2)所属都道府県
所属都道府県は、当該競技団体が限定する場合を除き、次のいずれかが属する都道府

県から選択することができる。

ア 成年種別
(ア)居 住地を示す現住所
(イ)勤 務地
(ウ)ふ るさと (別記 1「国民体育大会ふるさと選手制度」による。)
[注 ]別記 3「 JOCエ リー トアカデ ミーに係る選手の参加資格の特例」の適用を受け、ふ

るさと選手として参加する者を含む。

イ 少年種別
(ア)居 住地を示す現住所
(イ)学 校教育法第 1条 に規定する学校の所在地
(ウ)勤 務地
(ェ)「 JOCエ リー トアカデ ミーに係る選手の参加資格の特例」 (別記 3)に 定める小学校
の所在地

※ 上記に属する都道府県の うち、「居住地を示す現住所」、「勤務地」、「学校教育法第 1

条に規定する学校の所在地」のいずれかから参加する場合は、平成 23年 4月 30日 以

前から本大会終了時まで、引き続き当該地に、それぞれ居住、勤務、又は通学 してい

なければならない。ただし、次の者はこの限 りではない。

[成年種別 ]

a 属する都道府県として「ふるさと」を選択する場合 (「 JOCエ リー トアカデミーに

係る選手の参加資格の特例」の適用を受け、ふるさと選手として参加する者を含む )

[少年種別 ]

a 「一家転住」 した場合
b 「JOCエ リー トアカデ ミーに係る選手の参加資格の特例」の適用を受ける場合
(3)選手の年齢基準
ア 選手の年齢基準については、下記を原則 とする。
(ア)成 年種別に参加する者は、平成 5年 4月 1日 以前に生まれた者 とする。
(イ)少 年種別に参加する者は、平成 8年 4月 1日 以前に生まれた者から平成 5年 4月 2
日以後に生まれた者 とする。

(ウ)年 齢を区分している種別へ参加する者の年齢計算は、平成 23年 4月 1日 を基準とす
る。

イ 公益財団法人 日本体育協会が特に認める場合は、上記アにかかわらず、競技ごとに年
齢区分を設定することができる。ただし、年齢の下限は中学 3年生とする。

(4)前記の各事項に疑義のあるときは、公益財団法人 日本体育協会及び当該競技団体が調
査・審議の上、公益財団法人 日本体育協会国民体育大会委員会がその可否を決定する。

別記 1【 国民体育大会ふるさと選手制度】

(1)成年種別に出場する選手は、開催基準要項細則第 3項 〔本則第 8項第 1号及び第 10項

第 4号 (参加資格及び年齢基準等 )〕 に基づき、下記のいずれかを拠点とした都道府県か

ら参加することができる。

ア 居住地を示す現住所
イ 勤務地
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ウ ふるさと
(2) 「ふるさと」とは、卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府
県とする。

ただ し、JOCエ リー トアカデ ミーに係る選手については、別記 3「 JOCエ リー トアカデ

ミーに係る選手の参加資格の特例措置」第 3項により取 り扱 うものとする。
(3)日 本国籍を有する者及び 「永住者」については、日本における滞在期間に関わらず、
本制度を活用できるものとする。

(4):本制度を活用 し参加を希望する選手は、予め所定の方法により「ふるさと」を登録 し
なければならない。なお、一度登録 した 「ふるさと」は変更できないものとする。

(5) 「ふるさと」から参加する選手は、開催基準要項細則第 3項 ― (1)-1)一 ③ (国内移動
選手の制限)に抵触 しないものとする。
(6)本制度の活用については、原則 として、 1回につき 2年以上連続 とし、利用できる回
数は 2回 までとする。
(7)参加都道府県は 「ふるさと選手」を別に定める様式により、当該大会実施要項で定め
た参加申込み締切期 日までに、公益財団法人 日本体育協会宛に提出する。

別記 2【「一家転住等」に伴 う特例措置の考え方】
転校への特例

1 次の内容をすべて満たすことにより、国内移動選手の制限 (開催基準要項細則第 3項―
(1)-1)一③)に抵触 しないものとする。
〈1)こ の特例の対象は、「少年種別」への参加者に限る。
(2)本特例を受けることができるのは、一家転住等やむを得ない理由に限ることとする。
なお 「一家転住等」とは概ね次のことを言 う。

ア 親の転勤による一家の転居
イ 親の結婚、離婚による一家の転居
ウ 上記以外に、やむを得ない理由による一家の転居
(3)転居 した時点に応 じて、次の手続きを終了していること。
ア 本特例を受けようとする参加者は、下記 2(1)の場合は転居元、下記 2(2)の場合は転
居先が属する都道府県体育協会及び都道府県競技団体に対し、その旨報告すること。
イ 報告を受けた都道府県体育協会及び都道府県競技団体は、下記 2(1)の場合は転居先、
下記 2(2)の場合は転居元が属する都道府県体育協会及び都道府県競技団体に対 し、その

旨報告 し了承を得ること。

2 本特例を受ける当該大会において、参加することができる都道府県は次のとお りとする。

転居 した時点において、次に該当する場合は転居元が属する都道府県から参加するこ

とができる。

転居先が属する都道府県の代表が既に決定している場合

当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表として既に決定 している場合

当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表選考過程にある場合

転居 した時点において、次に該当する場合は転居先が属する都道府県から参加するこ

とができる。

転居元が属する都道府県において、当該大会における都道府県代表の選考が開始され

ていない場合

(1)

ア

イ

ウ

(2)
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別記 3【 JOCエ リー トアカデ ミーに係る選手の参加資格の特例措置】

財団法人日本オ リンピック委員会が実施する
「JOCエ リー トアカデ ミー」に係る選手の

うち、次の (1)に該当する者については、開催基準要項細則第 3項及び
「国民体育大会ふる

さと選手制度」に関し、次の (2)～ (4)の特例を適用する。

(1)対象者
ア 少年種別年齢域の選手で JOCエ リー トアカデ ミーに在籍する者
イ 成年種別年齢域の選手で JOCエ リー トアカデ ミーを修了した者、または同アカデ ミー

に在籍する者

(2)少 年種別年齢域の選手の所属都道府県
(1)ア に定める少年種別年齢域の選手は、その所属都道府県について、

「
(ア )居住地を示

す現住所」、「(イ)学校教育法第 1条に規定する学校の所在地」、
「
(ウ )勤務地」のほか、卒

業小学校の所在地が属する都道府県を選択することができる。

なお、同アカデ ミーヘの入校時において小学生であった場合には、入校する直前まで

通学 していた小学校の所在地が属する都道府県を選択することができる。

(3)成 年種別年齢域の選手の 「ふるさと」
(1)イ に定める成年種別年齢域の選手は、別記 1「 国民体育大会ふるさと選手制度」

(2)に 定める卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府県のほか、

卒業小学校の所在地が属する都道府県を
「ふるさと」とすることができる。

なお、同アカデ ミーヘの入校時において小学生であった場合には、入校する直前ま
で

通学 していた小学校の所在地が属する都道府県を
「ふるさと」とすることができる。

(4)国 内移動選手の制限に係る例外適用
(1)ア に定める少年種別年齢域の選手が前回の大会 (都道府県大会を含む)と 異なる都

道府県から参加する場合、開催基準要項細則第 3項 ―(1)-1)一③ (国内移動選手の制限 )

に抵触 しないものとする。

[注 ](1)イ に定める成年種別年齢域の選手については、開催基準要項細則第 3項 ― (1)-1)

一③ (国 内移動選手の制限)の規定に従い取 り扱 うものとする。

6 各正式競技の総合成績決定方法

各正式競技の総合成績決定方法は次のとお りとする。

次のア、イの得点を合計 したものを都道府県ごとの男女総合成績 (天皇杯得点)及び

女子総合成績 (皇后杯得点)と する。

競技得点

競技得点は、各種別、種 目などの第 1位から第 8位 までの都道府県に与え、次の 2種

類 とする。ただし、同順位の場合は、次の順位のものを加え、当該都道府県で等分 し、

割 り切れない場合は、小数第 3位以下を切 り捨てる。

1位 3位 4位 5位 6位 7位 8位

千重ケ;|」

4人以下 24点 21点 18点 15点 12点 9点 6点 3点

5人以上 7人以下 40点 35点 30点 25′点 20′点 15点 10点 5点

8人以上 64′点 56′点 48′点 40,点 32点 24点 16点 8点

種 日 8点 7点 6点 5点 4点 3点 2点 l点

〔注〕「種別」:種別などに与える競技得点   「種 目」:種 目などに与える競技得点

(1)

ア
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イ 参加得点
参加得点は 10点 とし、大会 (プ ロック大会を含む。)に参加 した都道府県に与える。

ただ し、ブロック大会で本大会の出場権を獲得 しながら、本大会に参加 しなかった場

合は与えない。

(2)各 競技の総合成績は、当該競技団体が決定する。ただし、天候その他の事情によリー

部競技が中止になった場合は、当該競技団体と大会総務委員会が協議する。

(3)参加資格違反等に関わる得点等の取 り扱いについては、 「国民体育大会における違反
に対する処分に関する規程」によるものとする。

7 表  彰
(1)冬季大会及び本大会で実施 した全正式競技の男女総合成績第 1位 の都道府県に天皇杯
を、同 じく女子総合成績第 1位の都道府県に皇后杯をそれぞれ授与する。

(2)冬 季大会及び本大会で実施 した全正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第 1位
から第 8位 までの都道府県に、それぞれ表彰状を授与する。

(3)各 正式競技の男女総合成績第 1位 の都道府県に、国民体育大会会長 トロフィーを授与
する。

(4)各 正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第 1位から第 8位 までの都道府県に、
それぞれ表彰状を授与する。

(5)各 競技の各種別及び各種 目などの第 1位から第 8位 までに賞状を授与する。団体競技
の場合は、その都道府県名とチーム全員 (監督を含む。)の氏名を記載 したものを都道府

県用に 1枚 、更にその都道府県名 と個人名を記載 したもの、又は都道府県名とチーム全

員 (監督を含む。)の氏名を記載 したものをチーム全員に授与する。

8 各競技の参加申込み方法

都道府県の体育協会会長及び各競技団体会長は、連署の上、都道府県大会又はプロッ

ク大会において選抜 された者及び (財 )日 本高等学校野球連盟が選出したチームを、大会

会長あてに申込むものとする。

参加申込みは、定められた締切 日までに所定の手続きにより行 う。

参加申込み締切 日

(1)

(2)

(3)

締 切  日 競   技

①平成 23年 8月 18日 (木 )
水泳、ボー ト、体操、セー リング、 自転車、相撲、カヌー、

クレー射撃、ボウリング、ゴルフ

②平成23年 8月 31日 (水 ) レス リング、柔道

③平成 23年 9月 5日 (月 )

陸上競技、サッカー、テニス、ホッケー、ボクシング、

バレーボール、バスケットボール、ウエイ トリフティング、

ハン ドボール、ソフ トテニス、卓球、軟式野球、馬術、

フェンシング、ソフ トボール、バ ドミン トン、弓道、

ライフル射撃、剣道、ラグビーフットボール、山岳、

アーチェリー、空手道、銃剣道、なぎなた、高等学校野球

(4)参加申込み様式は、公益財団法人日本体育協会が実施競技団体と協議 して作成する。

-29-



9 各競技会の棄権手続き

参加申込み締切後から競技初戦までの間において、特別な事情で選手が競技会を棄権す

る場合には、所定の棄権手続きをとらなければならない。なお、棄権手続きに係る届出に

ついては選手交代届 と同 じ様式を用いること。

10 大会参加負担金

(1)本大会に選手団 (視察員を除く。)を派遣する都道府県体育協会は、一人当たり次のと

お り参加負担金を納入する。

(2)大会参加負担金は、各都道府県体育協会で取 りまとめ、次のとお り納入する。

ア 納入期限

平成 23年 9月 5日 (月 )

イ 納入先
みずほ銀行 渋谷支店 普通預金口座 513729
公益財団法人 日本体育協会

11 宿泊申込み
大会参加者は、おいでませ !山 口国体・ 山口大会実行委員会が指定 した所定の様式によ

り、定められた締切 日までに申込む。

12 参加選手団本部役員編成及び視察員

(1)参加選手団本部役員は、次のとお りとする。
ア 参加選手 500名 以上の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計 20名 以内とする。

イ 参加選手 300名 以上 500名 未満の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計 15名 以内と

する。

ウ 参加選手 300名 未満の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計 10名 以内とする。
(2)上 記役員のほか、5名 以内の顧間を設けることができる。

(3)上 記〈1)及 び (2)に よる本部役員総数の範囲内で、スポーツ ドクターを帯同するものと

する。

(4)参加選手団本部役員の 1日 あたりの編成人数については、上記 (1)及び (2)に よる人数を

上限とする。

(5):視察員は、 1都道府県 3名 以内とする。ただし、平成 24年以降の国民体育大会の開催
が決定又は内定している都県については、岐阜県 100名 以内、東京都及び長崎県 60名 以

内、和歌山県及び岩手県 40名 以内とする

負 担 金区    分
1,500円少年の種別に参加す る選手

上記以外の者 (本部役員、監督、成年の種別に参加する選手等 )
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(5)参加申込み締切後の選手の交代は、特別な事情がない限 り認めない。特別な事情で選

手を交代する場合は、次の所あてに所定の様式にて届け出なければならない。

ア 全国を統轄する各中央競技団体事務局
ィ おいでませ !山 口国体・山口大会実行委員会事務局
ゥ おいでませ !山 口国体各競技会場地市町実行委員会事務局
なお、公益財団法人 日本体育協会に対 しては、大会終了後、所定の手続きにより参加

申込情報を修正すること。

2,000円



13 大会参加章、大会参加記念章及び視察員章の交付
大会参加章、大会参加記念章及び視察員章は、次の者に交付する。

(1)大会参加章
都道府県選手団本部役員、監督及び選手並びに大会役員、競技会役員及び競技役員

(2)大 会参加記念章
デモンス トレ~ン ヨンとしてのスポーツ行事参加者
(3)視察員章  ・

視察員

参加上の注意

大会期間中は、交付された大会参加章、大会参加記念章又は視察員章を着用 しなけれ

ばならない。

大会参加章及び視察員章着用者は、総合開・閉会式を除くすべての競技会場に入場す

ることができる。

各都道府県の代表選手は、競技に際 し、所属都道府県を明示 したュニフォームを着用

しなければならない。

14

(1)

(2)

(3)

15 都道府県大会及びプロック大会
正式競技については、本大会の予選 として次のとお り都道府県大会 (プ ロック大会)を
開催 しなければならない。

(1)都 道府県の主催団体は、公益財団法人 日本体育協会及び中央競技団体等関係団体と協
議の上、本要項に基づき実施要項を作成する。

(2)参加者は、実施要項に基づき当該都道府県主催団体に申込む。なお、参加は 1人 1競
技に限る。

(3)申 込みは、すべて各競技団体所定の参加申込用紙による。
(4)参加料を徴収する場合の金額は、主催団体が中央競技団体と協議の上、定める。
(5)競技運営に差 し支えない限り、山口県選手は当該競技プロック大会を経ることなく本
大会に参加することができる。

16 国民体育大会参加者傷害補償制度
公益財団法人 日本体育協会及び都道府県体育協会は、国民体育大会参加者に対する社会

的責任体制を整えるとともに、大会参加者の相互扶助の精神に基づいた補償制度 として大

会参加者による国民体育大会参加者傷害補償制度を運営する。

(1)本制度の対象 となる参加者は、ブロック大会及び本大会に参加する本制度給付規定に
定められた選手、監督、選手団本部役員 (顧間を含む )、 視察員並びにその他選手団役員

とする。

(2)大 会参加の都道府県体育協会は、国民体育大会参加者傷害補償制度の対象 となる参加
者数に応 じた制度負担金 (一人あたり 1,000円 )を、公益財団法人 日本体育協会に納入
する。

(3)納入締切 日及び納入先については別途公益財団法人日本体育協会から都道府県体育協
会へ通知する。

17 文化プログラム
文化プログラムは、次表のとお りとし、実施については、文化プログラム実施基準に基

づくものとする。
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会場地数会 場 地文化プログラム

下関市

第5日山口県総合芸術文化祭 第50回全日本吹奏楽コンクール山口県大会(中学校の部)

平成 23年 度企画展 「弥生時代の拠点集落～その構造 と機能～」

下関市立近代先人顕彰館 (田 中絹代ぶんか館 )

第 26回維新・海峡 ウォー ク

第 37回 日本習字藤栄会展

第 27回関門海峡花火大会

第 5回下関市芸術文化祭

第 24回豊田のふるさと祭 り

「生誕 100年 香月泰男 と下関」

第 23回豊浦 コスモスまつ り

第 44回豊田のホタル祭 り

「画家たちの二十歳の原点」展

童話の日記念みんなでうたお う

ホタル舟

ハー トフル童謡 コンサー ト2011

宇部市

13市 6町

第 21回 全国小・ 中学生筆曲コンクール in宇部

平成 23年度宇部市芸術祭  高等学校演劇発表会

平成 23年度字部市芸術祭 写真展

平成 23年度宇部市芸術祭 手芸・ 工芸・染色展

Happy Together 2011～障害者の祭典～

部市制施行90周年・野外彫刻展50周年記念 第24回 UBEビエンナーレ(現代日本彫刻展)

平成 23年度宇部市芸術祭 陶芸展
第 65回宇部市小中学校科学作品展

平成 23年度宇部市芸術祭  うべ詩のまつり
平成 23年度宇部市芸術祭 吟剣詩舞道大会

第5回山口県総合芸術文化祭 平成23年度宇都市芸術祭 演劇 (芸術座)

平成 23年度宇都市芸術祭 宇部市民短歌大会

平成 23年度宇部市芸術祭 木彫蒙額展
平成 23年度宇部市芸術祭 古典園芸展

平成 23年度宇部市芸術祭 市民音楽祭 (合唱部門 )

天然記念物山口県日本鶏展覧会

第 22回つつ じまつ り

第 100回 花壇 コンクール

平成 23年度宇部市芸術祭

平成 23年度宇部市芸術祭

平成 23年度宇部市芸術祭

平成 23年度宇部市芸術祭

宇

市民音楽祭 (オーケス トラ部門 )

華道展

盆栽展

絵画・彫刻展
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朝鮮通信使行列再現

下関・釜山ふれあいステージ

第 5回山口県総合芸術文化祭 第 66回合唱コンクール山口県大会

平成 23年度宇部市芸術祭 写真展公開審査会



平成 23年度宇部市芸術祭 ばら展
平成 23年度宇部市芸術祭 邦楽演奏会

宇部市

「ふるさと山口文学ギャラリー」開設 3周年記念企画展・文学講演会

発掘された国指定史跡～朝田墳墓群を中心 として～

第 16回 中原中也賞贈呈式 。講演

中原中也生誕祭 空の下の朗読会
こいね会舞踊学院 春の会
リーダーズンアタ~さ れっと
5th PIANO DじO Piano Festival in Yamaguchi

第 4回墨風会山口支部グループ展

平成 23年度全国吟詠コンクール山口県大会

第 6回 中国四国地区アーカイブズウィーク

64th加 藤燿子現代舞踊公演

蘇る重要文化財龍福寺本堂～講演会と現地説明会～

ミュンヘン市立レンバッハハウス美術館所蔵 カンディンスキーと青騎士展
きららメモ リアルイベン ト～山口きらら博 10周年 そ して未来へ～

阿東文化祭

第 5回山口県総合芸術文化祭 第 50回全日本吹奏楽コンクール山
口県大会 (小学校、高等学校、大学、職場・一般の部 )

山口七夕ちょうちんまつり

第 5回 山口県総合芸術文化祭 社交ダンスフェスティバル
月間資料展示 「国体の歴史」

中原中也記念館 特別企画展「雑誌『四季』と中原中也―孤高な嘆き」
きらら物産交流フェア 2011

山口ゆらめき回廊

星 とたんぽぽ～金子みす ゞの世界～

平成 23年度テーマ展「みる 。歩 く～山口県ジオ・コレクション～」

松崎天神縁起絵巻七百年記念 防府天満宮展～日本最初の天神さま～
費心流吟道費水会 秋季吟詠大会
全国スポーツ写真展

明治維新版山口お宝展

哺岳鼎虎禅師手沢本修復完成記念
「
洞春寺～毛利元就の菩提寺に伝わる文化財～」

史跡大内氏館跡 (池泉庭園 )

山口市

ルーシー・ リー展

萩焼まつ り

萩往還まつ り「技・明木展」

萩・夏みかんまつ り

第 14回浜崎伝建おたから博物館

萩の和船大競漕～お しくら

駒井哲朗 1920-1976

一
”
一

一　
一
一ノ

一

一
ご

一

萩・菊 ヶ浜砂の芸術祭

萩夏まつ り

古陶の譜 中世のやきもの～六古窯とその周辺～
第 5回 山口県総合芸術文化祭 第 59回 山口県川柳大会

萩 市
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萩博物館 企画展「幕末明治の人物と風景～藩都萩に眠る古写真から～」
開館 15周 年記念 浮世絵名品 300選

着物 ウィーク in萩

萩・竹灯路物語

萩・ 田町萩焼まつ り

萩・魚まつ り

萩のオ リジナル紙芝居

萩 市

毛利博物館展覧会 企画展 「端午～お殿さまの最新モー ド～」
第 60回春の壺まつ り

特別展 「スポーツの科学～試そう !磨 こう !キ ミのスポーツ能力～」

大平山つつ じまつ り

第 36回全日本愛瓢会展示会

毛利博物館展覧会 企画展 「皇室と毛利家」
山口県健康福祉祭 美術展
ふるさと防府の源流 「周防国府跡」～ 1300年 の記憶をた どる～

毛利博物館展覧会 企画展 「お殿さまのくらし」
港まつ り

防府まつ り 総お どり大会
第 5回 山口県総合芸術文化祭 第 21回 山口県民謡コンクール大会
大平山観月会

毛利博物館展覧会 企画展 「刀と鎧～毛利家伝来の武具・武装～」
大平山 「秋の公園まつ り」

萩往還関連遺跡 三田尻御茶屋旧構内 英雲荘公開
大村能章部屋前コンサー ト

第5回山口県総合芸術文化祭協賛事業 第42回防府市民文化祭 第22回洋舞フェスティパル

第 61回秋の壺まつ り

毛利博物館展覧会 特別展 「国宝」
第5回山口県総合芸術文化祭協賛事業 第42回防府市民文化祭 防府市民音楽祭
塩 田まつ り

三田尻塩 田記念産業公園 常設展示

防府市

切戸川桜桜 (OH!OH!)フ ェスタ

第 9回水道まつ り (御屋敷山浄水場つつじ祭 り)

笠戸島まつ り

第 26回 くだまつ花 と緑の祭典

笠戸島イカダまつ り～笠戸島マ リンイカダレース大会～

“元気づ くり''く だまつ総踊 り

下松市

合唱作品 初演演奏会 12

第 34回錦帯橋まつ り

第 9回茶の :′易文化にふれる市民講座

錦帯橋花菖蒲まつ り

平成 23年度岩国市民文化祭総合開会式 音楽フェスティバル
平成 23年度岩国市民文化祭 洋舞フェスティバル
平成 23年度岩国市民文化祭  コーラスフェスティバル

岩国市
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平成 23年度岩国市民文化祭 写真展
第 44回錦川水の祭典

平成 23年度岩国市民文化祭 岩国市美術展覧会 (写真、書道 )
平成23年度岩国市民文化祭 岩国市美術展覧会 (絵画、彫刻・工芸・デザイン)
平成 23年度岩国市民文化祭 諸流いけばな・盤景、合同茶会
イ・ ムジチ合奏団 室内オーケス トラ
錦帯橋文化の祭典

第 5回山口県総合芸術文化祭 第 44回山口県母のコーラスフェスティバル

平成 23年度岩国市民文化祭 岩国市民川柳大会
平成 23年度岩国市民文化祭 岩国市民短歌大会
平成 23年度岩国市民文化祭 岩国市民俳句大会
F`成 23年度岩国市民文化祭 ふれあい歌の祭典

岩国市

第 3回光紙芝居原画展

山口どこでも紙芝居 フェア 201lin光

第 7回光市芸能祭 第二回舞踊発表会 創作舞踊の会
第 7回光市芸能祭  邦楽祭
第 7回光市芸能祭 吟剣詩舞大会

光 市

香月泰男美術館 企画展 「欧州遊学スケッチ展 I」
俵山温泉まつり

なが と和太鼓フェスティバル

第 10回 長門・金子みす ゞ顕彰全国俳句大会

近松人形の花形たち展

香月泰男美術館 企画展 「欧州遊学スケッチ展 Ⅱ」
通 くじらまつ り

ながと仙崎花火大会

みす ゞ七夕笹まつ り

湯本温泉納涼盆踊 り大会

油谷夏まつ り

引揚港・仙崎展

香月泰男美術館

リヤ里帰 り展～」

企画展 「生誕 100年香月泰男黒への確信～シベ

。同時開催 「欧州遊学スケッチ展Ⅲ」

金子みす ゞ記念館

長門市

第 20回柳井金魚ちょうちん祭 り

やない西蔵ギャラリー開館 10周 年記念合同展

第 6回世界まちかど音楽祭&パ フォーマンス
柳井市

化石採集教室 (第 1・ 2回 )

I:器製作体験学習

秋吉台の夏 2011

美祢市歴史民俗資料館

美祢市化石館

美祢市立秋吉台科学博物館

美祢市
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くじら資料館

村田清風記念館



美祢市美祢市長登鋼山文化交流館

周南市
第 5回 山口県総合芸術文化祭  いけばな展
2011年全国国民スポーツダンスフェステ ィバル
「林忠彦賞 20回 記念写真展」・

「
第 20回 林忠彦賞受賞記念写真展」

しゅうなんアー ト・ナウ 2011

三丘温泉 さくらまつ り

永源山公園つつ じ祭 り

第 9回周南市美術展 2011

周南市郷上美術資料館

山陽小野田

市

山陽小野田市歴史民俗資料館 企画展「時の記念日～時計コレクション～」

山陽小野田市歴史民俗資料館 企画展 「発掘された山口巡回展
～里帰 り 厚狭 柳下 。今市遺跡～」

第 17回 山陽小野田市ピアノマ ラソン大会

第5回山口県総合芸術文化祭 第24回全日本マーチングコンテスト山口県大会

山陽小野 田市歴史民俗資料館 企画展 「厚狭毛利展」

山陽小野田市歴史民俗資料館 常設展示

若山公園 さくらまつ り

竜王山さくら祭 り

有帆市まつ り

寝太郎の里ほたる祭 り

ホタルまつ り

第 15回 あ じさいまつ り

やけの美タフェスタ 2011

ザ・ア ドベンチャーワール ド

厚狭花火大会

第 7回 山陽小野田市民文化祭

きららガラス未来館

ちょうちん七タフェスティバル

ふれあいガラスフェスタ

2011年度前期写真展 「宮本常一があるいた中国山地」 (仮称 )

おいでませ !周防大島 2011お 月見 ウォーキング

2011年度後期写真展「古写真の風景をあるく～周防大島～」 (仮称)

サタデーフラ

周防大島花火大会

大島美連展

星野哲朗記念館

陸奥記念館

周防大島町

宝くじ文化講演～ミュージカル白雪姫～

|‖ 口国体 1963メ モ リアル

広島交響楽団名曲コンサー ト 和木町
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第 5回おのだ七夕花火

山陽小野田市歴史民俗資料館 企画展「くらしと道具のタイムカプセル～夏～」

江汐公園つつ じまつ り

寝太郎まつ り



わき愛あいフェスティバル 和木町

公民館まつ り 上関町

第 41回 たぶせ桜まつ り

平成 23年度全国剣詩舞 コンクール山口県大会

たぶせハゼの実ろうそ くまつ り

田布施町郷土館

田布施町

ひ らお十七夜まつ り

曽根神舞 (神楽)発表
平生町

第 20回道の駅まつ り

京都大学交響楽団演奏会 「オーケス トラの響き」

道の駅阿武町 梨フェスティバル
無角和牛まつ り

F可武町

18 デモンス トレーションとしてのスポーツ行事
デモンス トレーションとしてのスポーツ行事は、次表のとお りとし、実施については、デモ

ンス トレーションとしてのスポーツ行事実施基準に基づく実施要項による。

デモンス トレーションとしてのスポーツ行事 会 場 地 会場地数

少年少女スポーツ (少年サ ッカー )

フッ トサル

シーカヤックレース

ゲー トボール

トライアスロン

グラウン ド・ ゴルフ

武術太極拳

電動車椅子サッカー

障害者ソフトボール

ウォーク

r.7Egy?211.<;.tzY11
:L7-+-7 =7
スポーツチャンバラ

ソフ トバ レーボール

ターゲット・バー ドゴルフ

ハング・パラグライディング

ヒュース トン健康安全吹矢

レクリエーション卓球

ビリヤー ドナインボール

山陽小野田市

柳井市

長門市

田布施町

山口市

萩市、岩国市

下松市

平生町

阿武町

美祢市

山口市

岩国市

宇部市

周南市

下関市

周防大島町

周南市

光市

防府市

そ の 他

参加申込み及び宿泊申込みが、定められた締切 日までに行われない場合、又は、参加

負担金が定められた締切 日までに納入されない場合は、本大会への参加を認めない。

その他の事項については、国民体育大会開催基準要項及び同細則による。

19

(1)

-37-

(2)

13市 4町



バ ドミントン競技

3 種別及び参加人員

4 競技上の規程及び方法

(1)平成 23年度の公益財団法人日本バ ドミントン協会競技規則・大会運営規程並びに公認審判員規

程による。

(2)各種別とも 1複 2単による都道府県対抗 トーナメント方式とし、うち2試合を得た方を勝ちと

し、勝敗決定後の試合は打ち切る。また、 3位決定戦を行う。

5 予選方法
プロック大会を通過したチームが本大会に出場する。(成年女子は全都道府県が参加)

プロック大会区分及び選出チーム数は、下表のとおりとする。

1 期  日   平成 23年 10月 7日 (金 )から 10月 10日 (祝・月)ま で(4日 間)

2 会  場   光 市  光市総合体育館

-38-

千重   B」 10月 7日 (金 ) 10月 8日 (土 ) 10月 911(日 ) 10月 10日 (祝・月)

成年男子 1 いl 戦 準々決勝・準決勝

成年女子 1回戦・ 2回戦 3 戦 準々決勝・準決勝 3位決定戦・決勝

少年男子 1回 戦 2 回 戦 準々決勝・準決勝 3位決定戦・決勝

少年女子 1 回 戦 準々決勝・準決勝 3位決定戦・決勝

種  別 監   督 選  手 参加都道府県
ゝ

コ

ノ
´
Ｉ

」■
口I

成年男子 16 64

444成年女子
Ｏ
Ｊ 47 Ｑ

υ
ｏ
０

少年男子
う
つ 32 ６

０
つ
ん

少年女子 16 64

プロック名 都 道 府 県 名
成年

男子

少年

男子

少年

女子

北海道 北海道

:束: ヨヒ 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島
つ

ι

′
４

つ

一

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨
´
０

信越 新潟、長野、富山、石川、福井
つ

一

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜

キ́

一
畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山

′
■

中 国 鳥取、島根、岡山、広島
う
０

，

一

四  国 香川、徳島、愛媛、高知

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄
，

一

だ
０

開催県 山口

:1.

li l 16 32 16

3位決定戦・決勝

小  計



6 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準
総則 5に定めるもののほか、次による。

(1)監督は、公益財団法人日本体育協会公認スポーツ指導員制度に基づく公認バ ドミン トン上級コ

ーチ、公認バ ドミン トンコーチ、公認バ ドミン トン上級指導員、公認バ ドミン トン指導員の有資

格者であることが望ましい。

(2)平成 24年度以降の監督は、上記資格を有する者とすることを義務づける。

7 総合成績決定方法
男女総合成績 (天皇杯得点)及び女子総合成績 (皇后杯得点)は、競技得点と参加得点の合計とし、

その得点の多い都道府県順に順位を決定する。

ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。

(1)競技得点

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点

子

子

子

子

男

女

男

女

年

年

年

年

成

成

少

少

成 年 女 子

少 年 女 子

各種男Ijと も 1位 24点、 2イ立21点、 3イ立18点、 4
位 15点、5位 (4チーム)各 7.5点の競技得点を与え

る。

(2)参加得点

大会 (ブ ロック大会を含む)に参加した都道府県に 10点を与える。ただし、ブロック大会で本大

会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなかった場合は与えない。

8 表  彰
(1)男女総合成績及び女子総合成績第 1位から第 8位までの都道府県に、表彰状を授与する。

(2)男女総合成績第 1位の都道府県に、大会会長 トロフィーを授与する。

(3)各種別の第 1位から第 8位までに賞状を授与する。

9 参加申込み方法

(1)所定の Webページ (国民体育大会参加申込み受付窓口)ヘアクセスし、必要項 目を入力の上、所

属都道府県体育協会を通じて、平成 23年 9月 5日 (月 )までに申込み手続きを完了すること。

(2)締切期限以降は、所定の Webページ (国民体育大会参加申込み受付窓口)ヘアクセスできなくな

るので、締切期限を厳守すること。

(3)参加申込み締切後の選手変更は、疾病、傷害等の特別な事情の場合のみ認めるものとし、その

場合は、下記のア、イ、ウの事務局あてに文書で届け出なければならない。ただし、監督会議開

催前までとする。

ア 〒150-8050 東京都渋谷区神南一丁目 1番 1号 岸記念体育会館内
公益財団法人 日本バ ドミン トン協会

TEL 03-3481-2382    FAX 03-3481-2456

イ 〒753-8501 山口県山口市滝町 1番 1号 県政資料館
おいでませ !山 口国体・山口大会実行委員会事務局

TEL 083-933-4790    FAX 083-933-4799

-39-



ウ 〒743-0013 山口県光市中央六丁目 26番 5号

おいでませ !山 口国体光市実行委員会事務局

TEI′ 0833-74-3606    FAX 0833-72-2614

なお、公益財団法人日本体育協会に対しては、大会終了後、別途、所定の手続きにより参加申

込み情報を修正すること。

10 参加上の注意

競技に際しては、上衣背面中央に縦 15cm、 横 30cmの 範囲内に都道府県名を明示すること。文字

は、上衣背面の都道府県名明示部分の色と明確に区別できる文字色の漢字とする。

【例】

30cm

山 口 l5cm

11そ の 他

(1)組合せ抽選会

日 時  平成 23年 9月 7日 (水)午後 1時

場 所  岸記念体育会館 会議室
〒150-8050 東京都渋谷区神南一丁目 1番 l号

TEl′ 03-3481-2382    11患  03-3481-2456

(2)審判会議

日 時
場 所

(3)監督

日

場

(4)表彰式

日 時
場 所

議会

時

所

平成 23年 10月 6日 (木 )午後 1時

ホテル松原屋

〒743-0022 山口県光市虹ケ浜三丁目9番 16号

TEL 0833-71-0047    FAX 0833-72-1067

平成 23年 10月 6日 (木 )午後 2時 30分

ホテル松原屋

〒743-0022 山口県光市虹ヶ浜三丁目9番 16号

TEl´ 0833-71-0047    1'AX 0833-72-1067

平成 23年 10月 10日 (祝・月)午後 2時

光市総合体育館

〒743-0011 山口県光市大字光井 1941番地の 1

TEl. 0833-72-9100    1'AX 0833-72-9550

-40-



1日 程

2

表 彰 式 次 第

平成 23年 10月 10日 (祝・月)午後 2時

光市総合体育館場
　

第

△
一
　
　
ふ^０

●

日寺亥1
′,L t/_
1'111・つ順 序 次 第

競技 (決勝戦)終了予定 13:00

表彰式会場ヘ レイアウ ト変更 13:10

選手団集合・関係役員整列完了 13:50 ※選手団招集放送 13:40

開式通告 14100 放送により通告

ｎ
∠ 選手団入場 14:01

14:06０
う 成績発表 総合成績計算委員長

表 彰 14:09 競技会会長ほか

競技会会長のあいさつ 1‐1:39 長ヽ一ヽ
′
ュ
ヽ
●
ノ
ノ
た
Ｋ
Ｉ
■性既

Ａ

） 歓送のことば 14:42 競技会名誉会長

国旗儀礼 14:45

０
（̈
一
大会旗・協会旗・県旗・市旗儀礼 14:48

Ｏ

ψ 競技会終了宣言 14:50 競技会委員長

10 開式通告 14:51 放送により通告

11 選手団退場 14:52

関係役員解散 14:57

■
■
■

-41-
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表彰式選手団入場行進図
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競 技 日 程
審 半」 会 議 10月 6日

10月 6日

(本 )

(木 )

13時00分

14時30分

ホテル松原屋

４
一
■

●
ｉ

よえ 〈
ム

■
■ ホテル松原屋

10月 7日 (金 ) 10月 8日 (土 ) 10月 9日  (日 ) 10月 10日 (オ兄・月 )

光
市
総
′ヽ

体
育
館

成年女子 (W)

1回戦 (7試合)

9:30～

少年女子 (G)

1回戦 (8試合 )

9:30～

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

3位決定戦

(M)

(W)

(B)

(G)

9:30ヽ

成年女子 (W)

1回戦 (8試合 )

11:00～

成年男子 (M)

1回戦 (8試合 )

11:00～

成年男子 (M)

準々決勝 (4試合 )

9:30～

少年男子 (B)

1回戦 (8試合 )

12:30～

少年男子 (B)

2回戦 (8試合 )

12:30～

成年男子 (M)

成年女子 (W)

少年男子 (B)

少年女子 (G)

決勝戦 11:00～

少年男子 (B)

1回戦 (8試合 )

14:00^―

成年女子 (W)

3回戦 (8試合 )

14:00～

成年女子 (W)

2回戦 (8試合)

15:30ヽ

少年女子 (G)

準決勝 (2試合 )

13:30～

成年女子 (W)

2回戦 (8試合 )

17:00～

成年男子 (M)

準決勝 (2試合)

13:30～

成年女子 (W)

準決勝 (2試合 )

15:30～

少年男子 (B)

準決勝 (2試合)

15:30～

表 彰 式 10月 10日 (祝・月)14時00分   光市総合体育館
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少年女子 (G)

準々決勝 (4試合 )

9:30～

成年女子 (W)

準々決勝 (4試合)

11:30～

少年男子 (B)

準々決勝 (4試合 )

11:30ヽ´



―
′
レ

ー
′ぃフ一テ

ノヽ
´

イタ

光市総合体育館

月  ||

コート
番号

始時間

Vヽ  2 W  3 W  4 一
ＤW Vヽ  6 W09:30 W   l

Vヽ15Vヽ 8 W  9 W10 へ
・ W1411:00

B  6 B  7 B  8B   l B  2 B  3 B  4 B 一
Э12:30

B14 B15 B1614:00 B  9 B10 Bll B12

W20 W21 Vヽ22 W23W16 W17 W18 W1930

W31W26 【′，

´

Ｗ W28 W29 W30

第 1日 目

10月 7日

(金 )

00 W24 W25

G  5 G 6 G  7 G  8G  l G  2 3 G  4

M 4 一
〇M M 6 M 711:00 ′ヽ1   1

B24B19 B20 B21 B22 B2312:30 B17 B18

W36 W37 Vヽ38 W39W32 W33 W34 Vヽ35

第 2日 |」

10月 811

(■ )

14:00

�112G  9 G10 Gll G12 M 909:30

W40 W41 Vヽ42 W43 B25 B26 B27 B2830

M13 M1413:30 (1 3 G14

15:30 W44 W45 B29 B30

第 3日 日

10月 9日

(日 )

09:30 W46 B31 G15

W47 M16B32 G1611:00

第 4日 目

10月 10日

(祝・月)
14:00 表   彰   式

■ ■

※ Mは成年男子、Wは成年女子、Bは少年男子、Gは少年女子

※ は 3位決定戦■■■■ は決勝戦、

-44-
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B13
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組 合 せ 表

【 成年女子 (VV) 】
711 811 911 1011 911 811 711

1回戦 2回戦 31。 1戦
準々

決勝

準々

決勝
3 Fl戦 1回戦

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

兵庫県

高知県

静岡県

滋賀県

鹿′
'こ
島県

富山県

宮城県

群馬県

愛知県

福岡県

岡1"県

秋田県

島根県

岩手県

埼上県

愛媛県

佐賀県

東京都

熊本県

奈良県

―重県

山形県

栃木県

石川県

岐阜県

和歌山県

宮崎県

福島県

徳島県

千葉県

広島県

新潟県

神奈川県

長崎県

大阪府

大分県

山梨県

山口県

沖縄県

長野県

茨城県

北海道

京都府

福井県

香川県

青森県

鳥取県

24

1,:00

16

15130

8

11:00

l

9:30
3 :32

14:00

1110t

|

9

11:00

17

15:30

25

17100

:40

11:30

12

6 130

18

15i30 26
17:00

2

9:30
10

11100|

:33
14i00

37

3

9:30
11

11:(,01() 19

15:30 47

11:00
1

11

12

44

15:30

45

15:30

13

20

15130
28

17:00
4

9:30
12

11:00ll

:34
11:00

15 l1100

5

9:30
13

11:0016 21

15:30
29

17:00
17

:41

11:30
11

22

15:30
30

17:00
19

6

9:30
11

1110(:)20
35

14:00
21 14:(〕 0

9:30 3 立決定戦
15

11:0022 23

15:30

1  :

r―
‐――■:
1 16 1:

19301:

31

17:00
23

|

-45-
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11:30
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組 合 せ 表

711911お ||711

都道府県名準々

決勝
.た勝

準々

決勝
21・ 1ヽ■

1

12:30

9

14:00

徳島県
18  鹿児島県

17

12:30

21

12:30

19   愛媛県

2

12:30

10

14:00

山形県
20  神奈川県

:25

11:30

2F

ll:30

同 ||1県
石川県

3

12130

11

14:00

|
22   長崎県

18

12:30

22

12:30

23   鳥取県

4

12:30

.32 12

11:00

北海道
24   滋賀県

29

15:30

30

15:30

束ボ悧| 9
25 愛知県

5

12:30

13

14:00

10
26   島根県

19

12:30

23

12:30

奈良県 11
27   佐賀県

6

12130

14

14:00

青森県   12 28   茨城県

:26

11:30

2S

ll:30

tlrER 13 富山県

7

12:30

15

14:00

岩手県 11
30   岐阜県

20

12:30

24

12:30
3位決定

31
福井県   15

31

9i30熊本県   16

8

12:30

16

14100

32   福島県

□回

"■
回■

-46-

群馬県   7

【 少年男子 (B) 】



組 合 せ 表

【 成年男子 (M) 】

都道府県名

811 9 il 1()ll |)ll 811

都道府県名
11口 1戦 41々 決勝 1 '.: |,11“ ) 準々決勝 1回戦

東京都

滋賀県

愛知県

熊本県

官城県

鳥取県

大阪府

埼玉県

l , 北海道

11:00
10 1‐

1 ■
9

9:30
11

9:30
3 ll 大分県

ll 00
16

11:00
6

11:00
1 12 ||lu県

13

13:30
14

13:30
13

3

11:00
( 11 同山県

]

3

つ 12

9:30t, 0 3位決定戦
|

「

~~~¬

1   lF  I

[,.|●
'|

15 各川県

8 16   富山県

【 少年女子 (G) 】
811 911 1011 911 811

ll・靡支 準々決勝 1回戦

埼玉県

鳥取県

愛媛県

北海道

石川県

福同県

山口県

千葉県

l , 富山県

福島県

島根県
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バ ドミントンQ&A

Q バ ドミントンのルーツはつ

A バ ドミントンの誕生のもとになった羽根つき遊びは、古くから世界中で楽しまれていました。近世に
なって、こうした遊びはバ トルドアー・アンド・ンャトルコックと呼ばれるようになりました。 (バ ト

ル ドアーとはラケットのことです。)バ ドミントンの名の由来となったボーフォー ト公爵の居城バ ドミ

ントン・ハウスにおいてもバトル ドアー・アンド・シャトルコックが盛んに行われていました。

しかし、これが直接バ ドミントン誕生に繋がつたのではありません。 1860年 頃になつて、ある玩
具業者が、ラケットとシャトル、それにネットを加えてワンセットにし、バ ドミントン・ハウスの名を

借りて、「バ ドミントン・バ トル ドアー」と名付けて売り出しました。この遊びの名前が省略されて

「バ ドミントン」と呼ばれるようになったと考えられます。その後、イギリスの植民地などにさまざま

なルールで普及していきました。

そこで、ルールを統一しようという動きが生まれて、 1893年 にバドミントン協会が設立され、ア
ソシエーション・バドミントンが誕生したのです。

これが今日、私たちがバドミントンと呼ぶところのものです。

(日 本教職員バ ドミントン連盟 100問集より抜粋〉

Q バドミントンとは、どんなスポーツですか'
A① ネットを挟んでラケットで羽根 (シャトル)を打ち合うものです。コートの外に落ちたり、コート

の内や外であっても床に落ちる前に身体やラケットにシャトルがタッチすれば失点 (フォルト)にな

ります。

試合には、相対する1人が行うシングルスと相対する2人が行うダブルスがあります。

ダブルスには、男同士、女同士でペアを組むものと、男女でペアを組むもの (ミ ックスダブルス)

があります。

Q バ ドミントンの羽根 (シャトル)はどんなものですかつ

A コルクの台に、ガチョウ、またはアヒルの羽根を 16枚取り付けます。重さは約 5g程しかありませ
′

Q ラケットの長さや重さはどれ位ですかつ

A 規定ではフレームの全長が68cm以 内、幅23cm以 内と決められています。重さの制限はありま
せんが、80～ 86gが主流となっています。 (カーボン、チタン等)

Q 打たれた時のシャトルコックのスピードはどれ位ですかつ
A 下向きに強く打つスマッシュのとき、世界の一流選手の初速は300km/hを 超えます。その速度
は瞬間的には新幹線より速いのです。

なお、世界記録はなんと421km/hになります。【2010年 2月 26日 ギネス世界記録認定】

②

③
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A ラケットから離れる時の速度は速いのですが、ネットを越えてある距離になると減速します。初速と
終速の差が一番大きいスポーツです。

また、慣れてくると飛んでくるンャトルのコースを予測できるようになります。

Q どうすれば、得点 (ポイント)になりますかつ
A 2006年 に開催されました兵庫国体までは、サービス権をもっているサイドがラリーに勝った時だ
け得点になりましたが、翌年の秋田国体からはサービス権の有無にかかわらず、ラリーに勝った時にポ

イントになるラリーポイント制に変わりました。

Q 試合の得点は何点で勝敗が決まるのですかつ

A 全ての種目で、 1ゲームは21点で行います。試合は、 3ゲームで行い、2ゲームを先取した方が勝
ちです。

しかし、スコアが20点オールになった時は、その後最初に2点 リードした方が勝ちとなります。た
だし、スコアが29点オールになった時は、30点 目を得た方が、そのゲームの勝者となります。

≪国体バドミントン競技について》

Q 種別はどのようなものがありますか'
成年男子・成年女子・少年男子・少年女子の4種別があります。

参加都 | 県はどのように決めるのですかつ

A 「東日本大震災復興支援 第66回国民体育大会」では、成年女子は47都道府県が、成年男子、少
年男子少年女子は全国を9ブロックに分けて、各ブロック大会を勝ち抜いた都道府県が参加します。成

年男子と少年女子は開催県 (山口県)を含む 16チーム、少年男子は開催県 (山口県)を含む32チー
ムの参加となります。

1チームは、監督 1人・選手3人の4人で編成します。

Q 試合はどのようにして行いますか

Ａ
　
　
　
Ｑ

A 8コ ートを使って、すべて都道府県対抗の団体戦トーナメント方式で行います。
試合は、①ダブルス②シングルス③シングルスの順で行い、先に2勝したチームが勝ちとなります。
なお、勝敗決定後のゲームは行いません。

Q 天皇杯得点・皇后杯得点は、どのよう して まるのですかつ

A 得点には、競技イ尋′点と参カロイ尋′点があります~。 寛売」支イ尋′点は、各・種男|」ともに 1位 24′く、 2イ立21′点、 3
位 18点、4位 15点、5位 (4チーム)7.5点です。参加得点は、大会 (ブロック大会を含む)に
参加した都道府県に 10点を与えるものです。ただし、ブロック大会で本大会の出場権を獲得しながら、
本大会に参加しなかった場合には与えられません。この競技得点と参加得点の合計が総合得点になりま

丸

天皇杯の対象種別は、成年男子・成年女子・少年男子・少年女子で、皇后杯の対象種別は、成年女

子・少年女子です。
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都道府県別参加人員一覧表

ブ

ロ

ツ

ク

都
道

府
県

監

督

成

年

男

子

成

年

女
子

少

年
1ロ
フフ

子

少

年

女

子

言十

ブ

ロ

ツ

ク

都
道

府
県

監

督

成

年
男
子

成
年
女

子

少

年

男

子

少
年

女
子

計

北 海 道 4 3 3 3 3 16

畿

滋 賀 県 3 3 3 13 12

京 都 府 1 3 4

東

」ヒ

青 森 県 3 3 i3 3 12

8

8

大 阪 府 4 3 3 3 16

12
イゴ 手 県

つ 3 3 兵 庫 県 13 3 3 3

宮 城 県 2 3 3 奈 良 県 2 3 (3 8

秋 田 県 2 3 3 8 和 歌 山 県 1 3 4

山 形 県 2 3 8

中

国

鳥 取 県 .1 3 3 3 3 16

12

12

福
自
Fラ 県 3 3 3 12

8

島 根 県 13 3 3 3

11

」ヒ

イ言

越

東

海

茨 城 県 `, 3 3 岡 山 県 3 3 3 3

栃 木 県 l 3 1 広 島 県 1 3 4

群 馬 県 2 3 3 8 山 口 県 1 3 3 3 3 16

8
埼 玉 県 4 3 3 3 3 16 香 川 県

四

国

徳 島 県

愛 媛 県

高 知 県

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県
九

熊 本 県

大 分 県

州

宮 崎 県

鹿 児 島県

沖 縄 県

総    計

2 3 3

千 葉 県 3 3 13 3 12 `, 3 8

東 京 都 3 3 13 3 12 3 3 3 3 12

神奈川 県 2 3 (3 ヽ 1 3 1

山 梨 県 1 3 1 3 3 3 3 12

新 潟 県 1 3 1
3 3 8

長 野 県 1 3 1 3 3 8

富 山 県 1 3 3 3 3 16 4 3 3 3 3 16

石 川 県 4 3 3 3 3 16 `, 3 3 8

福 井 県 2 3 13 8 l 3 4

静 岡 県 l 3 1
つ 3 3 8

愛 知 県 4 3 3 3 3 16 2 3 3 8

二 重 県 1 3 1

111 48 141 96 48 444

岐 阜 県 2 3 3 8
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都道府県別出場監督・選手一覧表
成年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名

北 海 道

監督 ′」ヽ 倉 隆 司
選 手 多 田 亮 太
選 手 関 野  有 起

選 手 竹 村   純

北海道旅客鉄道株式会社

北海道旅客鉄道株式会社

北海道旅客鉄道株式会社

北海道旅客鉄道株式会社

宮 城 県

監 督 高 柳   健
選 手 小町谷   輝

選 手 鈴 木  大 裕
選 手 大 田 圭 祐

NTTフ ァシリティーズ東北
NTTフ ァシ リティーズ東北
NTTソ ル コ仙台センター

テル ウェル東北

秋 田 県

監 督 小笠原  政 彦
選 手 平 山 政 史

選 手 菅 野  俊 助
選 手 佐々木  翔 太

株式会社 北都銀行
株式会社 北都銀行
株式会社 北都銀行
株式会社 北都銀行

埼 玉 県

監督 中 條   彪
選手 山 崎 裕 太
選 手 松 丸 輝

選 手 和 田 周

日本ユニシス株式会社

日本大学

|1本大学

日本体育大学

東 京 都

監督 坂 本 修
選 手 池 田 雄
選 手 藤 田 真 生
選 手 峠 畑  亮 太

日本ユニシス株式会社

日本ユニシス株式会社

関東第一高等学校

日本ユニシス株式会社

富 山 県

監 督
是菫
木    純′|し

選 手 古 財  和 輝
選 手 黒 瀬  尊 敏
選 手 銭 谷   翔

トナミ運輸株式会社

トナミ運輸株式会社

トナミ運輸株式会社

トナミ運輸株式会社

石 川 県

監 督 長谷川   進
選手 青 山 天 将
選手 伊 東 克 範
選 手 坂 井 」手

有限会社ハセガワスポーツ

金沢学院大学

有限会社オー トトラスティオカモ ト

日本ユニシス株式会社

愛 知 県

監 督 川 島 同|」

選 手 酒 井  宏 治
選 手 浦  時 央
選手 間 瀬 俊 介

株式会社ジェイテク ト

株式会社ジェイテク ト

愛知淑徳大学

法政大学
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都道府県別出場監督・選手一覧表

成年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名

滋 賀 県

監 督 酒 井  良 之
選 手 川  ド 剛 士

選 手 松 原   司

選 手 宇 野  賢 人

株式会社近江兄弟社

大同特殊鋼株式会社

龍谷大学

立命館大学

大 阪 府

監督 平 井 達 也
選 手 古 り|1 裕 輔

選 手 川 口 佳 介
選 手 井 谷  和 弥

NTT西 日本大阪

常翔啓光学園

トリッキーパンダーズ

トリッキーパンダーズ

鳥 取 県

監 督 山 本  明 良
選 手 花 本 大 地

」」
健  志選 手 末

選 手 湯 谷  亮 介

三洋電機コンシューマエ レク トロニクス株式会社

三洋電機コンンューマエレク トロニクス株式会社

社会福祉法人 もみの本福社会

株式会社 久大建材

岡 山 県

監督 藤 原 道 弘
選 手 佐

選 手 佐

伯  浩

伯 祐 行
選 手 渡 邊 磨

JFEスチール株式会社西日本製鉄所
東 日本電信電話株式会社

日本ユニシス株式会社

日本大学

山 口 県

監 督 大 東  真 也
選 手 |」 平  直 輝

選 手 松 尾  光 平
選 手 米 元  優 樹

山口県立宇部総合支援学校

宇部興産株式会社

宇部興産株式会社

宇部興産株式会社

香 川 県

監 督 中 村   亨
選 手 竹 月1 慶

選 手 天 野  真
選 手 好 耕

株式会社 タダノ

株式会社タダノ

株式会社タダノ

中央大学

熊 本 県

監督 井 上 哲 章
選手 嘉 村 健 士
選手 権 藤 太 平
選 手 宮 本  樹 希

熊本県立翔陽高等学校

早稲田大学

日本大学

金沢学院大学

大 分 県

監 督 小 俣   功
選 手 左 村  正 和

選手 松 田 卓 也

山布市役所

日田市役所

日田市役所

NTT西 日本ホームテクノ九州選手 衛 藤 翔 平
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都道府県別出場監督・選手一覧表
成年女子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名

北 海 道

監 督 松 岡   誠
選手 佐 藤 あゆみ

北海道旅客鉄道株式会社

北海道旅客鉄道株式会社

北海道旅客鉄道株式会社選 手 永 野  陽 子

選手 工 藤 亜 紀 北海道旅客鉄道株式会社

青 森 県

監督 工 藤 峰 靖
選 手 佐々木   彩 =l'v2z

立命館大学選 手 土 居  未 紗
選 手 畠 山 亜裕子 法政大学

岩 手 県

監 督 石 り|1  聡 JR東 日本
日本興亜損害保険

東海学院大学

北翔大学

選 手 川 村  益 美
選 手 上 野  美 咲
選 手 田 鎖  沙 耶

官 城 県

監 督 草 井   篤
選 手 平 山 愛

選手 今 井 杏 莉

NTTフ ァシリティーズ東北
七十七銀行

七十七銀行

七十七銀行選手 大 森   舞

秋 田 県

監 督 原 田 利 雄
選手 楠 瀬  由 佳
選 手 馬 上  愛 実
選手 下 崎   彩

株式会社 北都銀行

株式会社 北都銀行
株式会社 北都銀行
株式会社 北都銀行

山 形 県

監 督 石 沢  良 則
選 手 清 和 真理子
選 手 原 茜

選 手 鈴 木  花 織

松風園

東 日本国際大学

東海学院大学短期大学

株式会社でん六

福 島 県

監 督 竹 俣  洋 平
選 手 川 田 依 香
選手 齋 藤 麻 彩
選 手 篠 田 未 来

尚志高等学校

尚志高等学校

青山学院大学

専修大学

茨 城 県

監 督 大 山 宏 司 日立化成工業株式会社
日立化成工業株式会社

日立化成工業株式会社

選 手 大 飼  菜 月
選 手 牧之瀬  み ほ
選 手 平 山 イ右 香 日立化成工業株式会社
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都道府県別出場監督・選手一覧表

成年女子

都道府県名 監督 。選手名 勤務先・学校名

栃 木 県

監 督 笠 井  孝 之
選 手 石 井  那 実

選 手 小 崎  沙 織
選 手 福 田 菜 摘

青山学院大学

日本女子体育大学

専修大学

群 馬 県

監 督 六本木   歩
選 手 石 川  育 実
選 手 越 沢  ま り

選 手 茂 木  美 穂

県立伊勢崎清明高等学校教員

新島学園中学校・高等学校

東海大学

日本大学

埼 玉 県

監督 明 石 倫 子
選 手 作 [11 智 美

選 手 柏 原  未 久
選 手 藤 井 珠 生

無職

株式会社ヨネックス

株式会社 ヨネックス

日本体育大学

千 葉 県

監督 浜 野
申
フフ

選 手 橋 本  山 衣

選 手 米 元  陽 花
選 手 新 玉 美 郷

千葉市役所

NTT東 日本

NTT東 日本

NTT東1日 本

東 京 都

監 督 兒 山烏  昇
選 手 今別府  靖 代

選 手 田 村  千 秋
紀選 手 板 垣  有

株式会社エルムン ド

ヨネックス

ヨネックス

ヨネックス

神 奈 川 県

監督 内 藤 祐 輔
選 手 山 口 佳 恵

央

季

選 手 山 田 真

選 手 品 木
●」

メこ

日本体育大学

専修大学

専修大学

日本体育大学

監督 伊 藤 寿美子
選手 飯 島 春 奈
選 手 古 屋  杏 奈
選 手 阿 部 梨 奈

山梨県立甲府昭和高等学校

甲州市立塩山中学校

東京女子体育大学

11本体育大学

新 潟 県

監 督 武 石  達 治

選 手 長谷川  さゆり

選 手 関 川  容 子

選 手 村 山 果 帆

三条商業高等学校

越後製菓株式会社

早稲田大学

専修大学
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日産 自動車株式会社栃木工場

山 梨 県



都道府県別出場監督 。選手一覧表
成年女子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名

長 野 県

監 督 増 田 日召

選 手 布  目 沙矢香
選 手 田 口 紗 衣

選 手 太 田 百 香

有限会社エムテ ック

住友信託銀行

東海学院大学

日本福祉大学

富 山 県

監 督 河 ノヽ
ll召 博

選 手 江 淵  愛 美
選 手 奥 井  智菜美
選 手 市 山 端 子

財団法人高岡市体育協会

日本ユニシス株式会社

筑波大学

石 川 県

監 督 毛 利  達 彦
選 手 谷 美菜津
選 手 伊 東

選 手 樽 野

可 奈

恵

金沢市役所

NTT東 「1本
ルネサスSKY
NTT東 [1本

福 井 県

監 督 五十嵐  ― 智
選 手 山 崎  優希子
選 手 竹 内 沙 希
選 手 坂 永  萌 夏

セー レン株式会社

セーレン株式会社

京都産業大学

東海学院大学

静 岡 県

監 督
■ i
氷  将 史

選 手 金 森  裕 子
選 手 村 松  瑞 穂
選 手 増 田 香緒里

静岡県星陵高等学校

日本ユニシス株式会社

静岡県星陵高等学校

トヨタ自動車株式会社

愛 知 県

監督 峰   登志郎
選 手 野尻野  匡 世
選 手 高 井  亜季代

選 手 打 田 しづか

株式会社ジェイテク ト

日本ユニンス株式会社

トヨタ自動車株式会社

日本ユニシス株式会社

二 重 県

監督 松 井 千 夏
選手 真 弓 恵理子
選 手 小 路 沙 織

選 手 羽 山 未良依

二重県立鳥羽高等学校

至学館大学

同志社大学

リバティペットケアカレッジ

岐 阜 県

監 督 尾 藤  イ申 治
選 手 脇 田 侑

選手 梅 津 知 恵
選手 江 藤 理 恵

東海学院大学

株式会社文漢堂

財団法人岐阜県体育協会

丸栄コンクリー トエ業株式会社
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東海大学



都道府県別出場監督・選手一覧表

成年女子

都道府県名 勤務先・学校名

滋 賀 県

監 督 村 井 健 郎
選手 野 田 郁 恵
選手 河 崎 綾 佳
選 手 浦 谷  夏 未

(有)ラ ケットショップイチムラ

関西学院大学

龍谷大学

専修大学

京 都 府

監 督 橋 本  敏 信
選 手 西   友 理

選 手 高 橋  真 理
選 手 中 月1 穂 波

立命館大学

龍谷大学

龍谷大学

京都産業大学

大 阪 府

監督 谷 内 貴 昭
選 手 関 谷  真 由
選 手 高 橋  沙也加
選 手 興 猶  くるみ

パナソニック株式会社

パナソニック株式会社

パナ ソニ ック株式会社

パナ ソニ ック株式会社

兵 庫 県

監 督 酒 井  将 之

選 手 木 村  早 紀
選 手 小 椋  しのぶ
選 手 大 迫  晴 加

三菱電機株式会社

三菱電機株式会社

三菱電機株式会社

三菱電機株式会社

奈 良 県

監 督 辻 田 泰 昌
選 手 荒 り|1 実 南

選 手 宮 沢 麻 耶
選 手 山 崎  絢 子

株式会社NTT西 日本関西

天理大学

同志社大学

立命館大学

和 歌 山 県

監 督 谷 口 宏 紀
選 手 小  口 晃 佳

選 手 宮 下 渚 紗
選 手 大 西  結 衣

和歌山県立耐久高等学校

立命館大学

関西大学

仏教大学

鳥 取 県

監督 堂 本 克 樹
選 手 宮 崎  優 花
選 手 藤 原  由 衣
選 手  日 野  由希江

三洋電機コンシューマエ レク トロニクス株式会社

二洋電機コンンューマエレク トロニクス株式会社

三洋電機コンシューマエレク トロニクス株式会社

鳥取県教育委員会

島 根 県

監督 田 部 実智代 山陰合同銀行
松徳学院コーチ選手 丸 岡 智 子

選手 新 藤   綾 山陰合同銀行
選 手 山 本  ゆか り 山陰合同銀行
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監督・選手名



都道府県別出場監督・選手一覧表
成年女子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名

島 根 県

監 督 田 部  実智代
選 手 丸 岡 智 子

山陰合同銀行

松徳学院コーチ

山陰合同銀行選手 新 藤   綾
選 手 山 本  ゆか り

岡 山 県

監督 香 山 百合子 株式会社岡山スポーツ会館
選 手 浅 原  さゆり
,dd` 工     ~   ‐・
スき ―十一 _=_ =ヒ 司

選 手 伊 丹 美佐子

日本ユニシス株式会社

岡山ガス株式会社

龍谷大学

広 島 県

監督 宮 本 幸 弘
選 手 小 池  温 子

選 手 井 上 春 奈
選 手 井 上  静 華

広島ガス株式会社

広島ガス株式会社

広島ガス株式会社

広島ガス株式会社

山 口 県

監 督 棟 居  秀 行
選手 皆 り|1 友 依

選手 安 念 幸 恵
選 手 北 吉 穂 香

株式会社ムネスエスポーツ

株式会社西京銀行

株式会社西京銀行

香 川 県

監 督 谷 口 省
選 手 安 藤  真里絵
選 手 落 合  智 世

株式会社百十四銀行

株式会社百十四銀行

株式会社百十四銀行

株式会社百十四銀行選手 水 口 愛 梨

徳 島 県

監督 杉 内 邦 弘
選 手 若 田 美 沙
選 手 樫 栄 祥 子
選 手 宮 崎 友 望

NTT西 日本ホームテクノ四国

関西学院大学

同志社大学

徳島文理大学

愛 媛 県

監督 田 坂 厚 司
選 手 久 枝  ゆ い
選手 森 賀 佳 奈
選 手 古 本  瑞 希

ラケットショップハマナカ

関西学院大学

関西学院大学

東海学院大学

高 知 県

監督 上 松 芳 則
選 手 金 澤  結香莉
選手 藤 原  しおり
選手 矢 部 由 貴

高知北高等学校

日本体育大学

高知病院付属看護学校

龍谷大学
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山陰合同銀行

株式会社西京銀行



都道府県別出場監督・選手一覧表

成年女子

都道府県名 監督 。選手名 勤務先・学校名

福 岡 県

監 督 有 田 仁 志

選 手 高 原  里 衣
北九州市役所

西日本ンテイ銀行

株式会社ヨネックス

選 手 俣 村   鈴 龍谷大学

佐 賀 県

監督 山 下 大 介 Y・ B・ S
選 手 山 田 雅 子 株式会社ベス ト電器

みやき町立北茂安中学校選 手 深 村  扶美子

選 手 吉 田 琴 美

長 崎 県

監督 永 田 美 香
選 手 大 塚  珠 世

選手 小 森 愛 美
選 手 田 上  菜美子

ドリームバドミントンショップ

藤本整骨院

龍谷大学

東海学院大学

熊 本 県

監 督 本 田 和 裕 ルネサスセミコンダクタ九州・山口株式会社
ルネサスセミコンダクタ九州・山口株式会社

ルネサスセミコンダクタ九州・山口株式会社

選 手 城 口 優里花 ルネサスセミコンダクタ九州・山口株式会社

大 分 県

監督 島 田 麻 子 大分県立新生支援学校
ひろぎんウツミ屋証券株式会社

医療法人清栄会清瀬病院

選 手 阿 部  美 奈

選 手 河 原  理 恵
武庫川女子大学

宮 崎 県

監 督 橋 口 俊 彦
選 手 梶 田 明 里

西都市役所

ココロ鍼灸整骨院

東京女子体育大学

宮崎綜合警備株式会社

選 手 開 屋  史 織

選手 長 谷 奈 奈

鹿 児 島 県
選 手 久 保   遥

選 手 森 山 日青 捺

グッドウェーブ

北翔大学

同志社大学

東海学院大学

沖 縄 県

監督 上 村 勇 人
選手 仲 里 弥 生
選 手 上 村  麻 衣

選 手 平 敷  祥 子

スポーッショップ キクムラ
株式会社 沖縄銀行
株式会社 沖縄銀行
北翔大学
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選手 赤 尾 美 代

ひらまつ病院

選 手 原   麻衣子
選 手 峰   歩 美

選 手 梶 原 侑 季

監督 草ノ瀬 郁 美
選 手 山 下 杏 利



都道府県別出場監督・選手一覧表
少年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名

北 海 道

監 督 下苧坪  英 雄
選 手 渡 部 大

選 手 川 原  共 生

旭川実業高等学校

旭川実業高等学校

旭川実業高等学校

旭川実業高等学校選手 松 倉 武 嗣

ri森 県

監督 戸 祭   潤
選 手 三 上  昂 紀

青森山田高等学校

青森山田高等学校

選 手 海 谷  '瞑 吾

選 手 駒 井  砂 竜
青森山田高等学校

青森山田高等学校

岩 手 県

監督 菊 地   亨
選 手 室 岡  大 晶
選 手 菊 地  裕 太

選 手 筑 後   和

前沢高等学校

花北青雲高等学校

前沢高等学校

花北青雲高等学校

山 形 県

監 督 島 貫  詳 寿
選手 加 藤 壮 竜
選手 田 中 貴 志
選 手 五十嵐  隆 太

山形市立山形商業高等学校

山形市立山形商業高等学校

山本学園高等学校

山形県立山形南高等学校

監督 大 堀   均
選手 齋 藤 太
選 手 桃 田 賢 斗
選 手 松 居  圭一郎

富岡高等学校

富岡高等学校

富岡高等学校

富岡高等学校

茨 城 県

監督 大 橋 雅 道

選 手 川 崎   泰

選 手 中 村  圭 輔

阿見町役場

常総学院高等学校

常総学院高等学校

常総学院高等学校

群 馬 県

監督 権 藤 和 彦
選 手 高 田 晃

県立伊勢崎清明高等学校

県立伊勢崎清明高等学校

県立伊勢崎清明高等学校

県立伊勢崎清明高等学校

選 手 早 川  大 地
選 手 来 原  遼 太

埼 玉 県
選手 古 賀   輝

埼玉栄高等学校

埼玉栄高等学校

選 手 井 上  拓 斗 埼玉栄高等学校
選 手 金 子  祐 樹 埼玉栄高等学校
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福 島 県

選手 島 倉 賢太郎

監督 大 屋 貴 司



都道府県別出場監督・選手一覧表

少年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名

千 葉 県

監 督 堀   大 孝
選 手 大 島 彰 悟

選手 現王園 琢 磨
選手 齋 藤 謙 太

中央学院高等学校

西武台千葉高等学校

西武台千葉高等学校

千葉敬愛高等学校

東 京 都

監督 小 林 重 徳
選手 関 口 直 挙
選手 森 田   努
選 手

」r
ロ 川 英太郎

関東第一高等学校

関東第 一高等学校

関東第一高等学校

関東第一高等学校

神 奈 川 県

監督 水 野 勝 美
選 手 山 路 雅

琢

」■■
:lX

選 手 藤 野 人

選 手 安 部 裕 太

神奈川県立菅高等学校

川崎市立川崎総合科学高等学校

神奈川県立相模田名高等学校

神奈川県立菅高等学校

富 山 県

監 督 中 田 真
大

琴

輝選 手 高 島

選手 高 峙 雄 介
選 手 前 田 賢史朗

高岡第一高等学校

高岡第一高等学校

高岡第一高等学校

高岡第一高等学校

石 川 県

金沢市立工業高等学校

金沢市立 ll業高等学校

金沢市立工業高等学校

金沢市立工業高等学校

福 井 県

監 督 義 江  浩一郎 福井県立足羽高等学校

選 手 石 塚 比 呂 福井県立足羽高等学校

選 手 尼 元  啓 仁 福井県立足羽高等学校

選手 勝 矢 悠 太 福井工業大学附属福井高等学校

愛 知 県

監 督 中 根  寿 彦 岡崎城西高等学校

選 手 林   昂 宏 岡崎城西高等学校

選 手 間 瀬1 亮 介 岡崎城西高等学校

選 手 神 谷
」■
′ビ́ ｀ 名 古屋経済大学市郁高等学校

岐 阜 県

監督 大 橋   浩 岐阜県立岐阜商業高等学校
選 手 牧 野  崚 、,

¬
~ 岐阜県立岐阜商業高等学校

選手 後 藤 圭 亮 岐阜県立岐阜商業高等学校
岐阜県立岐阜商業高等学校選手 稲 り|1 義 樹

監 督

選 手

選 手

水 内
神 田
日 光
荒 井

浩

遼

凌

大 輝選 手
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都道府県別出場監督・選手一覧表
少年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名

滋 賀 県

監 督 仲 尾  修 比叡山高等学校

比叡山高等学校

比叡山高等学校

選 手 金 浦  大 地

選 手 堀 田 周 吾

選手 河 崎 駿 輔 比叡山高等学校

大 阪 府

監 督 有 田 圭 東大阪大学柏原高等学校

東大阪大学柏原高等学校選 手 河 合  勇 飛
選 手 佐 野  拓 磨 東大阪大学柏原高等学校

東大阪大学柏原高等学校選 手 佐々木  健 斗

兵 庫 県

監督 友 金 幸 雄
選 手 吉 田 剛

神戸村野工業高等学校

神戸村野工業高等学校

神戸村野工業高等学校

神戸村野工業高等学校

選 手 片 平  雄 理
選 手 原 田 駿 平

奈 良 県

監 督 吉 村  禎 訓 奈良大学附属高校
奈良大学附属高校選 手 森 元  大 祐
奈良大学附属高校

県立奈良高校選 手 石 黒  貴 司

鳥 取 県

監 督 松 本  源 喜 ラケットショップ FUTABA
学校法人 翔英学園 米子北高等学校
学校法人 鳥取家政学園 鳥取敬愛高等学校
学校法人 翔英学園 米子北高等学校

選手 林 谷 理 貴
選手 中 野 克 哉
選 手 松 本  健太朗

島 根 県

監督 安 達 俊 夫
選 手 口1峙  大 嗣

カナツ技建工業

大束高等学校

大東高等学校

大東高等学校

選 手 野々村 亮  宏

岡 山 県

監督 松 り|1 大 記

選 手 長谷川  隆 章
選 手 福 田 卓 郎
選 手 岡 本  侑 也

岡山県立水島工業高等学校

岡山県立水島工業高等学校

岡山県立水島工業高等学校

岡山県立水島工業高等学校

山 口 県

監 督 松 原  康 則
選 手 飛 高  1建太郎

山口県立柳井商工高等学校

山口県立柳井商工高等学校

山口県立柳井商工高等学校

国立徳山工業高等専門学校

選手 藤 本 亮 汰

選 手 瀬 島 史 也
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都道府県別出場監督・選手一覧表

少年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名

徳 島 県

監 督  11」 崎  茂 喜

選手 齋 藤 裕 進
選 手 小 笠  宙 生

選 手 松 崎  1真 也

徳島商業高等学校

徳島商業高等学校

城南高等学校

城東高等学校

愛 媛 県

監 督 徳 永   督
選 手 渡 部  克 栄
選手 岡 村   優
選 手 大 呂 健

新田高等学校

新田高等学校

新田高等学校

新田高等学校

福 岡 県

監督 在   相 範
選手 森 田 浩 平
選 手 石 山 裕 基
選 手 馬 場  湧 生

#R=tittvi"tor Sports

九州国際大学付属高等学校

九州国際大学付属高等学校

九州国際大学付属高等学校

佐 賀 県

監 督
」r
「コ 村  典 嗣

選 手 山 口 北 斗

選 手 松 本  侑 大
選 手 高 木  俊 充

佐賀県立唐津南高等学校

佐賀県立唐津南高等学校

佐賀県立唐津南高等学校

佐賀県立小城高等学校

監督 林   貴 昭
選 手 松 村 健

健

太

■ 」

村選 手
ヱニ

選 手 新 田 祥 基

長崎県立西陵高等学校

長崎県立西陵高等学校

長崎県立西陵高等学校

長崎県立西陵高等学校

熊 本 県

監 督 権 藤  浩 二

選 手 山 口

選 手 清 水

貴 之

翔 太

寛選 手 西   智

熊本県立人代東高等学校

熊本県立人代東高等学校

熊本県立人代東高等学校

熊本県立人代東高等学校

鹿 児 島県

監 督 鬼 塚  敦 義
選 手 川 野  光 」,

′ビ.｀

選 手 横 島 将 幸
選 手 勢 瀬  拓 也

鹿児島商業高等学校

鹿児島商業高等学校

鹿児島商業高等学校

鹿児島商業高等学校

沖 縄 県

監督 赤 嶺   靖
選 手 新 垣  秀 治
選 手 神 谷 真 吾
選 手 西 平  賢 也

沖縄県 /ヽ沖縄水産高等学校

沖縄県立沖縄水産高等学校

沖縄県立沖縄水産高等学校

沖縄県立沖縄水産高等学校
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都道府県別出場監督・選手一覧表

少年女子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名

北 海 道

監 督 妹 尾  将 義
選 手 鈴 木 明

選手 山 家 ゆりか
選手 安 藤 理 奈

とわの森二愛高等学校

とわの森三愛高等学校

とわの森三愛高等学校

深川西高等学校

青 森 県

監督 藤 田 真 人
選 手 福

選 手 篠

選 手 窓

島  由 紀
谷  菜 留

場  由加奈

青森山田高等学校

肯森山田高等学校

青森山田高等学校

青森山田高等学校

福 島 県

監 督 大 堀  麻 紀
選 手 大 堀   優
選 手 早 り|1 紗保里
選 手 早 田 紗 希

福島県バ ドミン トン協会

富岡高等学校

富岡高等学校

富岡高等学校

埼 玉 県

監督 大 高 史 夫
選 手

選 手

小 橋   霞
奥 原 希 望

選 手 渡 邊  あかね

埼玉県立大官束高等学校

埼玉栄高等学校

埼玉県立大官東高等学校

埼玉栄高等学校

千 葉 県

監 督 高 瀬
選 手 高 瀬

秀

秀

沙

愛

雄

穂

彩

実

選 手 飯

俣

Fコ

選 手 里予

西武台千葉高等学校

西武台千葉高等学校

西武台千葉高等学校

西武台千葉高等学校

富 山 県

監 督 松 田 高 幸
選 手 小見山 彩

選 手 山

選 手 松

ロ  ソヨカ

田   蒼

富山国際大学付属高等学校

富山国際大学付属高等学校

富山国際大学付属高等学校

富山国際大学付属高等学校

石 川 県

監 督 車 マ告 明

選 手 芝 野  :真 由

選 手 木 村 百 花

選 手 星   千 智

金沢向陽高等学校

金沢向陽高等学校

金沢向陽高等学校

金沢向陽高等学校

監督 下 込 貞 司
選 手 森 山 ゆいか

選 手 有

選 手 樋

」」 佑 有
亜依美口

岡崎城西高等学校

岡崎城西高等学校

名古屋経済大学市郁高等学校

名古屋経済大学市屯F高等学校

愛 知 県
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都道府県別出場監督・選手一覧表

少年女子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名

大 阪 府

監督 藤 原 瑛 佳 |

選手 樋 口 帆渚実
|

選手 官 原   唯
選手 翠簾屋 乃梨子

樟蔭東高等学校

樟蔭東高等学校

樟蔭東高等学校

四天王寺高等学校

兵 庫 県

監 督 寺 町  彰 浩
選手 杉 野 文 保
選手 柏 原 み き
選手 宇都宮 茉 佑

園田学園高等学校

日田学園高等学校

園田学園高等学校

園田学園高等学校

鳥 取 県

監督 清 水 隆 志
選 手 山 本  理

本  絢
香

選手 櫻 子

選 手 橋  久瑠美

学校法人 鳥取家政学園 鳥取敬愛高等学校
学校法人 鳥取家政学園 鳥取敬愛高等学校
学校法人 鳥取家政学園 鳥取敬愛高等学校
学校法人 鳥取家政学園 鳥取敬愛高等学校

島 根 県

監督 足 立 弘 健
選手 1賓 崎 真 衣
選手 公 受 美 帆

島 幸 子選 手

松江商業高等学校

松徳学院高等学校

松徳学院高等学校

松徳学院高等学校

山 |』 県

監督 佐々木 辰 博
選手 坂 口 萌 香
選手 藤 田 美 里
選 手

ヨr
卜, 松  ことみ

山口県立華陵高等学校

山口県立華陵高等学校

山I]県立華陵高等学校

山口県立華陵高等学校

愛 媛 県

監督 出 井 康 隆
選 手 国 本  秋 穂

選 手 久 枝  り な
原   沙稀乃選 手

新田高等学校

新円高等学校

福 岡 県

九州国際大学付属高等学校

九州国際大学付属高等学校

九州国際大学付属高等学校

九州国際大学付属高等学校

熊 本 県

監督 井 村 勝 英 八代白百合学園高等学校
選手 山 本 明希歩 熊本中央高等学校
選手 井 上 亜沙美 八代白百合学園高等学校

玉名女子高等学校選手 廣 田 彩 花
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新田高等学校

新田高等学校

Fを ホス
■■ 1日 明

堂

井

中

ネ申
」ヒ
′Rヨ、

友里

朋

麻

選手

選手

選手

山

上

本寸

′留ヽ
うに

■ヽ
:夫ご

裕



競技成績決定方法

男女総合成績 (天皇杯得点)及び女子総合成績 (皇后杯得点)は、競技得点と参加得点の

合計とし、その得点の多い都道府県順に順位を決定する。

ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位 とする。

1 競技得点

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点

成

成

少

少

年

年

年

年

男

女

男

女

子

子

子

子

子
　
子

女
　
女

年
　
年

成
　
少

各種別とも1位 24点 、2位 21点 、3位 18点 、4位 15

点、5位 (4チ ーム)各 7.5点の競技得点を与える。

2 参加得点
大会 (プ ロック大会を含む。)に参加 した都道府県に 10点 を与える。
ただし、ブロック大会で本大会の出場権を獲得 しながら、本大会に参加 しなかった場

合は与えない。
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総合成績 (天皇杯・皇后杯)一覧表
女子総合成績 (皇后杯)少年男子 少年女子 男女総合成績 (天皇杯)成年男子 成年女了

総

|‖貞
イ14

備

　

考

総
′ヽ

|1頂

イ立

競
技
得
点

参

力D

得
点

へ
口

計

順 :

イ立 :

競
技
得
点

競
技
得
点

参
加
得
点

〈
ロ

言ト

Я兄
技
イ尋
占

競
技
得
点位 :

旧
」^競

技
得
点

順

　

　

位

都道府県名

北海 道

青 森
■■ .千
本 ,―r

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

10 群 馬

11 埼 玉

12 千 葉

13 東 京

神奈川11

山 梨

16 新 潟

長 野

18 富 山

19 石 川

20 福 井

静 岡21

22 愛 知

23 重

岐 阜21

滋 賀25

26 京 都

大 阪27

28 兵 庫

29 奈 良

30 和 歌 山

31 鳥 取

島 根32

岡 山33

広 島34

山 口35

36 香 川

37 徳 島

愛 媛38

39 高 知

40

41 佐 賀

42 長 崎

43 熊 本

44 大 分

宮 崎

16 鹿 児 島

47 沖 縄

一
一
一
一
一

一一一一一一一一一一
‐一□日一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一一

一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
一

一
一
一
一
一
一

■■■■

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一一一一一一一一一一一一日□一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一

一
一

一
一

一
一
一

■■

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
‐一

一
一
一
一
一
一
一
一
一

■目■■目■
■■■■

■■■■“

一
一 ■■

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

■■■■

■■

■■一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

■■■■■■
一
一
一
一
一
一
一 一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

■■■■

一
一
一
一
一

■■■■

福 岡

| |
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|1旧 イヽこ
fll 月|」

1位 2位 3 イt

一般男子 単 東 京  広 田 敏 秀 北海道  佐 藤   保 東 京 藤 井 光 男

一般男子 複
広

東 京
藤

田 敏 秀

井 光 男

岡   淳

本目 馬 万 吉
神奈川

佐 藤   保

村  上 自|も

北海道

般女子 単 神奈川  吉 田 とよ子 愛 知 吉 沢 千 里 神奈川 遠 藤 文 子

一般女子 複
ir

還

田

藤

とよ子

文  子
神奈川

小 林 歌 子

中 オ寸 多 喜
神奈川

吉 沢 千 里

後 藤 範 子

愛  知

過 去 の 成 績 覧 表

第 4回   昭和 24年   東京都 YMCA(個 人戦オープン)

第 5 25年 知 白鴎小学 小学校 (総合 奈川県)

6 昭 和 26 島県  広大 日目 ・同大附 小 (総合 勝 愛知

イt二
男|」

|1頂

位 2位 3位

一般男子

田 敏 秀
井 光 男
宮 淳 宏
田 康 久

広

藤

小

山

東 一只

一
吉

次

道

γ早

万

直

武

馬

谷

本

岡

相

大

松

神奈川

保

郎三

藤

上

佐

村

俊

守

英西

林

葛

若

北海道

一般女子

とよ子
文 子
歌 子
とみ子

田

藤
林
川

」=

退

小
■士
力■

神奈川

子
子
子
子

△々

"ロ
綾
久
ll召

谷
江

田
田与

水
堀
保
伊

愛  知

代
栄

子
子

藤
藤
賀

岡

伊
安

佐
片
一

北海道

糸||

イ

泉

裕

二

一
夫

周
健
貞

田
山
塚
中

石
神
大
島

北海道

男
雄

司
勇

光
成

健

川

辺
竹

口

石

渡
大

里予

愛 知
明

喬

実

一

松

井
井

岡

本寸

江

藤

神奈川

道
弘

乃|」
順  位

位 2位 3位

一般男子

秀

明

久

敏

道

康

田
　
　
田

広

岡

山

東  京

治

司

彦

越

竹

野

玉

大

下

阜岐

忠

健

千ロ

男

雄

男

井

辺

藤

渡

蟹

知愛

光

成

禾口

一般女子

子

子

子

綾

久

照

堀 江
愛 知  保 田

伊与田

原

田

登

貝

高

石

悦 子
まさえ

人重子

代

子

子

絹

京

澄

藤

岡

原

伊

片

栗

北海道

高校男子

治

勇

市

興
　
　
健

部

口

松

服

野

立

知愛

直

夫
　
一

正

貞

秀江

東

西

諸

石

藤
　
　
中

後

林

田

阜岐

裕人郎

金太郎

正 則
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第 7回  昭和 27年   宮城県  東北大学体育館 (総合優勝 神奈川県 )

第 8回  昭和 28年 香川県  善通寺体育館 (総合優勝 神奈川県)

第 9回 昭和 29年  北海道  札幌市 (総合優勝 愛知県 )

|1瞑 位

イ重 号」
1 イ立 2位 3位

一般りji 神奈川

広 田 敏 秀

岡   道 明
藤 井   一
吉 原 秀 雄

北海道

石 田   裕
神 山 周 二

葛 西 英 俊

野 坂 豊二郎

東  京

江

4ヽ

山

佐

井

官
111奇

藤

実

章 敬
茂

芳 朗

一般女千 石  川

貝 原
登
高 田
岩 倉

まさえ
悦 子
八重子
衣 絵

東 ヵ(
田 中
中 谷
佐之瀬
小野寺

知江子
成 子
教 子
京__■

愛 知

堀 江
保 田
伊与田
水 野

綾 子
久 子
員晨、 ―子
美根子

高校男子

望 月 文
東 京 倉 里

~
ノJ   4コ

鈴 木 隆

雄
iシ

i繁

,台

神奈川

新 倉 利
関 根 秀
内 藤 広
伏 島 光

男
司
明
貝」

イi 川

=:`1匂

井

山
L

江 秀 一
上 晴 夫
本 圭 三
田   稔

高校女子 丘 庫

広 瀬
西 尾
小笠原

関

延 子
貞 子
美津子
一 子

山 形

佐 藤
五十嵐

斎 藤
佐 藤

照 子
弘 子
久美子

明

神奈川

大 ′|1 良 子
竜 野 美代子
藤 田 光 子

中 島   緑

‖1貢 位
千重 号」

1位 2位 3 位

一般男子 神奈川

広

佐

川

杉

田 敏 秀
治   豊
崎 順 久
田   博

東 京

藤
=t`員ヨ

相

萩

井

江

川

原

光 男
秀 一
十一郎

誠

岐  阜

大

松

丹

林

竹

岡

,皮

健 司
龍 三
哲 昭
金太郎

一般女子 神奈川

,塁

4ヽ
‐
′L

イヽ

藤
林
川
野

文 子
歌 子
とみ子
智 子

北海道

岡 元
梅 津
阿 部
荒 井

弘 子
貴久江
悦 子
重 子

貝 原
Z」|

石 川 菖 谷
町 駒

まさえ
悦 子
須磨子
ヤス子

高校男子 北海道

片 石
加 藤
長谷川

井 桁

兼 敏
正 則
龍 男
啓 充

石  川

江 尻
辻

半田外
岡 崎

桂 三
貞 三
喜 男
健 一

神奈川

越 り|1   啓
花 岡 牧 夫
折 井 利 彦
内 藤 弘 盟

高校女子

西 堀 富美子
谷 津 京 子

佐 藤 範 子

松 本 幸 子

大 西 誉 子

香 川 秋 山 武 子

真 鍋 寿 子

神奈川

大 川
藤 田
竜 野
波多野

良 子
光 子
美代子

澄 子

l位 2位 3位

一般男子

治

司

三

忠

健

龍

越

竹

岡

玉

大

松

阜岐

勇

治

夫

興

貞

口

部

熊

野

服

稲

知愛

正

友 一
亥久男

水

谷

木

清

釣

荒

山菅
田

一般女子

子

子

子

美富

範

京

堀

藤

津

西

佐

谷

官  城 原

谷

登

貝

澁

石

悦 子
まさえ

信

保 田
愛 知  伊与田

堀 江

子

子

子

久

照

綾

高校男子 砿

雅

場

友

藤

豊

御

伊

知愛

建

正

B召

彦

三

昇

嘉

桂

村

尻

谷

西

江

島

石  川

宮 沢 健 一

神奈川  伊豆内   宏
渡 辺   潔

高校女子

子

子

子

信

桂

亨

田

藤

形

武

伊

尾

島福

美

子

子

嘉

文

基

森

野

宅

大

友

三

山岡

節 子
久美子

泰 子

沢

室

竹

大

大

大

知愛
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第 10回  昭和 30年  神奈川県  神奈川県体育館・鶴見女高校体育館 (総合優勝 神奈川県)

第 11回   昭和 31年  兵庫県 戸YMCA・ 生田中学校 (総合優勝 岡山県)

第 12回  昭和32年  静岡県 ~百士市体育館・富士高講堂 (総合優 神奈川県)

位

り||種
1位 2位 3位

一般男子

秀

博

明

敏
　
　
道

田

田

広

杉

岡

神奈川

司

一二

弘

健

龍

竹

岡

井

大

松

酒

阜岐

友 一
亥久男

満

谷

木

木

釣

荒

高

山富

―般女子

田

　

藤

武

　

伊

ウ
=テヨヽ 島

信  子

桂  子

子

子

子

みと

歌

良

Ⅲ=ЛL

小

大

川

林

川

神奈川

江

子

子

久貴

悦

重

梅 津
北海道  阿 部

下 山

高校男子

一　
英

二

栄

克

順

永 井
東 京  北 島

小野岡

」ヒ

関

米

匡

功

外喜彦

方

谷

石  川

紀

房

至

仁

隆

田

垣

角

生

板

羽

形山

高校女子

子

子

子

文

節

基

野

田

宅

友

権

三

岡  ll」

子

節

子

功
　
　
静

木

津

丼

々佐

三

菅

官 城

豊

純

怜

田

田

村

永

藤

藤

香

子

代

子

イヽ二
別

」
瞑

舌

一

1位 位`, 3位

‐般男子

博

朗

久

芳

昌

田

藤

藤

杉

佐

佐

神奈川

弘

男

平

益

節

俊

田

木

村

11

増

武

大  阪

`■̀3

日
'」

石

禾|」

田

原

,同

俊

禾|」

士
心

道

|11 山

‐般女子

子

江

子

美冨

静

範

西 堀
宮 城  小野寺

佐 藤

子

子

子

文

節

政

野

田

本

友

権

光

山岡

子

子

子

貞

洋

奎

尾

藤

森

西

カロ

金

兵 庫

高校男子

雄

智

之

宮

村

藤

小

中

齊

女子

神奈川

裕

四ツ柳 邦 夫
北海道  小田桐 正 徳

岩 本 竜 一

房

孝

志

隆

重

勝

垣

岸

水

板

山

鑓

山 形

高校女
「

工
　
子

子

ヌキ

桂

衣

横

井

山

井

Ｌ

下

香  川
子

子

純

桂

寿

林

田

岸

小

戸

根

岡  山

節

子

子七心

英

与

浦

倉

浦

三

沼

三

城

サI贋  イ{た
種 別

1位 2位 3位

一般男子

佐 藤 芳 朗

神奈川  杉 田   博
新 倉 和 男

望 月 文 雄
東 京  力 石   潔

鈴 木 峻 三

北海道

中 貞 夫
野 嘉 雄
山 周 二

島

星

神

般女

`
香  川

井 キヌエ

上 桂 子
下 衣 子

横

井

山

田 節 子
本 政 子
林 桂 子

岡  山

権

光

小

神奈川

良 子
歌 子
英 子

大

小

石

川

林

川

高校男子 神奈川

小

中

た
'ゝ平ロ

官

村

木

好 雄
智

敏 勝

酒 井 明 夫

石 り|1 村 田 和 男
堀   知 章

平 野   隆
島 根 森 脇 英 裕

富 田   豊

高校女子 香 川

外茂子

久 子
ツヤ子

田

山

宮

島

下

川

掛 橋 良 子

静 岡 西 村 弘 子

佐 野 禎 子

有 田
石 り|1 長 田

松 田

順 子
悠喜子

富美子
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第 13回  昭和 33年 富山県  高岡女子高校体育館・南星中学校体育館 (総合優勝 東京都 )

第 14回   昭和 34年 東京都  足立区体育館 (総合優勝 奈川県 )

第 15回   昭和 35年  熊本県  菊池市体 館 (総合優勝 富山県)

2位 3 イ立1位
別

一

′

一

ム
世

舌

一

弘

弘

志

F可

上

松

谷

田

I

当L
ノフ

益

`同

大 阪

博

朗

久

杉 田
佐 藤 芳
佐 藤 昌

神奈川一般男子

石

川

岡

敏

啓

夫

兼
　
　
牧

片

越

花

一只

子

ｉ

子

節

政

桂

１
　　●ヽ
　　■ヽ
・

Ｈ
μ

　
　

・
‘
′
，
　
　
ん

―

権

光

小

岡  山

林

川

見

歌

良

文

i

子

子

小

神奈り|1  人

井

下

島

横

山

田

香

キヌエ

久 子
外茂子

一般女子

一
　

「司
，
　

Ｆ
Ｅ

一　

　

０
同

　

．
■

晃

高

安

森

榎

中

′

● 良

春

司

肇

幸

武

木

永

戸

鈴

官

貝

一泉東高校男子

弘

憲

賢

義

義

森

垣

林

金

板

小

山 形

子

子

子

久紀

節

光

山 崎
川

竹 多
石  川

子

子

子

洋

玲

桂

高 島
中 島
栂野尾

富 |」

文 子
とみ子

和 子

本

木

本

藤

有

福

香高校女

`

3位Ｌ
■
イー
に21位

男||
舌

〓

||1貞 位

志

博

貢

`目
康

松

小

小

王

松

松

大  阪
田

井

田

」i

明

不日

治

夫

男

新

,酉

本す

石  川
朗

久

潔

芳

昌

藤

藤

口

佐

佐

関

神奈川‐般男
「

大 坪 愛 子

富 山 高 島 洋 子

中 島 玲 子

井

下

川

横

|||

官

キヌエ

久 子
ツヤ子

香  川
ｉ

子

子や

良

文

み

川

見

野

大

三

椎
神奈川一般女子

登志郎

和 司
直 規

平

市

,「

田

川

田

東 京
藤 茂 雄
来 敏 夫
野 敬四郎

佐

宝

」ヒ

大  阪
義

日

本

塚

杉

IL

石

||′

1司
|」

,台

神奈川教員男 i

彦

三

充

洋
恵

拓

本

崎

坂

山

岡

4ヽ

神奈川

彦

晃

聡

康

1子

瀬

中

木

龍

竹

梅
北海道高校男子

一
広

宏

紘

忠

昭

部

藤

斐

渡

後

甲

一一　
城

一　
宮

桂 子
美智子

美智子

曜

一栂

橘

酒 り|

，
こ

宮 |11

利 子
セツ子

待 子

沢

村

原

伊

志

石
青争 1司高校女子

文 子
とみ子

和 子

本

木

本

藤

有

福

香

1位 3  イ立:

‐般男 子

永 井 栄 一

東 京 北 島 克 英

貝 戸   肇
神奈川

佐 藤 芳 朗

遠 藤 啓 治

砥 石   勤
富  山

亥久男

三 徳
幸 雄

や讐

扇

大

木

沢

里予

般女 r 富  山
高 島 洋 i
中 島 玲 子

栂野尾 桂 子

脇 坂 チ エ

秋 田  木 村 政 子
横 山 満 子

静  岡
志津江

利 子
セツ子

野

伊
」=

村

沢

本す

教員男 r 石  川
北 方   匡
河原山 晴 夫
茂 藤   寛

神奈川

田

本

塚 義

杉

山」

石

博

岡」

治

宮 越 竜 三

秋 田 脇 坂 安 隆

鈴 木 裕 司

高校男 チ 神奈川

岡 崎
小 坂
長谷川

古 =
拓 充
敏 彦

佐 藤

山 形  出 沢
高 橋

‖券

勇

● ,

=乙,多

甲
フフ

阿 部
新 潟  笠 原

伊 藤 洋

′工ヽ
・十

`早祐

高校女 子

橘

富 山  酒 井
平 田

美智子

美智子

敦 子

横 井 文 子

香 り|1 林   信 子
森   久 子

高 橋 奉 子

秋 田 石 沢 七 子

長 崎 文 子
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第 16回  昭和 36年  秋田県  象潟町中学校体育館 (総合優勝 秋田県 )

第 17回   昭和 37年  岡山県 県立倉敷青陵高校体育館 (総合優勝 東京都、富山県)

第 18回   昭和 38年  山口県  下関市体育館 (総合優勝 新潟県 )

||| 位

挿: 男|」
1位 2位 3位

一般男子 東  京
片

永

星

石 兼 敏
+卜  ′:′  ヽ _
′
「
 本

野 忠 男
神奈川

佐 藤 芳 朗

岡 崎 恵 三

遠 藤 啓 治

山  形
板
LI」

μ :

」ヒ

賄

沢

村

「笙

勇

房

男

イ■

一般女 子 富  山
栂野尾
■矛
1,11

酒 井

桂 子
美智子

美智子

木 村 政 子
秋 田  横 山 満 子

高 橋 本 子

香  川
宮 川
福 本
横 井

ツヤ子

和 子
文 子

教員男 i 石  川
」ヒ 方
河原山

江 尻
晴
:|

匡

夫 神奈川
杉 田   博
岡 田 敬三郎
秋 山 捷 彦

脇 坂 安 隆

秋 田 鈴 木 裕 司

高 橋 弘 喜

高校男子

大 竹 紘 一

新 潟 安 沢 武 司

星 野 義 昭

中 オす 富 光
北海道  松 浦   潔

松 本 直 治

山 梨

¬,
■
~

秋

早

田

山

川

勲

真 男
博

高校女 r
佐 藤
小笠原

矢 口

弓ゴ、 子

子

子

|11 形 ,′ ,

|'メ

局

天
皇
`,レ

木

里f

口_1

糸己

博
日zヨ

子

江

子

]}岡
伊

横

大

藤

1山

P月

美津子

綾 子
モモ子

秋  田

順  位
種  別

l 位 2位 3 位

‐般男

`

|,l 里チ
田

F司

忠 男
甍堅

鎮 雄
llt
只

片

入星

,令

岡

藤 啓 治
木 敏 勝
崎 恵 三

神奈川
」l`  島

愛 知  小 宮
長谷川

克 英
好 雄
陽 一

―般女 r
福 本 矛口 子

香 川 横 井 文 子

森  久 子
富  山

t"
T呵

酒 井
栂野尾

美智子

美智子

桂 子
秋  田

4_
4｀

横

局

本す

lll

橋

政

,商

奉

i
F
子

教員男 r 石  川
」ヒ 方

河原山

江 尻
晴

=Lll=

匡

夫 神奈川

杉

秋

岡

日]

山
「
11

博

捷 彦
敬二郎

脇 坂 安
秋 田 鈴 木 裕

真 崎 俊

隆

司

光

高校男 チ 新  潟
本
こ :

阿

田

川

里予

務

治 男
善 紀

西 野 一 征

東 京  須 田 孝 夫
関   一 誠

奥 谷 国
青 森  長谷川

三 上 義

日

“勇

明

高校女

`
富  山

橘
室

,可

崎

村

妙

光

禾口

子

子

子

秋  田
大 塚  ト シ
大 門 サヨ子
間 瀬 幸 子

岡 lll

F司

重

七

塚

政

村

得

百

泰

子

代

子

順  位
千重 別

1 位 2位 3 イ立

一般男子 愛  知
小 宮 好 雄

板 垣 善 憲

稲 熊 文 隆

井 門 鎮
東 京  宮 永 武

堺   栄

雄
●
1

′

lt
島  根

星

山

里チ

|]

崎

忠

春

一般女 F
横 山 満 子

秋 田 高 橋 奉 子

長 崎 文 子

香  川
田

横

森

外茂子

文 子
久 子

自
■,

井 富 111

桂 子
美智子

光 子

栂野尾

酒 井
室 崎

教員男子 石  川
」ヒ 方

河原山

江 尻
|IIF

l‐

|:

匡
+
フヽ

杉 田
岡 田
秋  山

博

敬二郎

捷 彦
神奈川

吉 弘
敬四郎

輝 明

大世古

大 阪  北 野
片 岡

高校男子

星 野 義 夫

新 潟  裏 田 光 男
樋 ロ ー 春

関   一 誠
東 京  中 村   安

古 屋 和 正

福 島 智 徳

北海道  林     守
久保田 和 男

高校女 」・ 栃  木
同|,

松

小

沢 禾口 子
本 昭 子
出 千代子

後 藤 和 子
新 潟 茂 沢 純 子

竹 内 泰 子

高 森 幸 子
北海道  高 田 裕 子

村 田 泰 子
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第 19回  昭和 39年  新潟県  県立三条高校体育館 (総合優勝 新潟県 )

第 20回   昭和 40年  岐阜県  富田学園体育館 (総合優勝 岐阜県 )

第 21回  昭和 41年  剛健国体  大分県  日田林工高校体育館 (総合優勝 新潟県 )

位

千重 別
1位 つ 位 3 イ|′

一般男子 ● 知

小

枝

宮 好
垣 善
后 隆

雄
月三
.こ 1

R召イ

永 井
東 京  宮 水

堺

■4
Z｀

武
■4
′く

,1 石  川
新

村

松

正

不日

,台

1:i
フフ

ノJ

般́ 女子

横 井
香 り|1  田 島

森

文  子
外茂 子

久 子
秋  |」

横

|,,J

lそ

ll」 ,商  ∫‐

橋 本  `
崎 文  F

高 木 紀
岐 阜  天 野 博

岩 后 蛍

「
江

「

教 !ヽ男 1
渡

水

イ生

部

井

藤

純

新  潟 司

夫俊

北  方

河原山 晴
江 尻 桂

匡

夫石  川
杉

岡

秋

IЛ

Iヨ

山

1専

敬三郎

捷 ,タ

神奈川

高校男子

0人
エロ

ネ11
lL
ア1

木

田

山

||:

不||

,告

夫
●L
:なえ

新  潟
森   芳

奈 良  橋 本
真 壁 年

夫

1参

ユ _ りf

里f

林

正

博

弓1

リ

富 1山  盛 之

|■ ! 則

高校女子 本

植 木 タカ子
大 島 コ ヨ
武 田 初 枝

竹

新 潟  石
内

本

リテ

泰 子
恵美子

人重子

秋  田
佐々木

中 川
加賀谷

フ

美
こ■

枝子
ミチ

サ1贋  イ立
種 別

l 位 `,
| 3位

一般男子

小 宮 好
板 垣 善
長谷川 敏

雄

」三
.Tス

,多

愛 知
堺

官

田

■
′‐

イく

武

十

嗜t 思 水 占
]

L

東

山

牟

条

||

ネし

オえ 昭

口l

顕

香  川

般女子

高 木
岐 阜  天 野

高 田 l lt

F

r

横

森

力|〕

井 文 子
久 子

藤 和 子
香 川

後 藤 和 子
新 潟 石 崎 妙 子

竹 内 泰 子

教 it男 子 17原
、空晴十

1:吾  
筐石  川

1多

ilt

中

田

森

"鳥

茂 良
岡」

弘 志
北海道

`
―

t

,「

禾|| ,青  ′志
勝

尭 敏
岡  山 宅

本

高校男子 山

栂野尾

寺 前
中 坪

l l

′■
|`,

邦

之

雄

りll

本多
|`

山

関

幸 矩
修

美智則

奈 it

肖

,可

滝

壁

オ寸

里予

年

」」
たヽ

公

高校女
『

近 藤 光 枝

大 阪 才 脇 妙 子

池 田 栄 子

橋 葉 子
葉 良 子
本 美代子

岐  阜
1中 l

``↑ll l

川

上 野
栃 木  石 崎

吉 田

明 美
喜代子

サ ト子

||1貞 イ立

f重 乃|」
1位 イ立 3位

般́男子 愛 知
長谷川 敏
板 垣 善
安 沢 武

→
,多

」こ
.騒 :`、

司

山 梨
岡

秋

崎 恵 二
山 真 男
上   勇

宮 永 武
大 分  田 中 大

春 武 俊

司

也

一般女子

高 木 紀 子
岐 阜 天 野 博 江

高 田 康 子

後

石

加

新  潟
藤 和 子
崎 妙 子
藤   操

秋  田
横 山 満 子
高 橋 奉 子

加賀谷 ユ ミ子

教員男子

茂

憔

功

杉 田
北海道  安 達

上 山

良
●こ
′´

夫

石  川
日占河原山

北 :方

原
バ4
′ヽ

夫

匡 岡  山
勝

清 志
尭 敏

=`―
t

,1

宅

禾|」

本

高校男子

本 間 順 次
新 潟  高 橋   宣

奥 田 良 秋

我 妻
官 城  市 川

寒河江

自|も

`同
禾|」
香  川

西

西

小

辻 和 一
崎 健 弘
田 忠 庸

高校女子

小 山
山 形  遠 藤

伊 藤

登茂子

幹 子
シゲ子

本 間 恵、美子
日 下 悦 子
高 坂   薫

新  潟 岡  山
木 博 江
口 恵 子
藤 民 子

湯

,甫

佐
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田

田

下

岐  阜



第 22回  昭和 42年  清新国体  埼玉県  越ヶ谷市立体育館 (総合優勝 香川県)

第 23回  昭和 43年  親切国体  福井県  県立勝山合同体育館 (総合優勝 岐阜県 )

第 24回  昭和44年  創造国体  長崎県  諌早市体育館、県立諌早高校体育館 (総合優勝 新潟県)

|1原 位
「1「 別

1 位 2位 3位

一般男子 愛  知
板

安

小

垣 善 憲
沢 武 司
林 一 宏

神奈川

小

山

入星

白置ラ

本

藤

7羊

啓

平

彦

治

堺   栄 一
東 京 田 上 十 六

本 橋 平 人

一般女子

有

横

山

木 とみ子
井 文 子
本 真 江

新  潟
五十嵐

後 藤
加 藤

明

不I]

ギ・ブく

「
操

高 木 紀
岐 阜  天 野 博

虫 賀 雅

子

江

子

教員男子 富 IL
|||

|」 :

水

木

山

芳

史
′
|ロ

隆

良lζ

之

北海道

杉 田 茂 良
安 達 憔 彦

上 山 功 夫

加 茂
宮 城  渡 部

菊 地

和

「 1

夫

功

高校男子

米 田
富 山  松 島

谷 口

実

保

寛

奈  良
滝

小

そ́
=,

里予

林

輪

公

正

博

日召 官  城
Fヨ

山

木

間 幹 夫
田 哲 夫
戸 純 一

高校女子

本目  沢

新 潟  金 子
高 坂

マチ子

美和子

薫

香  川
小

竹

山

片 千恵子
森 経 子
下 清 美

栃 木

田

枝

F口

仲 美津江
加代子

波 不口 子

順 位
千;F  男||

1 f立 2位 3 イ立

一般男子

岡

秋

田

崎

山

中

lL

I'( 中
フフ

登

小 島
吉 良
渡 辺

平

人

神奈川 イ,t

直

堺

西

関

,(

束 里予 征

誠

一般女子 岐
「
il

高 木
天 野
安 藤

糸己 [み

博 江
久美子

東  京 「
司

水

田

橋

野

イ中

とも子

小夜子

美津江

五 1嵐
新 潟  後 藤

小 林

ワ|

「 ||

り:B

今し

フく

子

子

教員男子

南

熊 本  工 藤
芦 原

直

勇

健

,台

参

身

石  川
」ヒ

本寸

原

方

西

匡

′→′・
イく

毛 利 清 志
岡 山  三 宅   勝

柳 本 尭 敏

高校男子 富  山 1,∵

布

上
自
置0

目

敏

正

博

治

茂

遠 藤 好 男

山 形 田 所 光 男

伊 藤 政 臣

岩 田   昇
岐 阜 後 藤 路 宏

足 立 守 男

高校女子

平 山
大 阪  柴 山

高 崎

泰 子
きよ子

弘 子
香  川

官 武 泰 子

福 本 幸 子

赤 沢 ひろ子

堀 川
新 潟  竹 中

大 竹

栄美子

礼 子
由里子

II頂  イ立
f重  弓||

1 位 2位 3 位

一般男子 山 梨
窪

秋

里予

田 恵 三
山 真 男
田 秀 応

-1・  自.  __  =.ノlヽ   口
',幕 i刀 直 人(兵  ―  _ _

坂 本 聖 _
神奈川

栄 一
野 一 征
一 誠

束 只

堺

西

関

一般女子

子

江

代美

高 木 紀
岐 阜  天 野 博

高 橋 千イ
東  京

橋

イ中
里予

とも子

美津江
小夜子

F¬

田

水

井 かお り
下 三枝子
崎 繁 子

京  都
水

山

岡

教員男子

:手

|,)

171

西 田
熊 本  工 藤

芦 原

明

参

身

毛 利 清 志
岡 山  三 宅   勝

柳 本 発 敏

」ヒ

原

村

方

西

匡

石  川 ′→′・
イく

高校男子

本

小

九

新  潟
正

間

泉

原

■ヨF

司

敏

通 夫
台次郎

稔

内 田
群 馬  桐 生

渡 辺

菅 原 弘 貴

奈 良  岡 田 昇 久
山 本 繁 幸

高校女子 大  阪
柴 山 きよ子
高 崎 弘 子

大 場 照 美

川 恵 子
田 和 子
谷 島 子

岐 宰

及

脇

紅

しずか

茂 子
まさ子

望 月
栃 木  石 崎

阿久津
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仁

千]: 男|」
1 位 2 イ立 3 位

一般男子 山 梨
窪

秋

里予

田 恵 三
山 真 男
田 秀 応

池 田 信 孝
東 京  栂野尾 昌 一

鈴 木 健 二

神奈川

小 島 一 平
渡 辺 直 人

坂 本 聖 二

一般女 F 新 潟
竹

本目

後

中 悦 子
沢 マチ子
藤 和 子

岐  阜
紀 子
博 江
富士子

―■―
4｀

里予

原

局

天

桑

松 本
栃 木  石 崎

望 月

昭 子
喜代子

しずか

教員男子

佐々木

佐々木

永 沢
イ f 手

彦

チ:|`

不口

士

夫

彦

方   匡
栄 一

本 忠 之

」ヒ

原

松

石  川
西

工

戸

田

藤

原

熊  本
壽 明
勇 参
健 身

高校男子 内

川

サ|:

竹

ll可

/く
良

康 司
真

繁 美

銭 谷 欽 治

石 り|1 竹 本寸 勇 治
青 山 信 吾

橋 信 夫
藤   壮
藤 吉 雄

岩  手
品

佐

佐

高校女子

西 尾
大 阪  秋 本

秋 本

真理子

人代美

幸 子
栃  木

小 林 敏
藤 井 幸
池 田 静

枝

子

江

川 東 秀 美
香 り|1 森   清 美

田 所 静 子

第 25回   昭和45年  みちのく国体  岩手県  釜石製鉄所健康保険組合体育館 (総合優勝 岩手県)

第 26回   昭和 46年  黒潮国体  和歌山県  湯浅中学校、耐久高校体育館 (総合優勝 新潟県)

第 27回   昭和 47年  太陽国体  鹿児島県  県立鹿児島南高校体育館 (総合優勝 東京都 )

|1頂 位

1重 号||
1位 2 位 3 |たイ

一般男子 神奈川

渡
′」ヽ

官

辺
自
■ラ

川

直 人
一 平
秀 樹

窪

秋

アi

田

山

下

山 梨
恵 三
真 男
一 雄

森   芳 夫
岐 阜  河 田   満

安 藤 義 治

一般女子 新 潟
鈴 木 明 美

後 藤 和 子
本 間 恵美子

杉

味

秋

良 子
とも子

陽 子
神奈川

田

蓼

山

北海道

静 子
美千子

喜佐子

田

「
可

/ヽ

本・l

里予

川

教員男子

久保田 良 昌
滋 賀 藤 原 健 二

藤 上 良 信

和歌山

森

中 西 詳
佐 藤 光

隆

味

イ申

本 郷 節 生

熊 本  南   直 治
工 藤 勇 参

高校男子

田 征 雄
木   裕
野 直 行

新 潟
土

カム
フロ

佐

fE,lt rlr

山 本 茂 樹

倉 内   徹
岡   忠 成

西 り|1 繁 美
奈 良  佐 野   弘

中 井 基 夫

高校女子

真理子

八代美

幸 子

西 尾
大 阪  秋 本

秋 本
,j  白
ヽ■  ,7う

陽 子
すみ子

瑞 江

葉

内

村

千

官

木

寿美子

喜久江
一 美

林

岡 山  平 田
三 宅

|‖貢 イ立

千重 別
1立l 2位 3位

一般男子 神奈川

小

渡

官

島

辺

川

__  「,¬~

直 人
秀 樹

鈴 木
東 京  池 田

栂野尾

健 二
信 孝
曰   _
Eヨ

山 梨
恵 三
真 男
一 雄

窪

秋

不ゴ

田

山

下

一般女 F
湯 木 博 江

東 京  竹 中 悦 子
石 崎 茂 子

香

静

康

愛  知
橋

池

本

1月

居

代

江

子

香  川
片 千恵子
西 幸 代
清 美

小

小

森

教員男子

森
:中

門

隆

詳 味
幹 夫

和歌山 西

間

別 井
栃 木  斉 藤

森 田

足

倍

Il―

石  川
」ヒ 方

原

長谷川

匡

栄 一
進

高校男子

中 井 基 夫

奈 良  南 田 義 正
辻   敏 弘

~  
原   敏 夫

石 川 山 下 敏 行

谷 島 助 男

古 西   悟
岐 阜  角 田   勝

後 藤 純 一

秋 本 幸 子

大 阪 高 田 幹 子

徳 田 敦 子

矢 口
山 形  本 間

今 田

洋 子
浩 子
真知子

尚 子
美千代

清 美

山 田
千 葉  平 野

瀬 野
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高校女子



||11 イ立

f,F り|」
1位 2位 3 イ立

一般男 子

小

宮

^■==

島

川

井

一 平
秀 樹
教 行

神奈川
関

栂野尾

池 田

一 誠
昌 一
信 孝

束 泉

本

松

谷

問

1,,,

||

ll贋 次

保

寛

愛  知

一般女 r
湯 木

東 京  本目 沢
竹 中

博 江
マチ子

悦 子
香  川

森

川

長

清

東 秀
尾 弥

美
‐

,(

生

天 野
岐 阜  広 沢

日比野

博 江
功 子
'脱  子

教員男 F
藤 上 更

~~更

滋 賀 藤 上 良 信

藤 原 健 二

原

長谷川

和  田

■4
イく

石  川 進

修

水

F■

斉

井

|」

藤

司

昌 三
和 夫

山 形

高校男子

西

梶

上

本す

川

正 美
博 之
治 雄
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第 28回  昭和 48年  若潮国体  千葉県  県立茂原高校体育館 (総合優勝 東京都 )

第29回 昭和 49年 水と緑のまごころ国体 茨城県 石岡小学校体育館、石岡三高校体育館 (総合優勝 東京都 )

第 30回  昭和 50年   たくましくあすをひらこう みえ国体 二重県 県立松阪高校体育館 (総合優勝 石川県)
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第 31回  昭和 51年  若楠国体  佐賀県  県立牛津高校体育館、町立牛津中学校体育館 (総合優勝 石川県 )

第 32回 昭和 52年  あすなろ国体  青森県  浪岡町民体育館 (総合優勝 青森県)

第 33回  昭和 53年  やまびこ国体  長野県  塩尻市立体育館 (総合優勝 熊本県 )
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第 34回  昭和 54年  日本のふるさと宮崎国体  宮崎西都市民体育館 (総合優勝 熊本県)

第 35回   昭和 55年  栃の葉国体  栃木県  真岡市総合体育館 (総合優勝 富山県 )

第 36回  昭和 56年 びわこ国体 滋賀県 大津市皇子が丘公園体育館 (総合優勝 滋賀県)
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第 37回   昭和 57年  くにびき国体  島根県  大東町立体育館 (総合優勝 滋賀県 )

第38回  昭和58年  あか 国 群馬県  桐生市民体育館 (総合優勝 群馬県)

第 39回 昭和59年  わかくさ国体  奈良県  田原本町中央 館 (総合優勝 大阪府 )
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きよみ

少年女子

美

子

美

春

貴

正

原

木

崎

鴻

新

宮

阪大

|1贋 位
「重 月lj

l 位 2 イ寸こ 3位

成年男子

工

江

権

士 恭 司
藤 正 治
藤 浩 二

熊  本 群

今 井 勇 司

馬  栗 原 恒 夫
鏑 木 智 博

辻   敏 弘
奈 良 中 井 基 夫

吉 岡 イ申 浩

成年女子

明 子
禾日  本支

美恵子

葛 西
大 阪  星

平 山

伊

小

小

東

里予

路

石  川

ひとみ

順 子
和 代

東  京

枝   美代子
森 山 弘 美

三 田 知佳子

少年男子

江

中

中

滋  賀

藤

川

川

裕 樹
健

康

平 井 保 光

中 嶋 正 男
室 田 繁 行

富  山

松 元
埼 玉  生井沢

石 橋

功 一

勝 美
隆

少年女子

新 木 貴 子

大 阪  今 村   薫
山 田 陽 子

井 郁 子
池 由扶子
戸 香 織

新  潟

若

小

」三
月

徳 光
青 森  谷 地

西 田

由美子

春 子
美知子

-78-

3位

真理恵

みどり

智 美



|1瞑 位

種 号|」
1位 2 イ立 3 イ立

成年男子

工  士

熊 本  権 藤
堺

恭

浩
」ニ
」二

司 今 井 勇 司

群 馬 栗 原 恒 夫

竹 内 康 夫

坂 本 宏 志

古 賀 勝 志

坂 井 外喜男
愛  知

成年女 r

月 岡 広 美

新 潟 野 上 満 子

山 内 美 子

高 峯
大 阪  星

平 山

和 子
和 枝
美恵子

丈 子
栄美子

真由美

t\t Il,
東海林

佐 藤
田 口

少年男子

生井沢

埼 玉  菊 地
石 橋

勝 美
修

隆

篤 人
明 彦
守

石  川

気

山

中

谷

本

川

」ヒ  禾口  ′り
'

村 徳 祐
本 義 久

熊  本

浜

中

小

少年女子

田 島
熊 本  田 代

松 尾

志 乃
美智世

知 美

小 池 由扶子
青 戸 香 織

棒   匡 子
新  潟

手 智江美
間 由 紀
井 智 秋

青 森

横

｀
14

=L

第40回  昭和60年  わかとり国体  鳥取県  県立由良育英高校体育館 (総合優勝 熊本県)

第 41回  昭和 61年  かいじ国体  山梨県  勝沼町民体育館 (総合優勝 山梨県 )

第 42回  昭和 62年  海邦国体  沖縄県  糸満市西崎総合体育館 (総合優勝 熊本県 )

|1慎 位

種
=|」

1位 2位 3位

成年男子

山 本 裕 幸

山 梨 松 野 修 二

官   健 次

森 下 一 大

大 阪  谷 田 尚 嗣
保 科 正 浩

工 士 恭 司

熊 本 権 藤 浩 二

堺   圭 一

成年女子

月 岡 広 美

新 潟 野 上 満 子

山 内 美 子

今 り|1 真理子
大 谷 鶴 美

田 向 和 子
富 III

田 幹 子
口 英 代
藤   和

rlr +
局

里予

じ生
=

`日

少年男子 熊  本

久

畑

本

住

野

口」

猛

宏 幸
秀 昭

高 史
努

延 寿
山 梨

内

輿

不手

田

石

佐

吉 田 直 樹
富 山  越 田 芳 成

城 木 夢 高

少年女子 れ'1 1司

田 村 富士美
田 島 由 美

間 庭 由 美
熊  本

知 美
千 秋
喜美子

松

毛

渡

尾

禾」

辺

元 美佐緒
田 悦 子
水 由紀子

埼  玉

秋

太

`同

エ
ヱ

い
つ

，
ｍ
一

」
ム
ム
ロ

工
■

Ｌ
■
ム
ｒ

成年男子

真

史

幸

和

広

宣

内

尾

蘭

木

横

阜岐

夫

夫

也

恒

康

哲

原

内

桐

栗

竹

片

馬群

司

一
一　
一

恭

浩

圭

士

藤

ェ

権

堺

本じ
〕い

台

バ

成年女
「

子

美

子

理
　
　
美

真

鶴

由

川

谷

喜

今

大

伏

富  山

宮

大

松

子

恵

美

津美

幸

清

本

屋

本

愛  知

子

代

代

●
Ｌ

　

口̈

　

一ヨ

／●に
　
イ本
，　
コ「

島

路

本

彼

小

水

石  川

少年男子

昭

也

美

秀

誠

宗

山

村

龍

本

高

廣

本ム
月
バ

勝

隆

二

英
　
　
秀

根

井

木

関

石

鈴

玉埼

少年女子

子

和

子

敬

美

愛

原

斐

村

中

甲

官

本熊

子

子

子佐

高

良

妃

里

田

井

南

岩

水

大  阪
ｎ

´

＾
″

匡

朱

ゆ

美橋

賀

新  潟

棒

高

加

′
●

-79-

生

・肇

崇

麻草木

井

原河

鈴

平

小

賀滋



第 43回 昭和 63年  京都国体  京都府  長岡京市西山公園体育館 (総合優勝 大阪府 )

第 44回 平成元年 はまなす国体 北海道 日本工学院北海道専門体育館 (総合優勝 熊本県)

第 45回   平成 2年 とびうめ国体  福岡県 筑紫野市農業者トレーニンク・センター (総合優勝 大阪府 )

‖1員 イ立

千重 号|」
1位 2 イ立 3位

成年男子 神奈川

長谷川

石 場
細 谷

博

「空

幸

雄

昇

村 尾   勉
京 都 山 本 裕 幸

杉 本 吉 男

群  馬

智 博
康 夫
哲 也

鏑

竹

片

木

内

桐

成年女子

今 川
富 山  大 谷

伏 喜

真理子

鶴 美
由美子

大  阪

薫

美智世

照 枝

′ヽ

田

磯

本す

(ヽ

崎

大 屋 幸 恵

愛 知  丑 田 明 子
佐 々 恵 理

少年男子 埼  玉

大

内

須

谷

村

賀

知

隆

ロ
Eヨ

岡||

弘

藤 忠 和
本 謙 治
井 秀 樹

北海道

工

藤

本す

滋 賀

平 井
′」ヽ

'可

原

中 橋

肇

理■

晃

少年女子

岩 田
大 阪  水 井

新 木

良 子
妃佐子

美志子

中 原 敬 子

熊 本 甲 斐 美 和

宮 村 愛 子

立 花 久 枝

官 城  矢 野 直 子
伏 見 亜 古

たヽ

種  別
1位 2位

成年男子

長谷川

石 場
細 谷

博 幸
隆 雄
昇

神奈川

伊 藤 雅
北海道  山 尾 克

角 谷 淳

弓ム

貝」

村 尾   勉
京 都 山 本 裕 幸

杉 本 吉 男

成年女子

英 代
真 美
美智子

群 1与

里予

中

藤

日

島

岡

今 村
大 阪  奥 山

秋 元

薫

保 子
美佐緒

都

=r:■二

星

木

禾lj

里予

東 京

弘 美
千 秋
実智代

少年男子

■・
方百

北海道

佐

郷

+
ロ

藤

路

川

イ申

良F

樹英

片 山 卓 哉

埼 玉  久保田 雄 三

関 根 靖 則

田 上 厚 志

熊 本  本 田 和 裕
霜 上 和 宏

少年女子

官 村 愛 子

熊 本  松 田 治 子
阪 本 雅 子

大  阪

妃佐子

二  貝

美 佐

水

禾|」

坂

井

川

田

佐  賀

庄 島 由美子
寺 尾 美 紀

篠 原 久 子

川,1 イ立 1位 2位 3位

成年男子

福

中

常

田

川

山

重

実

健

兼 二

辻 田 泰 昌
大 阪  奥 野   勉

早 戸 敬 雄

■=力■

中

石

木

本す

井

福  岡

秀 文
正  巳
正 行

成年女子

清 水

福 岡  田 村
田 頭

尚 美
富士美

美奈子

陽 子
智江美

うこ
― 糸己

金 丸
静 岡  横 手

山 田

薫

保 子
貴 子

本 村
大 阪  奥 山

三ツ川

少年男子

岸 田
大 阪  上 瀧

片 岡

明 宏
賢 二
詔市郎

田 和 裕
部 英 朗
田 尚 文

本

岡

日11

熊  本

関 根 靖 則

埼 玉  高 橋   真
増 田 直 樹

少年女子

井 田
埼 玉  青 木

浜 崎

貴 子
由美子

忍

松 田 洋 子

大 阪  杉 田 暢 子

大 田 貴 子

寺 尾 美 紀

佐 賀 篠 原 久 子

鬼 塚 知 美

-80-

工
ｔ



第 46回  平成 3年  石川国体  石川県  美川町総合スポーツセンター (総合優勝 石川県 )

第 47回  平成 4年  べにばな国体  山形県  新庄市体育館 (総合優勝 熊本県 )

第 48回  平成 5年  東四国国体  香川県  坂出市立体育館 (総合優勝 大阪府 )

||1貞 イ14
千重 り|」

1位 2位

中 り|1   健
二 重 常 山 兼 二

山 内 一 志

辻 田 泰 昌
大 阪  奥 野   勉

早 戸 敬 雄

毛 利 達 彦
石 り|1 羽 田 義 仁

崎 田 健 一

成年女子 東  京

田

都

■と

児

木

花

よし子

弘 美
久 枝

神奈川

曰

森

カロ

戸 香 織
真由美

賀 ゆかり
石  川

」ヽ

上

中

泉

浜

尾

陽 子
陽 子
仁 美

少年男子

太 田 慎 二
千 葉 石 橋 秀 法

佐 藤 裕 二

増 田 直
埼 玉  高 橋

加賀谷

樹

真

7羊

石  川

青 木   康
竹 鼻 拓 也

石 本 明 男

少年女子 宮 城

橋

山

環t

本

田

田

得

裕

子

美

泉

群 :う

高 野
丹 野
田部井

人  重

恭 子
美 奈

石  川

津

安

丸

Jこ  7
五 ―r

香 奈
実支子

||[1 イ立

種 別
1 イ」こ 2 イ立 3位

成年男子

辻 田
大 阪  今 井

鈴 木

泰 昌
彰 宏
草麻生

西

渡

寺

山

辺

島

博

,青

岡リ

言
I

[L 形

1,

角

工

古

谷

藤

川

得 ~
忠 和
英 樹

北海道

成年女子 富  山

大 堀 麻
佐々木

野々村 美

糸己

忍

春

林   美 希
熊 本 田 畑 美 香

上 田 純 子
東 宗

田

岡

型:

児

山

花

よし子

登紀子

久 枝

少年男子 群  馬

品

横

坂

橋

山

入

幸 治
秀 之
秀 貴

成 島 瑞 穂

茨 城  樋 渡 順 也
矢 部 正 博

熊  本

岡

田

田

直 茂
政 文
亮 介

少年女子 大  阪

大

水

川

田

井

ロ

貝 丁
泰 子
桐 香

埼  玉

小

伊

浅

室

藤

井

恭 子
さお り

康 代
熊  本

宮

本す

伊

オす

L

藤

亜貴子

直 美
真由美

||げ1 イ立
種 別

1位 3位

成年男子

高 橋 英 治

東 京 峯 岸 康 史

須 賀 隆 弘

大  阪

谷

植

常

田

本す

山

尚

日73

兼

吊司

彦 重

中

磯
」=

川

部

田

Fヨ

童
=手ヽ

健

弘

禾|」

成年女子 大  阪

西 田 美由紀
村 上 直 美
■_ r¬  直 7
…

貝 丁

林   美 希
熊 本 田 畑 美 香

上 田 純 子
香  川

中

川

磯

尾 仁 美
本 光佐子
崎 照 枝

少年男子

樋 渡 順 也

茨 城 矢 部 正 博

大 橋 雅 道

千 葉

中

田

倉

肇

哲

伸

徳

彦

井 野 嘉 久
北海道  一 宮 孝 一

馬 木 智 一

少年女子 大  阪

水

川

鬼

井 泰 子
口 桐 香
池 めぐみ

北海道

増

中

田

茂

世」

オす

孝 枝
智香子

裕 美

山 田 潤 子
富 山 進 藤 範 子

山 田 青 子

-81-

3位

成年男子

田

田

口」

片

花

野

2位

田

池

小



順

種 BI」

1位 2位 3位

成年男子

須 賀 隆 弘

東 京  片 山 卓 哉
久保田 雄 三

大 1坂

辻

^

植

田

井

本す

泰 昌
彰 宏
昭 彦

気 谷 篤 人

富 山 岩 渕 公 一

本 山 秀 昭

成年女子

松 尾 知 美

東 京 道 上 彰 子

阪 本 雅 子

富  山

佐々木

渡 辺
高 野

忍

真由美

人 重

竹 野
新 潟  遠 藤

亀 田

景 子
みゆき

幸 恵

少年男子

酒 井 将 之

滋 賀 諏 訪 良 人

松 本   徹

一 宮 孝 一

北海道  馬 木 智 一

今 西 隆 浩

津 田 光一郎
奥 森 正 志

舛 田 圭 太
石  川

少年女 r

島 由 佳
池 めぐみ
橋 美 紀

大 1坂

,百下ヨ

鬼

市

長谷部 裕
福 1司 吉 富 明

占 武 山カ

子

子

里| l

麻依子

田 真 紀
山 貴 代

群  馬

中

岡

亀

第 49回 平成 6年 わかしゃち国体  愛知県  大府市民体育館 (総合優勝 大阪府 )

第 50回 平成 7年  ふくしま国体 福島県  白河市中央体育館 (総合優勝 福島県 )

第 51回 平成 8年   ひろしま国体 広島県
~~三
原 リージョンプラザ (総合優勝 熊本県 )

ｉ̈

ｐ
″

‘
里

工
）
一

2位 」
ι
右
ｒ

成年男子 島福

哉

均

宏

辰
　
　
泰

谷

堀

野

柳

大

平

人

昭

裕

篤

秀

和

谷

山

田

気

木

本

富  山

二

義

宏

兼

哲

明

山

辺

田

常

渡

岸

阪大

成年女 r

子

紀

紀

匡

麻

美

堀

尾

棒

大

寺

島福

子

枝

保

香智

孝

美

山

茂

中

中

増

田

一
又
日
μ

大

忍

子

重

佐 々 木

ム
ロ富 山  松 田

高 野

Ｉ́男年′′
―

ン 滋  賀

徹

樹

士

裕

馨

本
　
　
口

松

向

川

生

文

平

訓

逸

洋

部
　
　
俣

渡

沈

竹

島福

渉

男

太

正

圭

坂

代

田

徳

栄

舛

石

少年女子

美

子

子

希

珠

由

哲

島

糸

中

片

堀

石

子

子

子知

青

陽

真

田

橋

藤

山

石

加

富  山

子

瞳

子

明
　
　
華

富

石

田

吉

大

稗

岡福

」
“

ｒ

じ

甲
つ

」
′
一

ム

Ｐ 2位 」
ん
ム
Ｐ

成年男
「

宏

昭

裕

彰

貴

和

井

内

田

今

谷

本

山富

宏

文

茂

和

政

上

田

田

霜

花

福

本
一
月
（

樹

伸

哉

秀

嘉

直

井

藤

澤

村

佐

水

北海道

成年女子

美

美

恵

緒奈

由

理

口

石

橋

富  山

河

明

市

子

り

美

お

■
月
　
ネ
″
　
”
Ｌ

野

藤

矢

竹

斎

住

潟新

美

愛

子

奈
　
　
タ

井

川

辺

福

吉

渡

広  島

′■男年′
′―

ン

太

明

相

圭

浩

忠

田
　
　
井

舛

車

酒

石

彦

介

宙

公

洋

吹

西

嶺

小

中

長

玉埼

司

介

良

忠

伸

束

下

瓶

大

木

二

本台
パ

少年女子

美

史

務

里川

脇

井

岩

李

玉埼

幸

子

子

美

弘

純

浦

峰

本

杉

永

橋

本育

（

香

旋

華

知

有

美

岡
　
　
城

吉

鄭

安

阪大
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第 52回  平成 9年   なみはや国体 大阪府  大東市立体育館 (総合優勝 大阪府 )

第 53回 平成 10年  かながわ 。ゆめ国体 神奈川県 大和市スポーツセンター体育会館 (総合優勝 大阪府 )

第 54回  平成 11年   くまもと未来国体  熊本県  ノヽ代市総合体育館 (総合優勝 熊本県)

II頂 イ立

千重 〕|
l 位 2位 3位

成年男子 東 京

見 嶋
町 田 文
須 賀 隆
久保田 雄

昇

彦

弘
大  阪

松

常

植

「「

井

山

本|

田

峰 生
ミ在  ―
不 一
日g 彦
明 宏

■| 1司

森

清 水
棟 居
五十嵐

裁 美
文 武
秀 行
一 智

成年女子 大  阪

宮

井
中
増

崎
田

山
茂

克 巳
Jミ   T~
智香子
孝 枝

奈  良

谷

水
水

渡

口
り|
井
辺

ξL

妃佐子
泰 子
未奈子

Fl  111

河

尚

γ可

市

合 昭 博
野 ノヽ 重
口 奈緒美
橋 美 紀

少年男子

和 田 泰 寛
_Rr仲 尾 修 一
ノヽ 隊  永 谷 不口 也

福 り|1 禾口 也

育ヒ A‐
/1｀

権

大

中

藤
瓶

束
本す

浩 二
良

真 也
寿 史

石  川

彼 島 重 範
車   ,告  明
酒 井 忠 相
茶 谷 徳 靖

少年女子 福  岡

1尊

|キ

・
||

野 智 子
かお り

よ,  コ _  7
/]   "、    ~「

好 奈 緒

石  川

下口

田

舛

田

田

井

田

本寸

修

美 幸
恵

恵 理

西 上 正 一

↓ 7〔 福 水 麻 美
ノヽ

'′
X安

城 美 華

速 水 永 子

順  位
種  別

l イ立 2位 3位

成年男子 山

今 泉   勉
鈴 木 草麻生
今 井 糸己 夫
大 山 宏 司

見 嶋   昇
首 首  町 田 文 彦~́｀

須 賀 隆 弘

渡 辺 清 一

大  阪

松

′手

松

川

井

田

メ1・
回

山準
けl

生
ゴ=イヘ

充

士

成年女子

口   章
井 泰 子
田 治 子
橋 理 恵

奈  良

イド

水
松

市

和 弘
加奈子
千 尋
絵理子

磯 部
茨 城

英 宴

岩 松
宙  山

合 8召 博
野 人 重
口 奈緒美
石 由 美

河
1局

,可

明

少年男子

藤 浩 二
束 真 也
村 寿 史
見 祥 平

熊  本

権
大

中
茂

務
竜 彦
政 史
和 宗

埼 ||

関

橋
平
川

根

本・I

III

崎

彼 島 重 範

ズ lll酒 井 忠 相
'~り 茶 谷 徳 靖

山 下  淳

少年女子

樽 野 智 子

中 内 景 子

藤 本 乃 恵

松 尾 美穂子

吉 田 イ言 之
末 綱 聡 子

赤 尾 美 代

赤 尾 亜 希

う)大 埼  玉

藤   勝
熊 倫 子
口 絵 美
停 停

カロ

大

山

言身寸

|1頂 イ立

千重 別
l イ立 2 イ立 3位

成年男子

石 黒 之武久
霜 上 和 宏
花 田 政 文
大 束 忠 司

熊  本

勉

紀 夫
宏 司
大 助

富  山

´、

本

大
」=

泉

井

山

川

石

舛

`同―
■

ロ

場

田

水

川

神奈川

隆 雄
圭 太
隆 志
裕 輔

成年女子

宮 崎
大 阪 墨 池

1未

関 本

克 巳
めぐみ
かお り

祥 子

大 塚 三 佳
米 倉 加奈子
中 島 暁 子

大 坂 千 尋

茨 城

合 昭 博
本 青争 香
田 潤 子
「[ 円  ~r

,可

山

山
山

富  山

少年男子 ||〔

渋 谷
安 村
佐 藤
佐々木

実
康 介
翔 治
翔

八

権 藤 浩 二
茂 見 ネ羊 平
池 田 礼緒奈
土 田 真 義

熊  本 香  川

1司 野 佳 浩
宮 和 敬
田 丈 博
場   喬

111j

木

少年女子

明 神 憲 一

松 尾 美穂子
藤 本 乃 恵

脇 坂   郁

伊 東 幸
台し _ 田 上 千
月く ^ 

松 本 舞
野 口 理

雄
l青

子

力::

中 島 正 敏

虫 〒  陳   暁 効
`

打 工
大 下 詩 織

広 岡 まり香

-83-

福  岡

福  岡



順  位
種 月|」

位l 2位 3位

成年男子

今 泉   勉
菅 111 今 井 糸己 夫田 円  谷 内 貴 昭

大 山 宏 司

村 中 陽 介

`ヒ
 _ 花 田 政 文
照
^田 上 良 治

古 井 博 高

神奈川

隆 雄
」= +」ニ  メ|ヽ

隆 志
裕 輔

石

舛

`同‐
口

場

田

水

川

成年女子

下 鳥
」4 谷

蓄  愉  ^ 月

^ 
摯
 長  縄

岩 松

洋 樹
加奈子

美佳子

絵理子

喜 多   努
_Rr関 本 祥 子
入 Ⅸ

田 上 千 晴

西   宏 予

富  山

河 合 昭 博
山 本 静 香
山 田 潤 子
山 田 青 子

少年男子 束 只

渋 谷
佐 藤
佐々木

池 田

実

翔 治
翔

雄 一
富  山

形 英 明
日 佳 介
隆 夫
志 遠

山
川
米

劉

一 司
幸 平
」= +=L ノヽ
純

北海道

井

早
石

竹

ロ

坂

田

本す

少年女子 青  森

仁

栄理子

靖 代
調 珠

高

度

^
楊

屋

瀬

別府
富  山

麦 谷 正 二

田 本す 美 幸
今 井 幸 代

劉     晶

良 三
友 美
真鯉子

早也香

春 野

長 崎 :|::
宇 津

第 55回  平成 12年  2000年 とやま国体 富山県 高岡市民体育館 (総合優勝 富山県 )

第 56回  平成 13年  新世紀・みやぎ国体  宮城県  塩竃市体育館 (総合優勝 富山県)

第 57回  平成 14年 よさこい高知国体  高知県  南国市立スネ・―ツセンター (総合優勝 東京都 )

‘立
旧

¨
甲
″種

Ｌ
■
ム
Ｐ

工
立

成年男子

勉

助

太

司

大

圭

忠

泉

川

田
束

今

吉

舛

大

富  山

中

井

田

上

村

古

花

田

介

高

文
治

陽

博

政
良

本レ
¨̈
省
月

彪

尚

士

洋

生思
剛凹

條

村

井

谷賀

中

中

福

加

埼  玉

成年女子

一
子
美

希

新

悦
友

亜

村

本

田
尾

中
寺

松
赤

葉

一　

千

夫
子
澄
恵

一
裕
真
知

島
浦
木
津

一小
松
正
梅

一一　

成

一
　

　

　

■
，
′

一　

茨

博

子
幸
佳
一

昭
潤
美
知
一

合

田
村

伯

河

山

田
佐

山富

少年男子

実

仁

一
士
一

尚
雄
慎

谷
浦

田
開

渋
山
池
新

一　
　
二泉

一　

東

司
伸
史
也

貴

元
敦
知

屋
藤

　
上

大
斉

堤
井

玉埼

潤
生
博
平

峰
克
佳

祭
脇
原

戸
岩
長
鉦

森青

少年女子

仁

琳

子
代
理

藷

栄

靖

屋
　

瀬

府ロカ

高

楊

廣

今

青 森

二
都

晶

代

沙

庄

美

　

幸

田

伯

　

井

中

佐

劉

今

山一昌

之
衣

美

子衣

信
麻

一
麻

田
部

満

本

吉

服

倉

橋

ヽ
Ｊ
ノ
一ノ

大

1位

成年男子

勉

夫

太

司

紀

圭

忠

泉

井

田
束

今

今

舛

大

富  山

樹

哉

司
博
一

英

直

裕

正

川

澤

上

原

古

水

三
長

義

士

一
昭

哲

馨

孝

貴

辺

口
官

内

渡

川

一
谷

阪大

成年女子

一
香
美
希
一

新

静
友

亜
一

村

本

田
尾
一

中

山
松
赤

一一　

葉

一
　

千

並
川
縄
永
一

山
小
長
徳

一　
　
　
卜κ

・　
　

　

●
切

一　

官

正 人
尚 子
美佳子

圭_■_

良 子
加奈子

合

田
倉

信
洋
太

一

良

公
健滋 賀

落

岩
米

田

山
数

口

里予

東  京

少年男子
雄
慎
洋
一

谷
田
開
木
一

渋
池
新
高

一只

・　

東

実

士
■,
¬
~

司
也
祐
巳
一

貴
知
駿
克

屋
上
山
井

一天

丼
秋
新

一　
　
玉埼

少年女子 青 森

仁

栄理子

靖 代
知 子

高

廣

今

小

屋

瀬

府

りp

治

侑

舞

佳
一

伸

　

　

裕

藤

田
藤

一尾
脇

後

林

一
　

　

　

●
■

一　
　
　
Ｌ
「

一一
　

岐

裕

美

優

希

貴

朝

　

咲

田
鳴

山
村

常

田
平

松

城宮
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3位

千薔  男||
2 イ立 3位

北海道



」
■
ム
＝ll曖

種
1位 」

ι
ホ
ロ

」
ι
ホ

¨
●
０

成年男子

嶋

田
山

水

保

見

久

片

清

東  京

昇

三

哉

裕

雄

卓 岡  山

弘

記

久

一

道

大

勝

浩

原

川

崎

伯

藤

松

尾

佐

雄

篤

平

道

利

　

洋

知

田
井

下

木

原

草

山

鈴

城官

成年女子

一
子
美

希

新

悦

友

亜

村

本

田
尾

中

寺

松
赤

葉千

人
子
子
子

佳

正
尚
美
幸

並
川
縄
永

山
小
長
徳

城宮

宏

子

子
代

彰

聡

景

幸

井

綱
内

井

今

末

中

今

本し

ヽ

育

ハ

少年男子

信
太

一
平

良

健
賢
修

上

野
川
崎

藤

数

早
早

賀滋

徳

平
生
森

重
洋
善

林

木

川

小

高

堀

林

一只束

司
介

明

克

貴

祐

俊

俊

屋

尾

田
形

大

中

黒

宗

玉埼

少年女子

裕

優

希

よさ

貴

　

咲

ま

田
山
村

植

常

平

松

麻

官 城 青 森

仁

子
紀

里

佑

知

美

香

屋
柳

澤
府ロカ

高

小
藤
今

参

美

順

みレ」

勇
征
美

ひ

藤
村

田

工
吉

前

岡

本
＾
月
〔

第 58回  平成 15年   NEW!!わ かふじ国体 静岡県 富士宮市民体育館 (総合優勝 東京都 )

第 59回  平成 16年 埼玉県 久喜市総合体育館 (総合優勝 埼玉県 )

第 60回  平成 17年  晴れの国おかやま国体  岡山県 岡山市総合文化体育館 (総合優勝 埼玉県)

彩の国まごころ国体

|lri 位

種 号|」
1位 2位 3位

成年男 子

今 泉   勉
菅 .h 舛 田 圭 太
員 四  大 束 忠 司

大 束 真 也

英
岡」

7羊

彪
■
`ζ■

士

介

中 條

埼 玉
層 昇

中 西

北海道

小

松

竹

長

倉
本
オす
原

「笙 ■1

1ilt

l専正

成年女子

今 井

熊 本
奄 想

前 田

彰
聡
ク子
美

==∠ヘ

子
しヽ
フく

|1贋

山 並 正 人

菅 扮  小 り|1 尚 子口 場  長 縄 美佳子
平 山   優

束 ,■

子

幸

里

代

岩 田 良
田 井 美
媚 山 映
今別府 靖

少年男子 東 只

渋

藤

堀

両

谷

田

川

階

i■

ク||

実

生

生

也

帰 山
遠 藤
山 田
小松谷

禾ロ

由
言〕

輝

埼  玉

好
大

手日

藤

早

早

川

′
I Fi

]ア
■
~

士

良

賢

修

岡」

滋  賀

L
川

崎

下

少年女子

高 屋   仁
今別府 香 里
本 間 ちさと

藤 井 瑞 希

青  森

名 倉 康 弘
駄 丁 高 橋 沙 織
打 工

井 上 春 奈
李   舒 静

常 田 貴 裕
松 村 :1)t 希
麻 植 まさよ

大 阪 あ や

官 城

順 位

種  別
1 位 2位 3 イ立

成年男子

荒 木   純
菅 |11 舛 田 圭 太田 円  大 束 忠 司

大 東 真 也

英

岡」

洋

埼  玉

中

山
,Fテ■コ

中

條

田

井

西

彪
■ι
る■

士

介

町

松

川

`同

田

本

国

水

東  京

文 彦
徹

馨 士
裕

成年女子

尾 藤 イ申 治
1+直  後 藤  愛
収 早  脇 田   侑

吉 村 征 美

今 井 彰 宏

“
十 末 綱 聡 子スヨ ↑
今 井 幸 代
前 田 美 順

大  阪

谷 内
脇 坂
多 谷
今別府

貴 昭
郁

郁 恵
香 里

少年男子

大 屋 貴 司

掛 千  林   純 司~Ⅲ ~三
橋 智 希

上 田 拓 馬

西 崎
佐 伯
三 宅
米 元

岡  山

文 貴
祐 行
達 也

上 良 信
崎 修 平
中 昭 太
下 剛 士

滋 賀

藤

早

田

川

少年女子

高 屋   仁
本 間 ちさと
藤 井 瑞 希
垣 岩 令 佳

青 森

田部井 秀 郎
井 上 春 奈

富 永 翔 子

作 山 智 美

埼  玉
浩 明
麻亜子
恵

なつき

車

石川看鼻
南 出
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順  位
千電 別

1位 2位 3位

成年男子

~~~~今
 泉   勉

営 111 丼 田 圭 太
'日
 円  大 束 忠 司

劉   志 遠

中 條   彪
状 〒 仲 尾 修 一
打 工

井 上 知 也

山 田 和 司

秋  田

鈴 木
佐々木
西 浦
鉦

理  之
翔

和 広
佳 平

成年女子

小 室 恭 子

ょ 下  岩 脇   史
村 工  大 熊 倫 子

広 岡 まり香

彰 宏
好 美
幸 代
ひとみ

今 井
省♭ ★  幡 谷パk ↑  今 井

岡

尾 藤 イ申 治
.(汁 自 後 藤  愛
収 早  脇 田   侑

吉 村 イ正 美

少年男子 埼  玉

大 屋
上  田
田 児
佐々木

貴 司
拓 馬
賢 一
啓

,百  ++
ヽ日 ′r

フL

直 弘
里 司
勝 平

木戸口

松 川
笹 木
り|1  本す

権 藤 浩 二

化 +武 山 修 三
月く ^ 

嘉 本寸 健 士
園 田 啓 悟

少年女子

車   浩 明
デ |‖  樽 野   恵徊 ′ll 

木 本す 唯 菜
南 出 さ き

真 人
瑞 希
理 恵
令 佳

目 森

藤 田
藤 井
佐々木

垣 岩

埼  玉

田部井
大 森
三 木
中 森

秀 郎
舞

佑里子

理 紗

第61回  平成 18年  のじぎく兵庫国体  兵庫県  宝塚市立総合体育館 (総合優勝 埼玉県)

第 62回  平成 19年  秋田わか杉国体  秋田県  美郷総合体育館 (総合優勝 秋田県)

第 63回  平成 20年 チャレンジ !おおいた国体  大分県  日田市総合体育館
(総合優勝 東京都・熊本県・富山県・青森県)

|1贋 ′ヽ

種 Bll

1位 2位 3位

成年男子 秋  田

か△. +
シp  /1｀

佐々木

菅 野
今■
"■

1

理 之
翔

俊 助
佳 平

^ 
百

7  項融

冨山 脈笛典
警

ュリ    十  ・
菊 田撻 E

滋 賀

良 之
健 太
賢 一
修 平

γ酉

数

早

早

,|
里予

川

崎

成年女子

和 田   修
τ l‖ 田 井 美 幸
徊
"1梅 津 知 恵

樽 野  恵

鈴 木 康 修

ェし m三 好 奈 緒
仏 口

金 上 路 子
下 崎   彩

神奈川

鶴 見 和 彦
坂 田 雅 美
伊 東 百J 奈
内 藤 真 実

少年男子

~   
大 屋 貴

ょ 〒  松 丸 一
打 工  田 児 賢

不日 田 周

司

輝
熊  本

権 藤
嘉 村
園 田
今給黎

,生  ~

`,1  -
健 士
啓 悟
将 之

木戸ロ

松 浦 正
千 京 尚
坂 井 哲

ウ●,  +■
下口  ′
「

輝

」子
也

少年女子

田 真 人
岩 令 佳
井 快 枝
本 由 衣

青  森

藤
蝙

内

橋

石  川

車   浩 明
桜 井 みどり
村 上   彩
三 谷 美菜津

憲  一
十  立
メ_ ロ
イちて

さやみ

明 神

福岡遷唇
古 賀

順  位
種 号ll

1位 2位 3位

成年男子

木   純
田 典 靖
士  :■
′し  ` 人こ

財 和 輝

山

セ讐

f「ア■~

劉

古

笹 林 義 春

古 昔 早 坂 幸 平^′ '｀ 廣 部 好 輝

岩 脇 峰 生

中 西 洋 介

ょ 下 井 上 知 也
打 工  上 田 拓 馬

松 丸 一 輝

成年女子

今 井 彰 宏

能 大 幡 谷 好 美′'=↑ 藤 井 瑞 希
垣 岩 令 佳

原 田 利 雄
ル 円 三 好 奈 緒ν` 円

金 上 路 子

楠 瀬 由 佳

栂野尾

今別府

伊 東
野尻野

東 只

昌 一
靖 代
可 奈
匡 世

少年男子

義 ,告

純

憲

北 島

福 岡
奄 蛤

原 田
拓

不口

滋 賀

藤
矢

オす
宇

上

部

上

野

良 信
拓 也
俊

賢 人

戸 祭   潤
書 本  北 島   翼‐ ^ 

吉 田 尚 弘
櫻 庭 弘 貴

少年女子

田 所

宮 城
雇 譲
松 友

光 男
ネL 華
冴 香
美佐紀

藤 田

青森 情 杏
木  九

佐 藤

真

由
/」ヽ

人

衣

春

楓

大阪 更後
福 万

尚 嗣
友 理
あすみ
尚 子
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||11 位
|千

11 男|」
1位 2位 3位

成年男子 東 京

笹 林 義 春

廣 部 好 輝

岩 脇 峰 生

山 田 和 司

熊 本

村 中 陽 介

武 山 修 三
園 田 啓 悟
嘉 オ寸 健 士

宮 城

草 井   篤
菊 田 健 一
佐 藤   黎
木 戸 道 治

成年女 子 岐 阜

山 田 青 子
後 藤   愛
脇 田   侑
江 藤 理 恵

秋 田

原 田 利 雄
金 上 路 子
三 好 奈 緒

楠 瀬 由 佳

大 阪

谷 内
森

今別府

関 谷

貴 昭
かお り

香 里
真 由

少年男子 埼 玉

大 屋 貴 司

星 野 翔 平

小 林   晃
長谷川 達 也

熊 本

権 藤 浩 二

嘉 村 昌 俊
坂 中 賢 太
平 山 涼 介

東 京

小

間

局

鄭

林

瀬

岡

重 徳
俊 介
透 平
」= ′ヽ,= ノ|

少年女

`
青 森

藤 田 真 人
佐 藤   楓
田 中 志 穂
市 丸 美 里

石 川

車
三 谷
平 野
三 納

浩 明
美菜津

華 梨
英莉佳

富 山

麦 谷
古 西
高 橋
中 尾

正 三
佳那 子

沙也加

佳 淑

第 64回  平成 21年  トキめき新潟国体  新潟県  五泉市総合会館 (総合優勝 東京都 )

第 65回  平成 22年  ゆめ半島千葉国体 千葉県 野田市関宿総合公園体育館、野田市総合公園体育館
(総合優勝 埼玉県)

第 66回   平成 23年  おいでませ !山 口国体  山口県 光市総合体育館 (総合優勝

順  位
f重  男|」

1位 2位 3位

成年男 r 千 葉

里予

佐

山

川

村 不口 弘
藤 翔 治
回 公 洋
内 崇 士

東 京

坂 本 修 一

度 部 好 輝

池 田 雄 一
佐 イ白 祐 行

富 山

荒 木   純
古 財 和 輝
橋 本 博 且

黒 瀬 尊 敏

成年女子 岐 阜

山

後

脇

江

田 青 子
藤   愛
田   侑
藤 理 恵

石 川

和 田   修
田 井 美 幸
樽 野   恵
伊 東 可 奈

兵 庫

酒

木

小

大

井 将 之
村 早 紀
椋  しのぶ
迫 晴 加

少年男 F 埼 玉

大 屋 貴 司
和 田 治 久
竹 内 宏 気
竹 内 義 憲

福 島

大 堀
桃  田
松 居
小 森

均

賢 斗
圭一郎

洋 佑

大 阪

有
本目

小

佐

田 圭 一
和 勇 輝
高 拓 也
野 拓 磨

少年女子 埼 玉

大

中

小

奥

高 史 夫
村 梨 沙
橋   霞
原 希 望

愛 知

下  込
山挙

興 猶
城 口

貞 司
歩 美
くるみ

優里花

富 山

麦 谷
高 橋
古 西
中 尾

正  三
沙也加

佳那子

佳 淑

順 位
置

， 男lj
1
Ｌ
ι
ム
に 2位 3 位

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子
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競 技 言己 録

種   別
―
ID―

試 合番号

籠重   男ll

―
S―

S―

D

―
ID―

―
S―

試合番号

種   別

試合番号

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一

一

一

一

一

一

一

一
一

一
一

一
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バ ドミン トン競技会場及び練習会場案内図
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競技会場会場周辺配置図
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競技会場配置図 1階
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競技会場配置図 2階
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練習会場の使用について

1 練習会場
会場番 号 練習会場名 コー ト数

第 1練習会場 光高等学校体育館
´
０

第 2練習会場 光丘高等学校体育館
´
０

第 3練習会場 山口県スポーツ交流村体育館 4

第 4練習会場 サン・アビリティーズ光体育館
つ
Ｊ

第 5練習会場 光市勤労者体育セ ンター体育館
〔
６

第 6練習会場 光市スポーツ館体育館
Ｒ

）

第 7練習会場 武 田記念体育館 い
０

2 練習会場の使用方法
(1)各 練習会場には受付を設けてお ります。受付で使用申込みをしてか ら、係員の

電話等 に よる練習 場使用の事前予約

は受け付けていません。

指示に従い練習を行って ください。なお、

必ず、練習会場に行き受け付けをして ください。

(2)各都道府県代表チームであることが判別できる服装でご来場 ください。
(3)貴 重品ほか個人及びチームの所有物は、各 自及びチームで責任を持って保管 し
てください。また、下足 も各自で保管するようにお願いします。

(4)ゴ ミは各自でお持ち帰 りください。
(5)バ ス等の大型車両の乗 り入れ ができない練習会場があ ります。大型車両で移動
される場合、事前に光市実行委員会にお問い合わせの うえ、最寄 り駐車場等の確

認をしてください。

3 練習会場開設期間における各日の使用について
(1)割 り当て練習を除き練習時間は原則 として 1チーム 1コ ー ト1時間とします。
ただし、空きコー ト待ちのチームがない場合は、練習終了後、再受付により引き

続き使用できます。

(2)練習会場の開設 日時、割 り当て練習、プロック指定等の詳細は、「練習会場使用
日程表」でご確認 ください。

4 各練習会場の使用上の注意点について
(1)第 1練習会場 (光高等学校体育館 )
① 学校敷地内は全面禁煙です。喫煙は学校敷地外でお願いします。なお、学校敷
地外での喫煙の際も吸殻等の投げ捨てはしないでください。

② 学校敷地内へのタクンー及び乗用車の乗入れについては、 10月 5日 (水 )～
10月 7日 (金 )は多数の生徒がいるので、十分気をつけてください。車両で移
動する場合、指定された車両駐車区域に駐車するようにし、車両駐車禁止区域に

は絶対に駐車 しないでください。

マイクロバス (中型 自動車)で乗 りまた、

-93-

入れる場合は、練習会場の係員の指



③

示に従い指定 した駐車スペースに駐車 してください。

体育館以外の建物への立入 りは禁上です。あらかじめ概要図を確認 し、立ち入

り区域には絶対に立ち入 らないでください。

体育館に併設 した トイ レ、更衣室は使用できます。

体育館内での水分補給は可としますが、食事は禁止です。

10月 6日 (木 )～ 10月 7日 (金 )は通常授業を行っていますので、授業の

妨げにならないようにご協力ください。

④

⑤

⑥

(2)第 2練習会場 (光丘高年学校体青館 )
① 学校敷地内は全面禁煙です。喫煙は学校敷地外でお願いします。なお、学校敷
地外での喫煙の際も吸殻等の投げ捨てはしないでください。

② 学校敷地内へのタクシー及び乗用車の乗入れについては、 10月 5日 (水 )～
10月 7日 (金 )は多数の生徒がいるので、十分気をつけてください。車両で移

動する場合、指定された車両駐車区域に駐車するようにし、車両駐車禁止区域に

は絶対に駐車しないでください。

クロバ ス (中 型 自動車)で乗 り入れる場合は、練習会 の係員の指また、マイ

⑤

⑥

示に従υヽ指定 した駐車スペーを二駐車 してください。

③ 体育館以外の建物への立入 りは禁上です。あらかじめ概要図を確認 し、立入禁

止区域には絶対に立ち入 らないでください。

体育館に併設 した トイ レ、女性用更衣室は使用できます。男性は更衣スペース

で更衣を行ってください。

水分補給、飲食はア リーナ外でお取 りください。

10月 5日 (水 )～ 10月 7日 (金 )は通常授業を行っていますので、授業の

妨げにならないようにご協力ください。

校内の自動販売機の利用は禁上です。

④

⑦

(3)第 3線習会場 (山 口県スポーツ交流村体育館 )
① 本会場は、 10月 5日 (水 )ま でセーリング競技会会場となっており、会場の
仮設物等の撤去作業が行われておりますので、車両の乗り入れ等には十分ご注意

ください。また、指定された車両駐車区域に駐車するようにし、車両駐車禁止区

域には絶対に駐車しないでください。

② 施設内は全面禁煙です。喫煙は施設外の指定の場所でお願いします。なお、施
設外での喫煙の際も吸殻等の投げ捨てはしないでください。

③ 体育館以外の施設への出入りは禁上です。あらかじめ概要図を確認し、立入禁
上区域には、絶対に立ち入らないでください。

④ 水分補給、飲食はアリーナ外でお取りください。
⑤ 体育館に併設した トイレ、更衣室は使用できます。

(4)第 4練習会場 (サン・アビリティーズ光体育館 )
① 施設内は全面禁煙です。喫煙は施設外の指定の場所でお願いします。なお、施
設外での喫煙の際も吸殻等の投げ捨てはしないでください。
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② 車両で移動する場合、指定された車両駐車区域に駐車するようにし、車両駐車
禁止区域には絶対に駐車しないでください。

ロバス (中型 自動車)で乗 り入れ る場合は、練習会場の係員の指また、マイク

示に従い指定 した駐車スペースに駐車 してください。

③ 水分補給、飲食はロビーでお取りください。
④ 体育館に併設したトイレ、更衣室は使用できます。

(5)第 5練習会場 (光市勤労者体育センター体育館 )
① 施設内は全面禁煙です。喫煙は施設外の指定の場所でお願いします。なお、施
設外での喫煙の際も吸殻等の投げ捨てはしないでください。

② 車両で移動する場合、指定された車両駐車区域に駐車するようにし、車両駐車
禁止区域には絶対に駐車しないでください。

ロバス (中型 自動車)で乗 り入 れ る場 合 は 練習会場の係員の指また、マイク

示に従い指定した駐車:塾_昼―ネ1こ堕車堕てく_ださしL
③ 水分補給、飲食はロビーでお取りください。
④ 体育館に併設したトイレ、更衣室は使用できます。

(6)第 6練習会場 (光市スポーツ館体育館 )
① 施設内は全面禁煙です。喫煙は施設外の指定の場所でお願いします。なお、施
設外での喫煙の際も吸殻等の投げ捨てはしないでください。

② 車両で移動する場合、指定された車両駐車区域に駐車するようにし、車両駐車
禁 111区域には絶対に駐車しないでください。

また、マイクロバス (中型自動車)_で乗 り入れ_こ墨合_は、量習会場の墨量の指

示 |こ従い指定 した駐車スペースにt=し てください.(文化セ ンター庄
=爆
)_

③ 水分補給、飲食は2階観覧スペースでお取りください。
④ 体育館に併設したトイレ、更衣室は使用できます。

(7)第 7練習会場 (武田記念体育館 )
① 施設内は全面禁煙です。喫煙は施設外の指定の場所でお願いします。なお、施
設外での喫煙の際も吸殻等の投げ捨てはしないでください。

② 車両で移動する場合、指定された車両駐車区域に駐車するようにし、車両駐車
禁止区域には絶対に駐車しないでください。

型 自動車)で乗 り入れる場合は、練習会場の係員の指また、マイクロバス (中

示に従い指定 した駐車スペースに駐車 してください。

③ 体育施設内の他スペースは他の利用者もいます。専用使用施設ではありません
のでご注意ください。

④ 体育館内での水分補給は指定の場所でおとりください。
⑤ 食事は施設内のラウンジでおとりください。
⑥ 施設内の トイレ、更衣室は使用できます。
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練習会場使用日程表

Ｉ

Ｃ
Ｏ

Ｉ

会場名

期日・時間
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光高校体育館 光丘高校体育館
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第 1練習会場概要図 (山口県立光高等学校 )
練習会場所在地 :光市光井6丁目10番 1号

練習会場開設時連絡先 :09● 1702-8836
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ブール

第 2練習会場概要図 (山口県立光丘高等学校 )
練習会場所在地 :光市浅江光丘1660番地

練習会場開設時連絡先 :090-1702-8949
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第 3練習会場概要図 (山 口県スポーツ交流村体育館 )
練習会場所在地 :光市光井2丁 目19番2号

練習会場開設時連絡先 1090-1702-8982
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第 4練習会場概要図 (サ ン・アビリティーズ光)
練習会場所在地 :光市室積沖田6番 1号

練習会場開設時連絡先:090-1702-9317
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第 5練習会場概要図 (光市勤労者体育センター )
練習会場所在地 :光市浅江7丁 目14番 1号

練習会場開設時連絡先 :09← 1702-9633
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第 6練習会場概要図 (光市スポーツ館 )
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第 7練習会場概要図 (武田記念体育館 )
練習会場所在地 :光市中央4丁 目16番

練習会場開設時連絡先:090-:703-0237
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競 技 上 の 注 意

本競技会は、公益財団法人日本バ ドミン トン協会平成 23年度競技規則、大会運営規
程及び公認審判員規程により行います。

2 オーダー用紙は、当該試合開始時刻45分前までに、監督がオーダー交換所へ提出し
てください。

しかし、45分前の時点で現に試合が継続 している場合は、試合終了後すみやかに提
出してください。指定時刻までに提出されない場合は「棄権」とみなします。

(1)オーダー交換は、オーダー交換所で競技審判副部長立ち合いのもと行います。

※予備のオーダー用紙は、オーダー交換所に用意してあります。

(2)オーダー用紙は、初回試合用を監督会議時に配布します。

(3)試合終了後、勝利チームに次試合用のオーダー用紙を主審から配布 します。

3 勝敗は、 2点先取方式とし、勝敗決定後の残 りの試合は行いません。

監督・選手は、試合開始予定時刻 20分前に選手集合所に集合して、招集委員の確認

を受け指示に従ってください。

ただし、現に試合を継続 している監督・選手は試合が終了次第選手集合所に集合して、

招集委員の確認を受け指示に従ってください。この場合、前の試合が終了して 15分後

に次の試合を開始します。

5 コー トヘの入退場については、主審の指示に従ってください。

コー ト入場後の公式練習は、当該試合の組み合わせ若番号のチームからとし、時間は

3分間とします。

シャ トルは試打 してありますので、選択は認めません。

※シャ トルの交換については、主審の許可を得てください。

8 インターバルは、競技規則第 16条第 2項によります。
インターバル中、コー トに入ってもよいのは当該選手の外、ベンチ入 りしている 2人

までとしますが、「20秒」のコールがなされたら、当該選手以外の方は速やかにコー

トから離れてください。

なお、第 1ゲームと第 2ゲームの間及び第 2ゲームと第 3ゲームの間並びに第 3ゲー

ムのインターバルでは、選手がエンドを替えた後に入るようにしてください。

同一選手による連続試合の場合は、ウエアの着替えのみ認めますが、その場合は必ず

主審に申し出てください。

4

´
０
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）
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10 試合が遅れている場合は、コー トを並行して試合を行 うことがあります。

※第 2シ ングルス戦に同一選手が連続 して試合を行 う場合は、ダブルス戦の試合が終

了して 10分後に開始 します。

11 試合進行の都合により、コー トを変更する場合があります。

12 試合中にコー ト内で事故が生じた場合、コー トに入ることを許されるのは、競技役員

長または競技審判部長が必要と認める医療役員・競技役員に限られています。

13 競技に際しては、上衣の背面中央に必ず都道府県名のみを明示 (文字は、上衣の色と

明確に区別できる文字色の漢字)してください。

また、試合前の練習を含め、ベンチに控えている際にも都道府県名の分かるジャージ

またはウエアを着用してください。

14 水分の補給について、主審の指示に従ってください。

(1)蓋付のボ トルのみ使用を許可します。
(2)ベ ンチ内の給水ボ トルは必ずバック等に保管しておいてください。
※クーラーボックスの持ち込みはご遠慮ください。また、氷のうの使用はインタ

ーバル中のみ認めます。使用後は必ずバッグ等に保管してください。

15 各試合 (ダブルス又は、シングルス)終了時には、勝敗に関係なく、主審及びサービ

スジャッジと握手することを心がけてください。

16 競技場内では、携帯電話の電源を切るか、マナーモー ドにしてください。

17 その他、競技実施要項を遵守してください。
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1

審 判 上 の 注 意

審判員は、公益財団法人日本バ ドミン トン協会平成 23年度競技規則、大会運営規程

及び公認審判員規程にのっとり厳正に競技を運営する。

競技規則の第 9条 (サービス)、 第 13条 (フ ォル ト)、 第 16条 (プ レーの継続、不

品行な振舞い、罰則)については、厳正に判定する。

すべてのグーム中に、一方のサイ ドのスコアが 11点になったとき、 60秒を超えな

いインターバルを認める。また、第 1ゲームと第 2ゲームの間、第 2ゲームと第 3ゲー

ムの間に 120秒 を超えないインターバルを認める。 [競技規則第 16条第 2項 ]

プレーヤーは、どんなことがあっても、体力や息切れを回復できるように、または、

ア ドバイスを受けるためにプレーを遅らせてはならない。 [競技規則第 16条第 4項 ]

ラケットの破損、ス トリングスの切断等のためラケットを交換する場合、あるいは、

靴の紐を締め変える場合などは、主審の許可を得て指示に従わなければならな
い。

プレーヤーがマッチ (試合)中 にア ドバイスを受けることができるのは、シャ トルが

インプレーでない場合に限る。 [競技規則第 16条第 5項 (1)]

監督・選手などが、インプレー中に選手 (プ レーヤー)に対 して、助言・指導するこ

とは認められない。

プレーヤーは、競技規則第 16条第 2項のインターバルを除き、マッチ (試合)が終

了するまで、主審の許可なしにコー トを離れてはならない。 [競技規則第 16条第 5項

(2)]

マッチ (試合)中、プレーヤーが汗拭きやそれに伴 う水分補給などのため、プレーが

中断しない範囲内でコー トを離れる場合でも、主審の許可を得なければならな
い。

競技の品位を保つため、色付着衣を使用する場合は、公益財団法人日本
バ ドミン トン

協会の審査合格品とする。 [大会運営規程第 22条 ]

プレーヤーが競技規則第 16条第 4項 (1)、 第 5項 (2)、 第 6項に違反した場合、

主審は違反したサイ ドのプレーヤーに警告し、一度警告を受けた後、再び違反した場合

は、そのサイ ドにフォル トを宣言する。一つのサイ ドによる二度目のフォル トは執拗な

違反と見なす。日に余る不品行な振舞い、執拗な違反、第 16条第 2項の違反には、そ

の違反 したサイ ドをフォル トとし、直ちに競技役員長に報告する。 [競技規則第 16条

第 7項 ]

主審は、もし線審が明らかに間違ったコールをしたと確信する場合には、線審の判定

を変更することができる。 [競技規則第 17条第 5項 ]

，
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10 審判員の判定に対 して疑間がある場合は、当該プレーヤーと監督に限 り、主審に対 し

て 「質問」することができる。ただし、「抗議」あるいは 「異議」であってはならない。

[大会運営規程第 35条 ]
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昼食弁当斡旋のご案内

「第66回国民体育大会バ ドミントン競技会」に参加される選手・監督、視察員・報道員

の昼食弁当を斡旋します。ご希望の際は指定の期日までにお申し込み願います。

1 斡旋期間
平成 23年 10月 7日 (金)～ 10日 (祝・月)

2 弁当料金
945円 /個 (お茶付き、消費税込み)

申込方法

競技会2日 目以降 《10月 8日 (土 )～ 10日 (祝・月)分》の弁当の申込みをされる場合、

斡旋希望日前日の午前 11時から午後 3時 までに、競技会場弁当引換所で所定の手続きの

うえ、代金を添えてお申し込みください。

なお、 10月 7日 (金 )と 10月 8日 (土 )分の弁当の申込みは斡旋済みです。

(10月 8日 (土)分は、事前申込、会場申込どちらでも申込ができます。)

4 弁当の引換方法申込方法

(1)競技会場の弁当引換所にて、弁当引換券と引き換えに弁当を受取ってください。

なお、申込みをされた引換日以外での引換はできません。

(2)弁当引換時間は、午前 11時～午後 1時 までです。

5 お願い
(1)お弁当は引換え後お早めにお召し上がりください。

(2)弁当の持ち帰りはしないでください。

(3)弁当空き容器は必ず午後 3時 までに弁当引換所へ返却ください。

(4)弁当引換券及び弁当代金領収書の再発行はいたしません。

(5)宿舎での斡旋弁当の申込は取 り扱っておりませんのでご注意ください。
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医療救護のご案内

1 傷病者が発生したとき
(1〉 競技会場で傷病又は発病したとき

ア 競技会場には 「救護所」を設置し、医師、看護師、係員が対応します。
イ 救護所は会場内に「看板」等により所在を示しています。
〈2)練習会場で傷病又は発病したとき

練習会場には簡易な救護薬品を備えておりますので、傷病者が発生した場合には、練習会

場係員に申し出てください。

(3)宿舎で傷病又は発病したとき

直接宿舎に申し出て、医療機関の紹介をしてもらうか、緊急な場合は救急車の手配を依頼

してください。なお、医療機関に移送する場合、必ずチーム関係者が同行してください。

2 治療の受け方

(1)救護所では、応急処置及び簡易な手当てを行います。また、傷病者を医療機関に移送する

必要がある場合は救急車等の手配を行います。移送する場合は、必ずチーム関係者が同行し

てください。なお、医療機関で受診する場合は、救護所で交付する「診療依頼書兼処置記

録」及び「保険証」を医療機関へ提示してください。

(2)診療が終了しましたら、処置結果等その後の状況を速やかに競技会場内実施本部医療救護

班にご連絡ください。なお、夜間は実施本部との連絡が取れない場合がありますので、その

場合は翌日にご連絡ください。

(3)宿舎において傷病又は発病をし、医療機関で治療を受ける場合は、チーム関係者が同行の

うえ「健康保険証」を提示してください。

3 医療費の負担
(1)救護所で行う応急処置及び簡単な手当て並びに救急車の利用に要する費用は無料です。

(2)医療機関で治療を受けた費用は受診者の負担となりますので、必ず 「健康保険証」を持参

してください。 「健康保険証」を提示しないで受診した場合は、医療費の全額が受診者負担

となります。また、医療機関までタクシー等を利用した場合の費用も、自己負担となります。
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第66回国民体育大会(おいでませ !山口国体)バ ドミントン競技会輸送のご案内

おいでませ !山 口国体光市実行委員会

第66回国民体育大会 (おいでませ !山口国体)バ ドミントン競技会期間中の実行委員
会による選手、監督の皆様の輸送についてご案内します。

1 タクシー
(1)利用できる期間
平成 23年 10月 4日 (火)～ 10月 11日 (火 )
(2)利用できる区間 (光市内のみ)
① JR光駅、市内宿泊施設、練習会場 (7箇所)、 光市総合体育館の間です。
② ①以外の区間を利用した場合の料金は、利用者の負担です。
③ 監督会議、開始式会場への利用はできません。
監督会議。開始式会場へは、宿泊施設から専用のシャトルバスを利用していただ

きます。 (監督会議、開始式会場となるホテル松原屋はJR光駅より徒歩 3分です)
(3)利用方法
① 乗車にはおいでませ !山 口国体光市実行委員会が事前に発行した「タクシー乗券」
が必要です。「タクシー乗車券」はチームに対して配付します。

利用できるのは選手及び監督に限ります。同行のスタッフ等は利用できません。

② 利用できるタクシー事業者は、おいでませ !山口国体光市実行委員会が指定した
光市内のタクシー事業者に限ります。

③ タクシーの予約は、利用時にタクシー乗車券に記載してあるタクシー会社に利用
者が直接予約してください。競技会場、練習会場で料金が発生する待機については

自己負担の取扱いとなります。(利用時間が決まっている場合は、早めの予約をお願

いします。特に早朝の利用は前日の予約をお願いします。)

④ 乗車時にタクシー乗車券を持っていない場合は、自己負担での乗車となります。
(4)タ クシー乗車券の発行
1 10月 4日 (火)～各種別1回戦までのタクシー乗車券は、今回の調査に基づき

発送します。(9枚 )

② l回戦以降は、勝ったチームに対して次の試合のタクシー乗車券を競技会場内実
施本部総務係で発行します。(1回 5枚)

2 シャトルバス
(1)10月 6日 (木) 監督会議・開始式のための輸送を行います。
① 行き

【運行区間】

市内宿泊施設又は近辺の指定集合所からホテル松原屋までのバスを運行します。
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【運行時刻】
市内宿泊施設又は近辺の指定集合所を13時 40分～14時 15分の間に出発しま

ヨ ー

,

ホテル松原屋に14時 20分頃に到着します。
・監督会議 14時 30分 ホテル松原屋
・開 始 式 16時    ホテル松原屋
帰り

【運行区間】
ホテル松原屋から市内宿泊施設又は近辺の指定集合所までのバスを運行します。
【運行時刻】
ホテル松原屋を17時に出発し、 17時 05分から17時 40分の間に市内宿泊施
設に到着します。

(2)シ ャトルバスの運行 (一般観覧者等利用)
① 運行期間  10月 7日 (金)～ 10月 10日 (祝・月)
② 運行区間  JR光駅⇔光市総合体育館
運行時刻  競技会場輸送交通係、光駅設置総合案内所でご確認ください。
(概ね30分間隔での運行です。)

3 持込車両等
(1)競技会場
選手・監督

駐車場を用意します。あらかじめ駐車証を発行します。駐車証が缶い場合は一般
駐車場へのご案内となります。
(2)練習会場
① 指定の駐車場をご利用ください。
(3)宿泊施設
① 宿泊施設へお問い合わせください。

4 輸送交通に関するお問い合わせ
(1)10月 6日 (木)までは、おいでませ !山口国体光市実行委員会事務局にお問い合
わせください。

(2)大会期間中は、競技会場輸送交通係 (タ クシー乗車券については、実施本部会場総
務係)にお問い合わせください。
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名  称 所 在 地 連 絡 先

光市実施本部 (光市現地本部 ) 光市大字光井 1941番 地 1
TEL 0833-71-4()61

FAX 0833-72-4065

光市競技・記録本部

(山 口県バ ドミントン協会現地本部 )
光市大字光井 1941番地 1

TEL 090-1702-4875

FAX 0833-71-4067

光市総合体育館事務室 光市大字光井 1941番地 1
TEL 0833-72-9100

FAX 0833-72-9550

【競技会場及び表彰式会場】

【おいでませ !山口国体光市実行委員会】

【監督会議・審判会議・開始式】

名  称 所 在 地 連 絡 先

ホテル松原屋 光市虹ケ浜三丁目9番 16号 0833-71-0047

【練習会場】

【関係機関】

名  称 所 在 地 連 絡 先

おいでませ !山口国体

光市実行委員会事務局

(国体推進課事務所)

光市中央六丁目26番 5号
TEL 0833-74-36()6

FAX 0833-72-2614

名  称 所 在 地 連 絡 先

第 1練習会場

山口県立光高等学校
光市光井六丁目 10番 1号

係員

携帯
090-1702-8836

第 2練習会場

山口県立光丘高等学校
光市大字浅江 1660番地

係員

携帯
090-1702-8949

第 3練習会場

山口県スポーツ交流村
光市光井二丁目19番 2号

係員

携帯
090-1702-8982

第 4練習会場

サン・アビリテイーズ光

係員

携帯
090-1702-9317

第 5練習会場

光市勤労者体育センター
光市浅江七丁目 14番 1号

係員

携帯
090-1702-9633

第 6練習会場

光市スポーツ館

係員

携帯
090-1703-0073

第 7練習会場

武田記念体育館
光市中央四丁目16番

係員

携帯
090-1703-()237

名  称 所 在 地 連 絡 先

光警察署 光市中央二丁目 1番 14号

光地区消防組合通信指令室 光市光井六丁目16番 1号
0833-74-5604

【緊急 119】
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競技会関係機関電話番号等一覧表

光市室積沖田 6番 1号

光市光井九丁目18番 4号

0833-72-0110

【緊急 110】



【交通関係】

【宿泊関係】

【医療機関】

名  称 所 在 地 連 絡 先

JR光駅 光市虹ケ浜三丁目 1番 1号 0833-71-0035

(有 )西部光タクシー 光市浅江五丁目7番 17号 0833-71-0001

周南近鉄タクシー(株 )光営業所 光市大字島田 4191番地 0833-72-()123

(有 )大和 タクシー 光市大字岩田 2488番地 5 0820-48-2050

(有 )岩 田タクシー 光市大字岩田 2488番地 5 0820-48-2050

名  称 所 在 地 連 絡 先
ホテル松原屋 光市虹ケ浜三丁目9番 16号 0833-71-0047

ホテル 23(ト ニス) 光市虹ケ浜三丁目5番 16号 0833-72-2323

光第一ホテル 光市虹ヶ丘二丁目 11番 1号

ひかり荘 光市浅江一丁目6番 3号 0833-71-0331

松葉亭 光市島田二丁目 1番 26号 0833-48-7115

あゆみ荘 光市島田五丁目12番 15号 0833-71-1141

光オリエンタルホテル 光市中央四
~「

日4番 6号 0833-71-0066

かんぽの宿 光 光市室積東ノ庄 31番 l号 0833-78-1515

山口県スポーツ交流村 光市光井二
「
目 19番 2号 0833-71-1144

光青年の家 光市室積新宮 6167番地 0833-72-5512

ビジネスホテルくだまつ 下松市元町西 804番 7号 0833-41-0357

ビジ不スホテルみやこ 下松市大手町二丁目9番 15号 0833-41-0132

くだまつステーションホテル 下松市北斗町 4番 11号 0833-41-5500

アクテイプリゾー ト笠戸島ハイツ 山口県下松市大字笠戸島 14番 0833-52-0150

国民宿舎 大城 下松市大字笠戸島 14番 1 0833-52-0138

くだまつ健康パーク 下松市大字平田 448番地 0833-41-2600

医療機関名 診療科目 住 所 電話番号

光市休日診療所 光市光井二丁目 2番 1号 0833-74-1399

あきよし心療内科クリニック 心療内科・内・精神科 光市虹ケ浜三丁目 16番 30号 0833-74-1177

梅田病院 産・婦・児 光市虹ケ浜三丁目 6番 1号 0833-71-0084

兼1青タト千} 外・整・内・放・リノヽ 循 光市浅江三丁目 1番 25号 0833-71-0800

クリニック高橋眼科 11 光市浅江三丁目17番 1号 101 0833-72-1010

河内山医院 内 光市大字浅江 1340番地 1 0833-71-1040

五嶋内科クリニック 内・消・放 光市木園一丁目 5番 31号 0833-72-0800

しみず医院 耳鼻咽
'1実

光市浅江三丁目 9番 5号 0833-71-4187

内・児・外 光市虹 ケ丘一丁目 13番 10号 0833-71-0816

光総合病「E 総 合 光市虹ケ浜二丁目 10番 1号 0833-72-1000

光内科消化器科 内・消・呼・循・放 光市浅江二丁目 12番 3号 0833-72-0010

ひか り皮 フ科 クリニ ック 皮・形・アレルギー 光市木園一丁目8番 3号 0833-74-ll12
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藤原皮膚科 皮 光市浅江二丁目5番 1号 0833-72-7500

虹ケ浜皮フ科クリニック アレルギー・皮 光市浅江三丁目 17番 18号 0833-72-2720

かなつ眼科光分院田中眼科 lR 光市木□一丁目 5番 22号 0833-74-1288

みちがみ病院 産・婦・児・内 光市大字浅江 2400番地 14 0833-72-3332

守友医院
「

．
0833-71-2010

やまて小児科アレルギー科 児・アレルギー 光市浅江一丁目 10番 12号 (:)833-72-5041

いのうえ内科クリニック 内・循環器科 光市島田六丁目 13番 26号 0833-74-2211

大田病院 精・神経科 光市島田五丁目 3番 1号 0833-77-0621

河村循環器神経内科 内・循・神経内科 光市三井六丁目 18番 1号 0833-77-0606

新日本製餞 (株 )光銅管部診療所 内 光市大字島田 3434番地 0833-71-5020

多田クリニ ノク 内・循・消・外・児・リハ 光市島田一丁目 1番 21号 0833-74-2960

田中医院
「

， 光市上島田四丁目 7番 8号 0833-77-0654

内・呼・消・放・外・整・麻・

脳外・肛門・リハ
光市島田二丁目 22番 16号 0833-72-0676

前田医院 耳鼻 01月 11三 光市島田二丁目 18番 3号 0833-71-0271

光武医院 胃腸・外・理・皮・放・麻 光市大字小周防 1633番地 1 0833-77-3800

吉村医院 内 光市島田二丁目 8番 2号 0833-71-0111

市川医院 内・胃・循・リノヽ 外 光市中央三丁目 2番 26号 OS33-72-5700

広田医院 内・児・皮 光市中央二丁目 15番 1号 (1)833-71-0225

松島こどもクリニック 児・アレルギー 光市光井三丁目 7番 30号 0833-74-2552

牛島診療所 内・整 光市大字牛島 762番地 1 0833-79-3197

近藤整形外科 整 光市室積一丁目 7番 15号

たけなか医院 内・循・消・外・児・リハ 光市室積中央町 5番 5号 0833-78-0074

田村医院 内・児・循 光市室積大町 22番 20号 0833-79-1231

平岡医院 外・内・胃・リハ妹 光市室積松原 4番 7号 0833-79-1500

松村医院 外・内・胃・肛門・リハ 光市室積二丁目 14番 14号 0833-79-2222

市山医院 内・児 光市大字岩田2809番地 2 0820-48-2005

大和総合病院 総 合 光市大字岩田974番地 0820-48-2111

【歯科医院】

医療機関名 診療科日 住 所 電話番号

あさみ歯科室積診療所 歯 科 光市室積一丁目9番 5号 0833-79-0765

たむら歯科 歯 科 光市室積新開二丁目3番 1号 0833-79-0120

松田歯科クリニ ツク 歯 科 光市室積松原 4番 3号 0833-79-2533

守田歯科医院 歯科 ″ lヽ児歯科 光市室積松原 15番 7号 0833-78-0457

友愛歯科医院 歯科 /]ヽ児歯科 光市室積四丁日 1番 1号 0833-79-0517

すずき歯科医院 歯科″」ヽ児歯科 光市光井四丁目34番 8号 0833-71-4144

佃歯科医院 歯 科 光市光井九丁目 10番 10号 0833-72-5337

藤本歯科診療所 歯科・嬌正歯科 ′」ヽ児歯科 光市中央五丁目 11番 7号 0833-71-1342

みなみ歯科医院 歯科 光市中央三丁目 1番 5号 0833-72-8888
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光中央病院

0833-78-0128



森本歯科医院 歯 科 光市光井三丁目 11番 11号 0833-71-1698

あさぇ歯科クリニック 一般歯科 ″jヽ児歯科 光市浅江四丁目 1番 19号 0833-48-8241

儀本歯科医院 歯 科 光市浅江三丁目 25番 9号 0833-72-4200

国本歯科医院 歯科・口腔外科 光市虹ヶ浜三丁目3番 26号 0833-72-6101

諏訪歯科医院 歯科・口腔外科 光市浅江三丁目 20番 1号 0833-72-5755

中川歯科医院 歯 科 光市官ノ下 11番 6号 0833-72-8049

平田歯科医院 歯科 ″」ヽ児歯科 光市虹ヶ丘一丁目 19番 1号 0833-72-8148

大上歯科医院 歯科 光市島田四丁目 11番 15号 0833-71-4606

くもい歯科医院 歯科 光市島田一丁目 11番 25号 0833-72-8001

しまた歯科医院 歯科 光市島田二丁目 11番 6号 0833-72-5545

清木歯科医院 歯 科 光市三井六丁目 18番 30号 0833-77-1910

大和歯科医院 歯 科 光市大字岩田2483番地 6 0820-48-4978

大和総合病院 歯科切 児ヽ歯科・歯科口腔外科 光市大字岩田974番地 0820-48-2111
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たちあがれ !東北
がんばろう!日 本

夢場でをせ「山口国体 2008 日田市8の 一 生 け ん め い に 0い た い

2009 1五泉市

電  話
案内期間

案内時間

2010 野田市

2011 光市

2007 美郷町

来年は岐阜県池田町でお会いしましょう

2012

ぎSl
´

輝 け は ば た け だ れ が 主 役

《競技記録速報》
インターネット・携帯サイト・電話によりご案内します。

Webサイト http://wvv、 Mkirokukensaku.com/choruru2011/

携帯サイト http://www.keltalkyodkekka.com/choruru2011/

案内期間 :平成23年 9月 6日 (州～10月 31日日
※携帯電話のバーコードリーダーで読み取ると、

ミナモ

日
肝一

083-932-0860
平成23年 9月 30日 (金)～10月 11日 (州

9:00～20:00(10月 11日 は17:00ま で )
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携帯サイ トに簡単にアクセスできます。


